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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。































[image: ]　序章　[image: ]










「いやぁぁぁ！　助けて下さいーっ」

　水差しの精霊ジヤーンアブウが、いつもなら考えられないような速さで、バルク号の食堂をびゅんびゅんと飛んでいく。船長のジャリスは、船室に続く廊ろう下かへと向かったアブウを追いかけていた。

「待ちなさいってばっ。アブウ！」

　ふわふわ浮うくしかできないと思っていたが、そうでもないようだ。全速力で走っているのになかなか捕つかまえられない。狭せまい廊下の隅すみに置かれた荷物も、走る邪じや魔まをしていた。

「うわぁーん。ご主人様ぁ。追いかけてこないでぇぇぇ……ああっ！」

　ゴンッと音がして、泣きながら飛んでいたアブウが、行き止まりの倉庫の扉とびらに激げき突とつする。ひっくり返っておでこに手をあてているアブウの前で、ジャリスは息を切らせつつ仁に王おう立ちした。

「さあ、もう逃にげられないわよ！」

　ジャリスに追い詰つめられて、アブウがぶるぶると震ふるえる。銀色の目が、ジャリスの背後を見てはっと見開かれた。目をやると、立っていたのは怜れい悧りな美び貌ぼうを持つ副船長シャルマだ。

「アブウ、いつまでもみんなが優やさしくしてくれると思ったら、大おお間ま違ちがいですよ」

　表情は穏おだやかだが、シャルマの全身から有う無むを言わせぬ冷たい空気が発せられていた。

「うぅぅぅぅ。でも嫌いやなものは嫌なんですーっ」

　妙みようなうめき声を上げたアブウが、天てん井じようにある甲かん板ぱんへと続く扉に飛んでいく。慌あわててジャリスが階段を上り甲板に出ると、待ちかまえていたのか乗組員のコダートとリンドが、アブウの両りよう腕うでをがっちりと摑つかまえていた。

「みんなしてひどいですぅ！　放してぇ」

　真っ青な空に向かって飛ぼうとしているのか、じたばた暴れるアブウだが、コダート達の力には敵かなわないようだ。ジャリスはアブウの目の前まで来ると、腰こしに手を当てた。

「アブウ、いい加減にランプの精霊ルーレルの居所を教えて。行き先が決められないでしょ！」

「で、でも、ルーレルには会いたくないんですぅ。捕まったら最後、どんな目に遭あうか……！」

　アブウの顔色は真っ青だ。銀色の目に涙なみだを浮かべ、哀あい願がんするようにジャリスを見つめている。

　ジャリス達が捜さがしているランプの精霊ルーレルは、アブウの事が好きなのだという。だがアブウは苦手なようで、見つかったらひどい目に遭うと、絶対に居場所を口にしなかった。

「面めん倒どうくせぇなぁ。拷ごう問もんでも何でもして聞き出そうぜ。俺がやってやるよ」

　アブウの腕を摑まえたまま、リンドが黒い瞳ひとみを一いつ瞬しゆんで赤く染め、にんまりと笑う。

「いやぁぁぁぁ。この人怖こわいですぅ。何でシャイ悪ターン魔なんか乗組員にしたんですかぁ！」

　びくっと震えたアブウに、すがるような視線を向けられ、ジャリスは思わずため息をついた。

（怖がらせちゃ逆効果だわ。無理矢理聞き出すのも可哀かわい想そうだし。よーし、ここは……）

「アブウ、お願い！　頼たよれるのはあなただけ。ルーレルを見付ける事が、アラバーナ大陸を守る事につながるの。あなたの肩かたに大陸の未来がかかっているのよ」

　一瞬アブウが動きを止め、少しだけ嬉うれしそうな顔をした。シャルマがふっと笑えみを浮かべる。

「ええ、アブウ。本当の英えい雄ゆうになれるかもしれないんですよ。アラバーナ大陸を救う英雄にね」

　アブウの目がきらきらと輝かがやいた。コダートがアブウの腕を放して、大げさに頷うなずく。

「ああ、きっと一いち躍やく有名になるな。誰だれもが言うだろう。偉い大だいな精霊ジヤーンアブウ様、ありがとうって」

　両手を組んだアブウが、夢見るような瞳で空を見上げる。きっと頭の中では、色々な妄もう想そうが繰くり広げられていることだろう。ジャリスはここぞとばかりに畳たたみかけた。

「大だい丈じよう夫ぶ。ルーレルがどんなに恐おそろしくても、あなたを渡わたしたりしないわ。大切な仲間だもの」

　アブウの瞳には、見た事がない程の闘とう志しが溢あふれていた。ぐっと拳こぶしを握にぎりしめると声を上げる。

「判わかりました！　アブウはちょっぴり怖いけど頑がん張ばりますですぅ。ルーレルがいるのは……」

「「「いるのは？」」」

　全員で声を合わせて聞くと、アブウは南の方角を指さした。

「タバラン国ですぅ」

　シャルマとコダートは目を見開き、ジャリスは思わず悲鳴を上げた。

「いやーっ、やっとクアイ皇子と離はなれられたのにっ」

「誰だよ、クアイ皇子って？」

　眉まゆ根ねを寄せたリンドの質問には、答える気にもなれない。ジャリスはがっくりと項うな垂だれて、タバラン国の方角に目をやり、大きなため息をついていた。
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　タバラン国の結けつ婚こんしたい男第一位であるクアイ皇子の朝は、壁かべ一面に掛けられた巨きよ大だいなジャリスの絵姿に、愛を捧ささげる事から始まる。

「おはよう、ジャリス。君はいつ見ても綺き麗れいだ。早く君に会いたいよ。君と離れている間は生きているという実感がないんだ」

　王宮の自室で大げさに嘆なげくクアイに、背後からため息混じりの声が聞こえた。

「クアイ、わしの呼び出しにも応じず、何をとぼけた事ばかり言っている」

　小さく舌打ちしたクアイは、むっとした表情を隠かくさず振ふり向いた。扉の向こうに立っていたのは、自分とよく似た黒くろ髪かみ黒目の壮そう年ねんの男だ。

「父上、ジャリスへの朝の挨あい拶さつを邪魔しないで下さい。後で行きますから」

　タバラン国の国王スルタンにして、父親であるフクサルを、クアイはぎろっと睨にらみつける。

「……もういい加減にジャリスの事を諦あきらめたらどうだ？　ジャリスは海かい賊ぞく同盟の盟主マラファムの娘むすめだし、心根も正直だ。わしも気に入っておる。お前がどうしても妻にしたいと言うなら、それもいいかと思った。だから迎むかえに行くのを許したが、結局連れて来られなかっただろう」

　フクサルが部屋に足を踏ふみ入れる。クアイはぐっと唇くちびるを嚙かみしめた。

「それは……色々と事情があって」

「お前が預かってきたマラファムからの手紙には、魔王マリードオシリスが蘇よみがえったと書かれていた。それが真実なら、タバラン国も傍ぼう観かんしているわけにはいかぬ。海賊同盟や各国と協力し、オシリスを倒たおす手段を探さねばならぬ。それなのに、世よ継つぎのお前がふらふらと女を追いかけてばかりでは困るのだ」

　すぐ近くまでやってきたフクサルから、クアイは思わず視線をそらした。

「よいか、クアイ。ジャリスの事はもう諦めろ。お前の妻になりたいという女は、それこそ星の数ほどいる。アラバーナ大陸に危険が迫せまっている時だからこそ、まずは国の安定を図はからねばならぬ。そこでだ、世継ぎであるお前が妻を娶めとれば、国民も安心するだろう」

「妻はジャリスです。彼女以外はいりません！」

　クアイは顔をあげ、父の黒い瞳をまっすぐ見つめた。だがフクサルは、眉根を寄せたまま首を振る。

「彼女を捜しに行く機会はもう与あたえた。連れて来られなかったのなら、それはお前の責任だ。いいか、クアイ。花はな嫁よめ候補の中から、誰かを選んで結婚しろ。それまでは国から出ることは許さん！」

　クアイは思わず目を見開く。背を向けて去ろうとするフクサルに大おお股またで近付いた。

「し、しかし、父上……！」

「これは国王命令だ！　いいか、クアイ。第二皇子のお前を世継ぎに選んだのは、お前が国王スルタンとしての資質を持っているからだ。わしの期待を裏切らんでくれ」

　それだけ言い残し、部屋を後にしたフクサルに、クアイは拳をぎゅっと握りしめたのだった。
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　ジャリスは、タバラン国の首都エオージュの港にバルク号を停てい泊はくさせ、甲板から立ち働く人々を見つめていた。港に並ぶ船は大型船がほとんどだ。アラバーナ大陸の東南に位置するタバラン国は、鉱山から良質の金こん剛ごう石せきが採れる国として有名だ。それを目当てに、大陸中から商人が集まっているのだろう。ジャリスは、強い潮風に金の髪かみをなびかせながら感かん嘆たんの声をあげた。

「活気があるわね。さすがアラバーナ一のお金持ち国だと言われるだけあるわ」

　そのまま甲板の中心に目を移すと、あぐらをかいたアブウが、桶おけに水を満たして作った水鏡を前にして、うんうんと唸うなっていた。

「どう？　アブウ、ルーレルに連れん絡らくとれた？」

「だ、駄だ目めですぅ。通じません。……おかしいですねぇ。アブウの知っている相手なら、水鏡を使えば誰とでもお話しできるはずなのにー」

　情けない表情を浮うかべつつ、アブウが腕うで組ぐみして首を傾かしげた。

　ジャリスは右腕にはめている、〝バルク号船長〟と彫ほられた銀色の腕うで輪わを見つめる。

「困ったわね……。ルーレルに腕輪を修理してもらって、指輪を捜す地図を見られるようにしないといけないのに」

　ジャリス達が捜しているのは、魔王マリードオシリスの魔ま力りよくを凝ぎよう縮しゆくした四つの指輪だ。二つは敵の手に渡ってしまったが、残りの二つは行方ゆくえが判わからないままだった。

「急がねぇと、ラシッドに先を越こされるぞ。あいつらが先に指輪を見付けたら、魔王マリードは完全に力を取り戻もどす。そうしたら、どうあがいたって俺達じゃ勝てないぞ」

　手すりにもたれたリンドが肩を竦すくめる。ラシッドとは、サウルナ国の海軍大たい佐さカッサラの身体からだを使い、魔王マリードオシリスを復活させた、リンドと同じシャイターンの一人だ。リンドはカッサラを救う為ため、バルク号の乗組員になった。

　ジャリスは、項垂れているアブウに目を向ける。

「アブウ、ルーレルがタバラン国にいるのは間ま違ちがいないのよね」

「はい、この国から、ルーレルの魔力を感じるんですぅ。ただどこにいるのかまでは……」

　会話を聞いていたのか、船室に続く扉とびらにもたれた船医のナッシルが、無ぶ精しようひげを撫なでた。

「そういえば、ルーレルはお前に魔ま法ほうをかけたんだっけな。確か……魔力を使えばお互たがいの居所が判るとかなんとか……」

　アブウとナッシルは、ジャリスの祖父であるシンリクット船長ことターラが、バルク号の船長だった時も、この船に乗っていた。ナッシルはルーレルの事も知っているという。

「そうですぅ。魔力を使うと、どこにいてもすぐ判るっていう、まるで呪のろいみたいな魔法ですぅ。そのせいでどんなに逃にげても、ルーレルはアブウを捕つかまえにやってくるんですぅ」

　涙なみだ混じりのアブウに、ジャリスは首を傾げた。

「でも、アブウと一いつ緒しよに旅してしばらく経たつけど、ルーレルは追いかけてこないじゃない」

「それがアブウにも判らないんですぅ。アブウは二十年前、ちょっとした可愛かわいいいたずらが原因で、ターラ船長に封ふう印いんされたんですぅ。封印されていた間は魔力を使えなかったので、ルーレルにもアブウの居所が判らなかったんだと思いますぅ。でもご主人様に封印を解いてもらってから、何度も魔法を使っているのに、ルーレルは捜さがしにこないですよねぇ」

　アブウがあぐらをかいたまま、うーんと考え込む。リンドがからかうような笑えみを浮かべた。

「ランプの精霊ジヤーンルーレルっていえば、精霊の中でも一番魔力が強いって有名だ。格上の魔物ジンでも歯が立たないだろう。お前、愛あい想そ尽つかされたんじゃねぇの？　あんまり役立たずだから」

「それはありえませんっ」

　きっぱりと言い切ったアブウに、ナッシルがすぐさま頷うなずいた。

「ああ、ルーレルのアブウに対する執しゆう着ちやくは凄すごいぜ。前にアブウが連れ去られた時なんて……」

「いやぁぁぁ！　思い出させないでくださいっ」

　真っ青になってぶるぶる震ふるえるアブウに、ナッシルが気の毒そうな目をむける。

「ああ、言わないでおいてやる。あんまりお前が可哀かわい想そうだから」

　哀あわれみの声に、アブウがしゃくりあげながら頷いた。ナッシルが気を取り直したように、ジャリスに視線を向ける。

「まあ、とりあえず、ルーレルがアブウに愛想を尽かすなんて事は絶対にない。天地がひっくり返ってもない。アブウの何がそんなにいいのか判らないけどな。だが、確かにおかしいな。アブウの居所が判ったなら、ルーレルは何を置いても拉ら致ちしに来るはずだ」

　聞けば聞くほど、ルーレルがどんな女性なのか、ジャリスには想像もつかなかった。

「何か理由があるんじゃないか？　連絡がとれない理由が」

　ナッシルの隣となりにいたコダートが聞くと、アブウが再び腕組みして考え込んだ。

「ただいまー」

　そこへ元気良く声をあげて甲かん板ぱんに上がってきたのは、最年少乗組員のリクだ。後ろからシャルマも梯はし子ごを登ってくる。二人はジャリスが所属する海賊同盟の支部へ挨拶に行っていた。

「おかえりなさい。支部から何か情報は貰もらえた？」

　シャルマが、片かた眼鏡めがねを押し上げつつ首を振る。

「いいえ、ランプの精霊ジヤーンなど本当にいるのかと言われました」

「ああ、やっぱり……。でも同盟支部以外で情報がありそうな所というと……」

　ジャリスの頭に、ある男の顔が浮かんだ。だができれば彼を頼たよりたくなかった。

「ジャリス、お前この国の皇子様と知りあいなんだろ。確かクアイ皇子とか言ってたな。その皇子様に頼たのんでみたらどうだ？　捜すのは無理でも何か情報があるんじゃないのか？」

　リンドの提案は、きっとジャリスを含ふくめた乗組員全員が考えている事だろう。それでも誰だれも口にしないのは、彼に頼み事なんてしたら、どんな目に遭あうか判らないと知っているからだ。

「うん、判ってるの。クアイ皇子を頼ればいいって、凄ーく判ってるのよ。でもね～」

　がっくりと項うな垂だれて嫌いや々いやながら呟つぶやくと、リンドが眉まゆ根ねを寄せた。

「何だよ。クアイ皇子は敵なのか？」

「敵じゃないわ。敵じゃないのよ」

　ジャリスは額に手を当てる。コダートがため息混じりに口を開いた。

「ああ、敵じゃないんだが、ある意味敵よりもやっかいなんだ」

　リンド以外の全員が大きく頷いた。リンドが目を丸くする。

「お前らがそう言うって事は、相当の相手なんだな。よっぽど偏へん屈くつな男とか？」

　乗組員になったばかりのリンドは、まだクアイに会った事がないらしい。だったら会わないままの方が、幸せなのではないかとジャリスは思う。

（大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。……そう、わたしがしっかりしていればいいのよ。まずはルーレルを捜さないと、どうしようもないんだから）

　ジャリスはそう思いつつ顔をあげた。それでも憂ゆう鬱うつな表情は隠かくせない。

「しょうがないわ。やっぱり行かないと駄目みたいだし。ここはみんなで覚かく悟ごを決めましょう」

　乗組員達は嫌そうな顔をしながら、ため息混じりに頷いた。
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　エオージュの中心にタバラン国の王宮はある。白はく亜あの宮きゆう殿でんは、アラバーナ大陸の宝石と呼ばれていた。その名の通り、大理石で造られた丸まる天てん井じようの宮殿には、各地から集められた宝石や鉱石がはめ込まれきらきらと輝かがやいていた。

　クアイは憂うれい顔で、王宮の庭に咲さき誇ほこる花々を見つめていた。辺りには、色とりどりの花達の甘い香かおりがたちこめている。庭の手入れをしていた侍じ女じよ達が、頰ほおを赤らめ声を上げた。

「きゃぁーっ、クアイ皇子よ。何をされているのかしら？」

「何か悩なやまれてるみたい。自信満々な顔も素す敵てきだけど、物思いに耽ふけっておられる顔もいいわ！」

「きっとお国の事で考え事をされているのよ。私達では想像もできないような、崇すう高こうな事を考えておられるのだわっ」

　背後できゃあきゃあと騒さわぐ侍女達の声も、クアイの耳には入っていなかった。目の前に咲く花をそっと触さわって、ため息をつく。

「ああ、ジャリス。黄色い花を見ると、君の金色の髪を思い出す。赤い花は君のばら色の頰。白い花は、陶とう器きのような君の肌はだ。……君に会えないなら、俺は生きる意味をみつけられない……」

　苦く悩のうの表情で頭を抱かかえたクアイに、侍女達が更さらに黄色い悲鳴をあげた。

「……皇子。お話が」

　俯うつむいたクアイに声をかけたのは、従者の老人ガーイムだ。相変わらず気配を消して近付くガーイムを、クアイはぎろっと睨にらみつける。

「話など後にしろ。俺は今、忙いそがしいのだ！」

　怒ど鳴なりつけたが、ガーイムは表情一つ変えなかった。

「皇子。陛下からお聞きしました。出国を禁止されたそうでございますね。ですが、陛下のお言葉も尤もつともだと思います。皇子は二十六歳。お子さまがおられてもおかしくはありません。まずは正せい妃ひを娶めとり、ハーレムを作ってそこにジャリス様を側室として迎むかえれば……」

「ならん。正妃はジャリスだ。それに俺はハーレムを持つ気はない。妻はジャリス一人だ！」

　かっと目を剝むくと、ガーイムが小さく息をつく。一夫多妻制のアラバーナでは、王族や貴族、富を持つ商人達は、女性達を集めハーレムを作るのが習慣になっていた。妻を娶るには、支し度たく金が必要となる。妻が多ければ多いほど、それだけ支度金を払はらえるだけの富があるという事だ。女性達を集めたハーレムは富の象しよう徴ちようだった。だがクアイは、その制度が理解できない。

「愛する女性は一人だけだ。愛せもしない女性達を集め、ハーレムを作って何になる。不幸な女性を増やすだけだ。俺はそんな事はしない！」

　言い切ったクアイに、ガーイムがそっと目を細めた。

「……ですが、陛下は皇子が妻を娶るまでは、絶対に旅に出る事を許しはしないでしょう」

「判っている。内密に国を出るのは簡単だ。だがアラバーナ大陸に危険が迫せまっている今、政治を放り出して旅はできない。そんな事をすれば、ジャリスはきっと俺を許さないだろう」

　クアイの苦悩はそこにある。ジャリスは魔王オシリスを倒たおそうとしている。成し遂とげるまでは、きっと自分の求きゆう婚こんを受け入れたりしないだろう。ならば、オシリスを倒す為の手助けをするのが自分の務めだ。しかし父に逆らって国を出てしまっては、できる事は限られてしまう。

「ああ、ジャリス。何と悲しいさだめだ。愛しあっているのに、君と一緒にいる事もできないなんて。君の事を想おもうと心配で胸が張り裂さけそうだよ。一体今君はどこに……」

　咲きこぼれる花々に、ジャリスの面おも影かげを重ねて大げさに嘆なげくと、ガーイムがぽんと手を打つ。

「ああ、そうでした。皇子、お話があったんです」

　クアイは力無く首を振ふる。今は誰の話も聞きたくなかった。

「後にしてくれ。俺は今、ジャリスの事を考えているのだ。今の俺にとって唯ゆい一いつの幸福を……」

「お客様がお見えです」

　言葉を遮さえぎったガーイムに、クアイはぎろっと目をむける。

「だから後にしろ。俺は誰とも会う気はない！」

　ガーイムが、すっと目を細めた。口元に楽しそうな笑みが浮うかんでいる。

「本当によろしいのですか？」

「かまわん、誰であろうと追い返せ！」

「そうですか……。せっかくジャリス様がお見えになっているのに、残念です」

「ああ、たとえジャリスだろうと……って、ちょっと待てっ。ジャリスだと！」

　はっとしたように姿勢を正したクアイに、ガーイムがいたずらっぽく笑った。

「はい、皇子にご用事があるとか。客室にお通ししてあります。……いかが致いたしますか？　お会いになりたくないなら、帰って頂きますか？」

　笑えみを浮かべるガーイムが楽しんでいると気付いたが、今は問いつめる余よ裕ゆうはなかった。

「なんでもっと早くいわないんだー！」

　悲鳴にも近い叫さけびを上げ、クアイはすぐにきびすを返し、王宮へと走り出していた。
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　王宮の客室は、広い石造りの部屋だった。中央に大きな机が置いてあり、侍女達が次々と料理を運んでくる。ジャリスは、コダートとシャルマと一緒に、机に並ぶ豪ごう華かな料理に目を見張っていた。

「さすがタバラン国。見て、鳥の丸焼きに金粉がかかってるわ。……あ、あれは何!?」

　ジャリスが指さしたのは、四人がかりで運ばれてきた魚料理だ。魚の大きさはジャリスとほぼ変わらない。焼いてあるようだが、どうやってこんな巨きよ大だいな魚を調理したのか謎なぞだった。

　目を丸くしているジャリスの隣となりで、シャルマが片眼鏡を押し上げた。

「タバラン国の王宮では、手に入らない物はないといわれています。それだけ裕ゆう福ふくなのだと。机に置いてあるお酒もみんな一級品です。全部売れば私達の生活費三年分にはなりますよ」

「ああ、庶しよ民みんじゃ一生お目にかかれないな。ナッシルが見たら、飛び上がって喜ぶぞ」

　コダートが呟くとバンッと扉とびらが開いた。飛びこんできたのは満面に笑みを浮かべたクアイだ。

「ジャリスッ。本当に君なのか？　ああ、これは運命だ。こんな時に君が訪たずねてくるなんて。やっぱり俺達は、結ばれる運命なんだ！」

　いつになく興奮して駆かけ寄ったクアイに、ジャリスは驚おどろいて身を竦すくませる。シャルマとコダートが庇かばうようにさっと前に立つと、クアイが憎にく々にくしげな表情を浮かべた。

「こんにちは。クアイ皇子」

　真正面からクアイを見つめ、コダートがにっこり笑うと、シャルマも同じく微笑ほほえむ。

「相変わらずお元気そうですね。……まあ、あなたがありあまる程元気だと、はた迷めい惑わくですが」

「なんだとっ、お前達、俺とジャリスの恋こい路じを邪じや魔まする気だな。絶対に俺は負けんぞ！」

「邪魔するなんてとんでもない。始まってもいない恋路をどう邪魔しろと？」

　口角をつり上げたシャルマを、クアイがぎろりと睨みつける。だが、すぐにジャリスを見て、はっとしたように笑みを浮かべた。

「ジャ、ジャリス。よく来てくれた。君に会えて嬉うれしいよ。毎日毎日君の事ばかり考えていた」

　クアイはやっと落ち着いたようだ。ジャリスは、彼の前に進み出て一礼した。

「こ、こんにちは。クアイ皇子。今日はお願いがあって……」

　最後まで言わせず、にっこり笑ったクアイが胸を叩たたく。

「ああ、何でも言ってくれ。君の為ためなら何でもしよう。……ガーイムが気を利きかせてくれたのだな。食事の用意がしてある。ちょうど昼時だ。一いつ緒しよに食事しよう。君の為にお茶も淹いれるよ。他ほかに何かいりような物はあるか？　もっと食事を持ってこさせようか？」

　矢や継つぎ早ばやに問いかけるクアイに、ジャリスは頰を引きつらせる。

「いいえ、クアイ皇子。急ぐので食事は……」

「気に入らないのか？　そうだな。こんな貧相な料理でもてなすのは、君に対して失礼だ。違ちがう料理を持ってこさせよう。君に似合う最高の料理を」

「ま、待って！　もったいないですっ。……これを頂きますから」

　侍じ女じよを呼ぼうとしたクアイが、ジャリスの青い瞳ひとみを見つめて、ふっと微笑んだ。

「君は本当に遠えん慮りよ深い。だが気にしなくていいんだぞ。君は将来この国の王おう妃ひになるのだから」

　甘い視線を送られ、ジャリスはため息をつきつつ、クアイがひいた椅い子すに仕方なく座る。

「お前達も座れ」

　ジャリスに話しかける時とは打って変わり、クアイがぞんざいな口調で、シャルマとコダートを椅子へと促うながした。

「おや、私達も呼ばれていいのですか？」

　軽く目を見開いたシャルマに、クアイがふんっと鼻を鳴らした。

「邪魔でしかないが仕方ない。ジャリスの大切な乗組員だからな。それ相そう応おうに歓かん待たいしてやる」

　シャルマとコダートは肩かたを竦め、ジャリスの両りよう脇わきに座った。正面の椅子に腰こし掛かけたクアイが、にこやかに話しかける。

「ジャリス、会いに来てくれるなんて嬉しいよ。頼たのみがあると言っていたな。どんな頼みだ？」

　豪華な食事に見とれていたジャリスだったが、慌あわてて姿勢を正した。

「あの……わたし達がランプの精霊ジヤーンを捜さがしているのは知っているでしょう？」

　真しん剣けんな顔になったクアイが頷うなずいた。サウルナ国で一緒に行動していたクアイは、すべての事情を知っている。話がしやすかった。
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「実は、ランプの精霊のルーレルが、タバラン国にいるらしいの。でもどこにいるかが判わからなくて……。何か情報がないかと思って来たの」

　驚いたような表情をしたクアイが、すぐに口元に手を当て、考えこむ。

「ランプの精霊ルーレル……。我が国にいるなどと聞いた事はないな。もし精霊がいるとすれば、大おお騒さわぎになるはずだ。俺の耳に入らないはずはない」

　ジャリスは思わずがっくりと肩を落とした。はっとしたクアイが、慌てて声を上げる。

「そ、そのルーレルとやらはどんな人物なんだ？」

「それが……わたしも会った事はなくて。あ、そうだ。アブウ」

　腰の水差しに声をかけると、ぽわんと煙けむりが上がって、アブウが姿を現した。

「はーい、ご主人さまぁ……わぁっ、凄すごいごちそうですねぇ。アブウも食べたいですぅ」

　料理に目を奪うばわれていたアブウだが、すぐにクアイに気付いて、眉まゆをつり上げた。

「ああっ、また出ましたねっ。この色気むんむん皇子！　ご主人様に近寄らないで下さいっ」

　シャルマとコダートがぷっと吹ふき出す。ジャリスも笑いたかったが、さすがにぐっと堪こらえた。

「貴様ーっ。役立たずの精霊の分際で何を言う。誰だれが色気むんむんだ！」

　睨にらみ合ったアブウとクアイを、ジャリスは慌てて止める。

「アブウ、クアイ皇子に協力してもらっているの。ルーレルがどんな感じの人なのか、教えて」

　アブウがクアイを睨みつけたまま、口を尖とがらせて渋しぶ々しぶと頷いた。

「しょうがないですねぇ。ご主人様が言うなら。えっとー、ルーレルは怒おこらせると怖こわくて、昔アブウをいじめた人間をすんごい高い山の頂上に鎖くさりでしばりつけて、鳥の餌えさにしようと……」

「馬ば鹿か者。今はそんな事を聞いてるんじゃない。もっと視覚的な事だ。見た目とか」

　クアイに怒おこられて、ふわふわ宙に浮いたままアブウが腕うで組ぐみした。

「見た目は難しいんですよねぇ。だってルーレルは……」

　言いかけたアブウが、びくっと身体からだを震ふるわせ、真っ青になって天てん井じよう近くまで飛び上がった。

「いやぁぁぁぁぁ！　怖いっ」

　叫んだアブウが、すぐにジャリスの許もとに降りてきてしがみつく。怯おびえたようにぶるぶる震えるアブウに目を丸くしていると、どこからか鈴すずのような可愛かわいらしい女性の声が聞こえてきた。

『……アブウ、アブウ』

　かすかに聞こえる声に、ジャリスは慌てて辺りを見回す。だがジャリス以外女性の姿はない。

「ジャリス、これを」

　シャルマが指したのは、机に並べられていた硝子ガラスの器うつわだ。手を洗う為に置いてあり、中には水が入っている。声はどうやらそこから聞こえていた。

『たす……けて。アブウ』

　どこか舌足らずな響ひびきを持つ声が、アブウの名を呼んでいた。アブウは一いつ瞬しゆんで、本体である煙姿に戻もどると、ジャリスの肩に乗り悲鳴をあげた。

「ル、ルーレルの声ですぅ！　いやーっ、監かん禁きんされるぅ」

「ルーレルからなの？　アブウ。居場所を聞いてっ」

　ジャリスが声をあげると、アブウは涙なみだ目めでぶんぶんと身体全体を動かした。泣いて嫌いやがるアブウに、シャルマがきらりと目を光らせる。

「さっさとしなさい。二度と船に乗れなくなってもいいんですか？」

　アブウがふぇぇと泣き声を上げた。すんすんと鼻を鳴らすと、恐おそる恐る硝子の器に近付く。

「ル、ルーレルですかぁ？」

『アブウですの？　私を助けに来てくれたのですね！　さすが私の旦だん那な様』

　ほんわかとした可愛らしい声が水鏡から響いたが、水面が振しん動どうするだけで姿は見えなかった。

「ど、どこにいるんですかぁ？」

　アブウがびくびくしながら聞くと、水面が大きく振動した。

『私がいる……マイダラ……すけて……』

　途と切ぎれ途切れの声は、段々と小さくなり、やがて水鏡からは何も聞こえなくなってしまう。

「……何だったの？　今のは」

　ジャリスが呟つぶやくと、やっと落ち着いたのか、アブウが再び人間の姿に戻る。

「な、何かの妨ぼう害がいで魔ま法ほうが使えないのかもしれませーん。それか使いたくても使えないのか。とにかく普ふ通つうの状態じゃないみたいですねぇ……」

「マイダラと言っていましたね。タバラン国にそんな名前の町がありましたよね。クアイ皇子」

　シャルマが目を向けると、何事か考え込んでいたクアイが、はっとして頷いた。

「あ、ああ。マイダラは……北の方角にある町だ。昔は鉱山があったんだが、今は閉へい鎖さされている。小さな町だ」

　クアイが珍めずらしく歯切れ悪そうに答えた。ジャリスは口元に手を当てる。

「その町にいるって事かしら」

「可能性は高いな」

　コダートが頷くと、クアイが眉まゆ根ねを寄せたまま、アブウに目を向けた。

「……アブウ。ランプの精霊とは、物語に出てくるように本当に人間に富を与あたえられるのか？」

「はいー。精霊は人間が使う物に宿るのですぅ。それを手に入れた人間に仕えるのが我々精霊ですぅ。ルーレルぐらい格の高い精霊になると、人間にもたらす富は莫ばく大だいかとー」

　ひくひくと頰ほおを引きつらせたクアイに、ジャリスは思わず首を傾かしげる。

「ど、どうしたの？　クアイ皇子」

「実は、マイダラに、俺の……その、知りあいが住んでいるんだが、そいつは働く訳でも親から仕送りを貰もらう訳でもないのに、豪ごう華かな宮きゆう殿でんに住んで贅ぜい沢たくの限りをつくしている。財産があるわけでもないのに、どこにそんな金があるのか判らない。常々不思議に思っていたんだ。まるでそう、魔法でも使えるのではないかと……」

　口元に手を当て目を伏ふせたクアイに、ジャリスは、はっとして声を上げる。

「もしかして……ランプの精霊が？」

　クアイが冴さえない表情のまま頷いた。ジャリスは大きく息を吸い、コダート達に目を向ける。

「行ってみましょう！　マイダラへ」

　さっと顔色を変えたクアイが、慌ててジャリスに近寄り、ぶんぶんと首を振ふる。

「だ、駄だ目めだ！　あいつは危険な男だ。君を行かせる訳にはいかない」

「でもルーレルを捜さがさないといけないの。その人がもし関係ないとしても、マイダラに何か手がかりがあると思うわ。ねぇ、クアイ皇子。マイダラに住むお知り合いはどんな人なの？」

　クアイがすっと顔を背そむける。そのまま部屋中に響くほどの大声を上げた。

「ヤ、ヤフティという男だ。だが、あいつはとんでもなく危険だ。特に君は危ない。絶対に行っては駄目だ！」

　珍しく慌てふためいたようなクアイの声に、ジャリス達は目を見張ったのだった。
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　海に沈しずむ夕日が、家路に急ぐ人々を照らしていた。夕食時なのだろう。港の近くに建ち並ぶ家々から、ぷーんと食欲をそそるいい匂においが漂ってくる。甲かん板ぱんから港を眺ながめていたジャリスは、思わず鳴ったお腹なかをぽんぽんと叩たたきながらなだめて、考え事に集中しようとした。

（やっぱりマイダラに行く必要があるわ。でも、どうしてクアイ皇子は止めるのかしら……？）

「ジャリス、出発はどうしますか？」

　背後から声をかけたのはシャルマだ。ジャリスはゆっくりと振り向く。

「明日の午前中に出発の用意をして、午後からマイダラに向かいましょう。クアイ皇子には止められたけど、やっぱり行かない訳にはいかないわ。シャルマ、悪いけど同盟支部に行って、マイダラへ移動する許可を……」

「許可はいりませんよ。もうこの国の旗を手に入れていますので。今朝挨あい拶さつに行った時も、滞たい在ざい許可はいらないと言われました」

　ジャリスは、はっとして帆ほ柱ばしらを見上げる。先せん端たんには、海かい賊ぞく同盟の旗が翻ひるがえっていた。太陽を象かたどった八角形の中には、タバラン国の鷹たかの紋もん章しようも縫ぬい込まれている。

「あっ、そうだったわね。旗があれば、この国のどんな場所でも出入り自由だもの。よかった、これで捜そう査さがやりやすくなるわ」

「旗って何？」

　聞いたのは、甲板の隅すみであぐらをかいていたリンドだ。ジャリスは思わず目を見開く。

「な、何って……旗の事知らないの？」

「知らねぇ。何それ？」

　首を傾げてあっさりと言い返したリンドに、ジャリスは驚おどろきつつも口を開いた。

「え、えっと……海賊同盟は知ってるわよね。わたしは海賊同盟の見習いで、正式な〝海賊〟になるために旅をしているの。各国を回って国王スルタンの出す試練を成功させて、旗を手に入れないといけないのよ。この国には前に来た事があって、鷹の紋章入りの旗を貰ったの」

　ジャリスが帆柱の旗を指さした。同盟の旗には、今まで手に入れた各国の紋章入りの旗が五枚縫いつけてある。後三枚手に入れられれば、晴れて正式な〝海賊〟として認められるのだ。

「へぇぇ、そんな面めん倒どうな事しないといけないのか。そういえば、旗がどうのこうのって聞いた事あるけど、その事だったんだな。興味ないから聞き流してた」

　どうやら、リンドは本当に知らなかったようだ。シャルマが片かた眼鏡めがねを押し上げた。

「リンド、あなたもバルク号の乗組員なんです。船長のジャリスの目的は、我々乗組員全員の目的。協力して試練を成し遂とげるのも、私達の務めです」

「はいはい。ちゃんと判わかってますよー。もう覚えたからだいじょうぶー」

　本当に理解したのか疑わしいリンドの間延びした声に、シャルマのこめかみがぴくんと動く。ジャリスは慌あわてて声を上げた。

「リ、リンドもまだこの船に乗って日が浅いもの。今から覚えていけばいいのよ。ねっ？」

　ジャリスの取りなしが利きいたのか、シャルマはそれ以上何も言わなかった。リンドが肩かたを竦すくめて、船室へと入っていく。リンドの姿が見えなくなってから、シャルマはそっと口を開いた。「ジャリス、本当に彼は大だい丈じよう夫ぶなんですか？　あまり信用するのはどうかと思います。あなただって一度裏切られてるでしょう？」

　ジャリスは思わず唇くちびるを嚙かんだ。ネイレス国でせっかく集めた指輪を、リンドに奪うばわれてしまった。そのせいで、オシリスは蘇よみがえったのだ。

「でもリンドがわたしから指輪を奪ったのは、カッサラを救う為ためだったの。リンドは裏切らないわ。約束してくれたもの。まだわたし達の事情もちゃんと説明していなかったし、彼だって知らない船に乗って戸と惑まどう事も多いと思うの。まずはわたし達がリンドの事を信じましょうよ」

　青い瞳ひとみで見上げると、シャルマがふうっとため息をついた。

「……乗組員は甘やかさない。それも船長の務めですよ」

　ジャリスはゆっくりと頷うなずいた。ぴゅぅっと吹ふいた夕暮れ時の潮風が、冷たく感じられた。
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「これで必要な物は揃そろったかな」

　コダートは、手に持った荷物を確かめながら呟いた。ジャリスとリクと一いつ緒しよに、マイダラまでの旅に必要な物を買いに来ていた。道の両りよう端たんに、屋根の代わりに布を張った、簡素な店がずらりと並び、頭上には色とりどりの垂れ幕がかかっている。

　ジャリスがシャルマに渡わたされた紙に目をやり、忘れた物がないか確かく認にんしている。エオージュ最大のバザー市場という事もあり、たくさんの人が買い物に訪おとずれていた。すぐそこの店に行くにも一苦労だ。目立たぬよう頭覆おおいとベールを身につけたジャリスが小さく息をつく。

「食料はこれだけあれば大丈夫だと思う。……でも、凄すごい人ね。歩くだけで疲つかれちゃう」

　人ひと混ごみに押されつつ、ジャリスが両手に持った荷物を重そうに抱かかえなおした。コダートはふとある事を思いついて、無言のままジャリスが持つ荷物を手に取る。

「えっ、ちょっとコダート、どうしたの？」

　目を瞬またたかせたジャリスに、コダートはふっと微笑ほほえむ。

「疲れたんだろう？　持ってやる」

　なるべく優やさしい声こわ色いろを出す。ジャリスが喜んでくれるように。だが、コダートの意に反して、ジャリスが眉根を寄せた。

「どうしたの？　コダート。そんなに優しいなんて、何か気持ち悪い」

（き、気持ち悪いって……人がせっかく……）

　思わず顔を引きつらせたコダートを見て、ジャリスがはっとしたように慌てて口を開く。

「ご、ごめんなさい。あの……どうもありがとう」

　ジャリスがぎこちなく頭を下げる。コダートは何とか笑えみを浮うかべた。ここで口を開いたら、絶対にいつもの憎にくまれ口が出てしまう。それが原因でいつもケンカになるのはよく判っていた。

　サウルナ国でシャイ悪ターン魔達に捕とらえられていた間、コダートはずっとジャリスの事を考え続けていた。それが恋こい心ごころなのだと自覚はしたものの、伝えるのは難しい。ジャリスの父であるマラファムから、彼女が恋れん愛あいにうつつを抜ぬかすようなら、たとえ旗を集めても〝海賊〟としては認められないと脅おどしも受けている。ジャリスの夢を邪じや魔ましたくなかった。コダートとしては、ジャリスの心を摑つかむ為、まずは優しく接してみようと思ったのだ。

　コダートはジャリス達の先頭に立って、歩きやすいよう人混みをかき分けた。訝いぶかしそうな表情を浮かべたジャリスが、首を傾かしげつつ後に続く。

（こ、これじゃ駄目なのか？　優しくしてるつもりだぞっ。シャルマがいつもこうやって歩きやすいようにすると、ジャリスは嬉うれしそうな顔するのに、どうして俺だと変な顔するんだ？）

　コダートは顔には笑みを浮かべつつ、ぐるぐると色んな考えを巡めぐらせる。背中から、ジャリスの不ふ審しんそうな視線を痛いほど感じていた。

「ねえねえねえ、ジャリス。あれうまそうだよっ」

　一番後ろを歩いていたリクが、目をきらきらさせて巨きよ大だいな肉の串くし刺ざしが売っている店を指さした。振り向くと、漂ただよってきた香こうばしい匂いに気付いたのか、ジャリスの顔が綻ほころんでいる。

「わぁ、美味おいしそう……。あ、でも駄目よ。一応お金は余分に持ってきてるけど、買い食いなんてしたらシャルマに怒おこられるわ」

　リクが不満そうに唇を尖とがらせる。諦あきらめきれないように、店にある肉に目をやった。

「……ううっ。ごまかせないかなぁ」

「無理よ。シャルマはお金には厳しいもの。絶対ばれちゃうわ。そしたらお説教よ」

　リクとジャリスがため息をついた。コダートは、はっとして懐ふところに手をやる。

「食ってこいよ。ほら」

　金貨を一枚取り出したコダートに、ジャリスが目を瞬かせた。金貨一枚でバルク号の食費三日分だ。そんな大金を持っていた事に驚いたようだった。

「ど、どうしたの？　この金貨」

「ああ、実はカトゥーナ国に行った時、硝子ガラス細工をいくつか仕入れたんだ。傷があるせいで、ただ同然の品をな。知り合いがカトゥーナ国で職人をしていて、そいつに加工を頼たのんだ。傷きず跡あとに宝石を埋うめ込んで売り物になるようにしてくれってな。知ってるか？　カトゥーナ国製だといえば、普ふ通つうの硝子細工の五倍の値がつく。ネイレス国で売ったらいい儲もうけになった」

　コダートはマハル王国で商人をしていた頃ころから、目利きには自信があった。事実コダートが選えりすぐった傷物の硝子細工は、すべて見み違ちがえる程ほどに変身した。加工しやすい商品を選んでくれて助かったと、職人に感謝までされたのだ。話を聞いたジャリスが目を丸くする。

「で、でも宝石代とか加工代はかかったんでしょ？」

「いいや、宝石はマハル王国を出る時、形が悪くて売り物にならないような物を、いくつか持ってきてた。それに加工代はいらないと職人に言われたよ。商売をしていた時に、色々と面倒を見てもらったからお礼だって。……なぁ、俺は思うんだが、〝海賊〟の見習いは、旅の費用は自前だろう。もう少し金を稼かせぐ手段を考えるべきだ。折角旅をするんだから、商品を扱あつかったらどうかとずっと思ってた。俺に任せればいくらでも稼いでやる」

　自信たっぷりのコダートに、ジャリスが目を輝かがやかせる。尊敬でもするかのように見つめられ、コダートは顔では余よ裕ゆうの笑みを浮かべつつ、心の中で拳こぶしを握にぎった。

（よしっ、これだ！　まずはジャリスに必要だと思われないとな）

「もしそうできたら凄く助かるわ。同盟から依い頼らいされる仕事で、少しはお金ももらえるけど、生活費で消えちゃうもの。船の修理で蓄たくわえは全部使い切っちゃったし……」

「ああ、俺は商品を見分ける目もあるし、各国の商人達にも顔がきく。元手さえあれば、いくらでも増やせる。お前の旅の手助けになるなら、頑がん張ばるさ」

　いつになくやる気をみせたコダートに、ジャリスが顔を綻ばせた。明るい笑顔は見ているだけで幸せな気持ちになれる。ずっとこうやって笑っていて欲しかった。

（今は俺の気持ちに気付かなくてもいいさ。この笑顔を守る為なら、俺は何だってする）

　心の中で決意したコダートに、ジャリスが微笑みつつも、少しだけ首を傾げていた。
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　ジャリスはリクと一緒に、香ばしい匂においが漂う店へと向かっていた。荷物の見張りをしているコダートから少し離はなれた所で、るんるんと浮かれているリクに話しかける。

「ねぇ、リク。コダートって最近変じゃない？」

　コダートの様子がおかしいと感じたのは、今日が初めてではない。考えてみると、サウルナ国を出てからだったように思う。まずいつもの憎まれ口が出ないし、見たこともない程優しい表情でジャリスに微笑みかける。極きわめつけはいつもはまずいと連呼する（そんなはずはないのだが）ジャリスの手料理をぺろりと平らげるようになった。しかも青い顔をしながら〝うまい〟と言うのだ。

「そうかなぁ？　コダートはいつもあんな感じだよ。優しくて気前いいんだ。実はさ、一緒に買い物来ると、いつも何か食べさせてくれるんだ。シャルマには内ない緒しよだぞって」

　無む邪じや気きなリクの笑顔に、ジャリスは思わず口を尖らせた。

「ええーっ、何度もコダートと来てるけどそんな事なかったわ。いつも憎まれ口ばっかりで」

「変だなー。コダートは凄くいい奴やつだぜ……あ、ジャリス、ついたよ。早く食べよう」

　店先についたリクが、肉のかたまりに目をやった。

「……あれ、なぁ、お前リクじゃねぇ？」

　店番をしていた若い男が、驚おどろいたように声を上げる。突とつ然ぜん名前を呼ばれて目を丸くしたリクが、すぐに嬉しそうに満面に笑みを浮かべた。

「あーっ、サンジャ。サンジャだーっ」

　リクが飛び上がって男に抱だきついた。ジャリスにも聞き覚えのある名前だ。黒い刈かり込んだ髪かみ。垂れた目をした優しげな顔立ちも見覚えがある。ジャリスはベールの下で、顔を綻ばせた。

「わぁ、久しぶりだなーっ、リク。二年ぶりだよな。お前大きくなったな。前はぎすぎすやせててちっこかったのに」

「サンジャこそ、背が高くなったなーっ」

「お前、プス船長と一いつ緒しよに旅してるんだろ？　ジャリスもいるのか？」

　勢い込んで聞いたサンジャに、ジャリスはそっと頭覆いをずらして、金色の髪を見せた。

「いるわよ、ここに。久しぶりね、サンジャ。元気そうでよかった」

「ああーっ、ジャリスッ。本物？　本物だよね。久しぶりです！」

　サンジャの喜ぶ顔を見たジャリスは、二年前の事件を思いだしていた──────────
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「待てよっ、そいつを連れていくな！　俺が代わりに行くから！」

　ぼろぼろの衣服を着たサンジャが、暗い道みち端ばたで叫さけんだ。雨期に入ったばかりのタバラン国では、毎日冷たい雨が降っていた。月さえも雲に隠かくれて、今は見えない。濡ぬれそぼったサンジャの隣となりで、ジャリスは目の前に佇たたずむ冷たい美び貌ぼうの若い男に目をむける。肩かたまでの茶色の髪に、切れ長の瞳ひとみ。奴ど隷れい商人らしき彼の傍かたわらには、泣き顔の青年がいる。名前はミャンファだ。奴隷である彼らには元々名前がなく、番号で呼ばれていた。ジャリスは彼ら一人一人に名前をつけた。まずは人としての尊厳を持って欲しかったからだ。ミャンファがジャリスに向かって、助けを求めるように手を伸のばす。ジャリスは耐たえきれずに口を開いた。

「鉱山なんかに誰だれも連れて行かせないわっ。あなた達奴隷商人のせいで、どれだけの人が傷ついていると思っているのっ。みんなを返して！」

　だが、男は表情一つ変えず、ジャリスを見み据すえた。

「……よそ者が口を挟はさむ事ではありません。あなたは海かい賊ぞく同盟の見習いだそうですね。ですが見習いでは何もできないでしょう？」

　男の声には抑よく揚ようがなかった。まるで人形のようだ。整いすぎている顔が更さらにそう思わせた。

「さっさと試練とやらを受けて、この国を出ていって下さい。あなたのせいで奴隷達が変な夢を見るようになる。もしかしたら、自由になれるかもしれないなんて、絶対にあり得ない夢を」

　男の口元が少しだけ上がった。自じ嘲ちようしたような笑えみだった。

「わたしはみんなと約束したの。絶対に彼らを自由にしてみせるわ！」

　ジャリスが決意を込めた青い瞳を向けると、男はゆっくりと首を振ふった。

「……あなたみたいな少女が、どうやって？」

　静かに聞き返され、ジャリスはぐっと言葉に詰つまる。

「ごらんなさい。できもしないことを言って、奴隷達に無む駄だな希望を持たせるものじゃない。その方が彼らにとっては辛つらいんです」

　ジャリスは唇くちびるを嚙かんだ。男は小さくため息をつくと、ミャンファを促うながした。ジャリスは男の背中を睨にらみつけ、鋭するどい声を上げる。

「待ちなさいっ。あなたどこの奴隷商人なの？　名前は？」

　絶対に男を許せなかった。何もできないのは判わかっているが、せめて男の名前だけでも知っておきたかった。男はそっと振り向くと、少しだけ苦く笑しようした。

「……十六番です。名前はありません」

　それが後に一緒に旅をする事になるシャルマとの、初めての出会いだった────────
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「……ジャリス、この国にはどうして来たんだ？」

　がやがやと騒さわがしいバザーの一角で、ジャリスはサンジャの声にはっとして顔を上げた。嬉うれしそうなサンジャの顔は、二年前とはまったく違ちがう。やせて顔色が悪かった青年は、二年の間にすっかり血色もよくなり、大人の男へと変わっていた。ジャリスは慌あわてて笑みを浮うかべる。

「ちょっと用事があって来たの。それより……」

「ジャリス、どうした？　何かあったのか」

　背後から声をかけたのは、人ひと混ごみをかき分けつつ近付いてきたコダートだ。

「知りあいに会ったの。サンジャよ。サンジャ、こっちはコダート。乗組員なの」

　隣に立ったコダートに紹しよう介かいすると、サンジャが目を輝かせた。

「初めまして！　サンジャです。ジャリスにはすっごくお世話になったんです」

「サンジャは、俺と一緒に鉱山で働いてたんだ。なっ、サンジャ」

　リクがサンジャの腹を軽く叩たたく真似まねをした。サンジャがわざとらしく顔を顰しかめる。だがすぐにお互たがい楽しそうに笑いあった。二人の様子を見ていたコダートが、ほんの少し声を落とす。

「鉱山って……もしかして」

　タバラン国はリクとシャルマの故郷だ。コダートは、二人が乗組員になった経けい緯いを知っているのだろう。ジャリスは小さく頷うなずいた。

「ええ、二年前のタバラン国での事件は知っているでしょう。あの時の……」

　だが聞こえていたのか、サンジャが苦笑しながらこちらを向く。

「ちゃんと話してくれていいですよ。俺、二年前まで鉱山で働いていた奴隷だったんです。ジャリスが助けてくれたおかげで、こうして普ふ通つうに働けるようになったんです」

　二年前に起こった奴隷解放事件はシンリクット船長の孫、プス船長の名を大陸中に知らしめた。世間に知られている話では、プス船長ことジャリスは、虐しいたげられていた奴隷達を身分制度から解放し、タバラン国をアラバーナ大陸の中で唯ゆい一いつ奴隷がいない国にしたと言われていた。

「ジャリスが俺達の事を知って、クアイ皇子に直じか談だん判ぱんしてくれたんだよな。その時鉱山を管理していた大臣がすっごく悪い奴でさ。俺達なんか虫けら扱いされてたから……」

　リクが何か思いだしたように、すっと目を伏ふせた。サンジャが小さく頷く。

「そう、でも俺達、それが普通だと思ってた。奴隷なんだからこき使われるのは当たり前って。でもジャリスはおかしいって言ってくれた。同じ人間なのに、同じだけ働いて賃金を貰もらえないなんておかしいって。そう言われて初めて気付いたんだ。……俺達が自由になれたのは、ジャリスのおかげだ」

　再び笑みを浮かべたサンジャに、ジャリスはゆっくりと首を振った。

「わたしは何もしていないわ。ただクアイ皇子に嘆たん願がんしただけ。あなた達が自由になれたのは、クアイ皇子の英断のおかげよ。……ああ、あのころのクアイ皇子は凜り々りしかったのに」

　初めて会った時の、きりりとしたクアイの表情を思い出そうとしたが、どうやっても今のにやけた顔しか浮かばない。ジャリスが額に手を当てると、サンジャが目を丸くする。

「クアイ皇子は今だって素す晴ばらしいよ。俺達に、仕事と住むところを用意してくれたんだ。最初は奴隷だったからって、賃金とかもまともに貰えなかったりしたけど、そういう雇やとい主は、処しよ罰ばつするって決めてくれた。そのおかげでみんなちゃんと暮らせるようになったんだ」

　にこにこと話すサンジャに、ジャリスは微笑ほほえんだ。

「ええ、クアイ皇子のおかげだわ。彼が国王スルタンになれば、この国はもっと良くなる。みんなが安心して暮らせるような国に。アラバーナ大陸全部の国がそんな風になればいいのに……」

　それがどれだけ難しいか判っている。だが心からの願いだった。世間がどう言おうと、ジャリスにとって二年前の事件は、自分の無力さを嫌いやというほど思い知らされた出来事だ。もっとできる事はあったはずなのにと、今でも夢に見る。その悔くやしさを繰くり返したくはなかった。

「どうかしたのか？」

　唇を嚙みしめたジャリスに、サンジャが首を傾かしげる。ジャリスは慌てて顔を上げた。

「……ううん、何でもないの。あなたが元気そうで良かった。他ほかのみんなはどうしてるの？」

「元気だよ。そうだ、みんなにも会ってやって。俺達クアイ皇子が用意してくれた国営の宿舎に住んでるんだ。半分くらい独立して出ていったけど、まだ残ってる奴やつもいるし。みんな喜ぶよ」

　みんなの顔を見たいのは山々だったが、ジャリスは小さく首を振った。

「ごめんなさい。ちょっと急いで行かないといけない所があるの」

「何かまた事件なのか？　俺達手伝うよ。何でも言ってくれ」

　サンジャが胸を叩く。ジャリスはその気持ちが嬉しくて、顔を綻ほころばせた。

「ありがとう。でもちょっと遠出しないといけないの。マイダラに用事があってね」

「マイダラ？　ああ、あそこなら、ミャンファがいるよ。覚えてるだろ。あいつ、すごい出世してさ。マイダラで店を持ってるんだ。何かあったら行くといいよ」

　泣きながらジャリスに助けを求めた、ミャンファの顔が頭に浮かんだ。鉱山に連れて行かれたら、生きては戻もどれないと言われていた。だが無事に暮らしていることを聞いて、ジャリスはほっとする。心の中がじんわりと温かくなった。

「ミャンファは元気でいるのね。本当によかった。マイダラに行ったら会いに行ってみるわ。……それとサンジャ、用事がすんだらあなた達の所を訪たずねてもいいかしら。シャルマも一緒に」

　ジャリスの言葉に、今までにこにこしていたサンジャが、急に顔色を変えた。

「シャルマ……まだあいつと一緒にいるのか？　あいつは奴隷商人の手下だよ。頭がいいからって、商人達に気に入られていい思いしてた。あいつ最低だ。あんな奴と旅しちゃ駄だ目めだっ」

　怒いかりで顔を染めたサンジャに、ジャリスが首を振った。

「シャルマだって事情があったのよ。それに今はわたしの船の乗組員よ。彼はもう昔の彼じゃない。今のシャルマと話せば、きっとあなた達にもそれが……」

「そんなはずないよっ。だってあいつ、ジャリスを殴なぐったんだよっ」

　隣となりにいたコダートが目を見張った。信じられないように、ジャリスを見つめる。

「……あれはお芝しば居いだったの。大臣の横領の証しよう拠こを摑つかむ為ために、わざとわたしと仲が悪い振りをしたのよ。殴る振りだけだから、全然痛くなかったのよ。みんな彼の事を誤解してる。わたしも最初はそうだった。でも冷たく見えるだけで、本当はとても優やさしいの」

　微笑んだが、サンジャは不満げに口をぎゅっと引き結び、視線をそらす。ジャリスは、サンジャの肩かたに手を置いた。

「用事がすんだら、みんなに会いに行くわ。乗組員全員連れてね。歓かん迎げいしてくれる？」

　やっと顔を上げたサンジャだったが、頷く事はしなかった。がやがやと騒がしい周りの声が、やけにジャリスの耳について離はなれなかった。
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　バルク号に戻ったジャリスを桟さん橋ばしで出で迎むかえたのは、いつになく冷たい空気を漂ただよわせたシャルマだった。本当ならもう出発するはずの時間だ。ジャリスは慌てて頭を下げる。

「お、遅おそくなってごめんなさい。えっと……寄り道してたわけじゃないのよ。ただ……」

　もごもごと謝ると、シャルマが眉まゆをつり上げた。

「非常に迷めい惑わくなお客さまがいらしてます」

　憮ぶ然ぜんとした声にジャリスは首を傾げる。どうやら遅くなった事を叱しかるつもりではないらしい。

「お前は一体何者だ。どうしてバルク号に乗っているんだ！」

　甲かん板ぱんから聞こえた怒ど鳴なり声に、ジャリスは思わず額に手を当てる。慌てて梯子はしごを登り甲板に立つと、あぐらをかいたリンドの前で、クアイが仁に王おう立ちしていた。

「俺の知らない間に乗組員が増えるとはどういう事だっ。そんな話は聞いていないぞ！　ああ、何てことだ。ジャリスの事で俺の知らない事があるなどと……」

　地じ団だん駄だを踏ふむクアイに、ジャリスは乾かわいた笑えみを浮かべた。

「うるせぇな。何なんだよ。こいつ」

　リンドのうんざりとした声に、ジャリスはため息つきつつクアイに近寄る。

「ク、クアイ皇子。一体、どうしたんですか？」

　クアイがはっとして姿勢を正した。こちらを向いた顔には、満面に笑みが浮かんでいる。

「やあ、ジャリス。お帰り、どこへ行ってたんだ？　君に会いたくて……」

「用件は短くはっきりとお願いします」

　ジャリスがきっぱり言うと、クアイは肩を竦すくめ小さく息をついた。

「……君はどうしても、マイダラに行くつもりなのか？」

　その話は昨日王宮で散々していた。止めるクアイを何とか振ふり切って帰ってきたのだ。

「ええ、わたし達は、タバラン国の旗を国王スルタンから頂いてます。これがある限り、この国のどんな所も出入りは自由。たとえクアイ皇子だろうと、止める事はできません」

　クアイにあいまいな事を言うと、すぐに揚あげ足を取られる。ジャリスは一分の隙すきもみせないよう、言葉を選んで話した。

「判わかっている。君を止める事は俺にはできない。それで俺も考えたんだが、俺がマイダラへの道案内をしよう。バルク号に乗せてくれ。一いつ緒しよに……」

「海図があるので、道案内は結構です」

　不ふ機き嫌げんな様子を隠かくさず、シャルマがクアイを見み据すえた。クアイはぎろっとシャルマを睨にらみつけたが、すぐにジャリスに視線を戻すと、こほんと咳せき払ばらいした。

「俺が一緒の方が、ヤ、ヤフティに会いやすいと思うぞ」

「でしたらご自分の船でどうぞ。バルク号に乗る必要はないでしょう」

　シャルマの尤もつともな言葉に、クアイが頰ほおを引きつらせた。

「色々と事情があるのだ！」

　叫さけんだクアイの背後で、気配を消して佇たたずんでいたガーイムが口を開く。

「実は陛下から、妻を娶めとるまでは旅に出る事を禁じられていまして、船が使えないのです」

「ガーイムッ。余計な事を言うな！」

　慌あわててクアイが叫んだが、もう遅かった。シャルマがすっと口角を上げる。

「それはそれは……。大変ですね、クアイ皇子。でしたらさっさと王宮に帰って、ご結けつ婚こんされてはいかがですか。もちろんジャリス以外の女性と。その時は乗組員一同祝いに駆かけつけます」

　にっこり笑ったシャルマを、クアイが再び睨んだ。

「花はな嫁よめはジャリスだ。それに、国を出ることは禁じられているが、国内の行き来は自由だ。マイダラまで行くのは、命令違い反はんではない」

　クアイはジャリスに向き直り、自信ありげな表情で微笑んだ。

「俺は君の役に立ちたいんだ。ヤ、ヤフティは、一ひと筋すじ縄なわではいかない。俺が一緒の方がいい」

　ジャリスは思わず首を傾げた。どこかクアイの様子がおかしいと感じたのだ。だが、それが何か判る前に、クアイが笑みを浮かべたままぽんっと手を叩たたく。

「よし、ではこうしよう。俺をこの船でマイダラまで連れていってくれ。もちろん運賃は払はらう」

　クアイが指を鳴らすと、控ひかえていたガーイムが腰こしに下げていた両手ほどの布袋を取り出した。紐ひもを解いて中をみせると、たくさんの金貨が入っている。シャルマが冷たくクアイを見据えた。

「クアイ皇子。何でもお金で解決できると思っているのですか？」

「そうじゃない。だが、君達だって金はいるだろう。俺はマイダラに行きたい。二つの目的を総合した結果だ。どうだ？　ジャリス」

　ジャリスは金貨を見つめてしばらく考え込んでいたが、やがて顔を上げる。

「……本当に、国王スルタンの命に逆らうことにはならないのですね？」

　大きく頷うなずいたクアイを見上げ、ジャリスは意を決した。

「判りました。マイダラまでお送りします」

　クアイが今にも飛び上がらんばかりの勢いで、ジャリスの両手をしっかりと握にぎりしめる。

「ありがとう、ジャリス！　感謝するよ。バルク号に一度、堂々と乗ってみたかったんだ」

（堂々とって……どういう意味？　まるでこそこそとなら乗ったことあるみたいじゃない）

　浮うかれているクアイに、ジャリスが不ふ審しんの目を向けていると、シャルマが足早に近寄った。

「ジャリス、彼を乗せるのは……」

　ジャリスは背せ伸のびして、シャルマにこっそりと囁ささやきかける。

「でも、乗組員達に払う給料が滞とどこおっているわ。みんな頑がん張ばってくれてるもの。せめてお金くらいちゃんとしたいの。それにコダートが、元手があれば商売ができるって言ってたわ。あれだけあれば足りるでしょ。わたしは船長だもの。乗組員達の生活を保障するのも船長の役目だわ」

　それでも難色を示したシャルマに、ジャリスは腰に手を当てて声をあげる。

「クアイ皇子を乗せていくわ。まずはランプの精霊ジヤーンを捜さがすこと。それが第一の目的よ。クアイ皇子がヤフティという男と知りあいなら、話も早いわ。これは船長命令よ」

　ジャリスの宣言に、乗組員一同は渋しぶ々しぶと頷いたのだった。
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　マイダラまでは船で三日程ほどだという。追い風も手伝い、バルク号は順調に航海を続けていた。ジャリスが食堂で海図を見ていると、いつのまにか隣となりにクアイが立っていた。いつも一緒にいたガーイムは、王宮との連れん絡らく役に、エオージュで待機していた。一人で船に乗り込んだクアイは、どこからどうみても上じよう機き嫌げんで、にこにことジャリスに話しかける。

「ジャリス、お茶はどうだ？」

　クアイが手に持っている茶器は、台所にあったはずだ。ジャリスは思わず眉まゆ根ねを寄せる。

「……クアイ皇子。どうして茶器のある場所なんて知ってるの？」

　不思議に思う事はまだある。バルク号に乗るのは初めてのはずなのに、クアイはやたらと船の内部に詳くわしい。どうしてなのかと考えようとしたが、真実を知るのは恐おそろしい気がした。

「君の事なら、何でも知っているさ」

　ほくそ笑むクアイに、ジャリスは頰を引きつらせた。

「ジャリス、今日はもう休んでください」

　シャルマがジャリスに声をかけると、隣にいたクアイに目をむけ、にっこりと笑う。

「クアイ皇子には船室をご用意しています。船長室から一番遠い部屋をね」

「お前、失礼だぞ！　俺がジャリスを襲おそうとでも思っているのか」

「ご自分の胸に手を当てて、今までの行動をようく思いだしてください。信用できる相手なら、私もこんな事はしません。リク、クアイ皇子をお部屋に案内して」

　シャルマが背後にいたリクに声をかけると、クアイがかっと目を剝むいた。

「貴様ーっ、どこまで俺の邪じや魔まをするんだ！」

「あなたがジャリスの前に、二度と現れなくなるまでです。ああ、あなたが他ほかの女性と結婚されるまででもいいですが」

　微笑ほほえんだシャルマに、クアイが怒いかりで顔を染めた。

「そこまでっ。クアイ皇子、もう遅いから休んでください。シャルマもよ、マイダラについたら何があるか判らないんだから、休める時に休んでちょうだい」

　ジャリスの鶴つるの一声に、睨み合っていたシャルマとクアイが渋々と頷く。だが船室へと向かうクアイが、にやりと笑みを浮かべた事に、ジャリスは気付かなかった。
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「どこにいくの？」

　クアイが船室の扉とびらを開けると、満面に笑みを浮かべたリクが立っていた。クアイは思わず顔を引きつらせる。夜が更ふけるのを待って、ジャリスの許もとに忍しのんでいこうとした矢先だった。

「あ、ああ、喉のどが渇かわいたので……」

　リクがさっと水の入った器うつわを取り出した。

「あ、いや……実は手洗いに」

「じゃあ案内するよ」

　船長室とは反対側に向かおうとするリクに、クアイは慌てて声をかけた。

「あ、いや……その、お前はここで何をやってるんだ？」

　足を止めて振ふり返ったリクが、少しだけ恥はずかしそうに、クアイを見上げた。

「シャルマにここで見張りしろっていわれたんだ。皇子様に何かあったら大変だって。……あのね、実は俺、ずっとお礼が言いたかったんだ。俺は二年前まで鉱山で働いてた奴ど隷れいだった。あなたのおかげで、自由になって旅ができるようになった。今日久しぶりに友達に会ったんだ。みんなもあなたに感謝してるって。代表でお礼を言わせて。どうもありがとう！」

　深々と頭を下げたリクに、クアイは面めん食くらって目を瞬またたかせた。

「いや……この国を治める者として、当然の事をしたまでだ」

　クアイがこほんと咳払いしつつ答えると、リクが嬉うれしそうな表情で胸を叩いた。

「用事があるなら何でも言って。シャルマから不自由のないようお世話しろって言われてるし」

　クアイは、当初の目的を思いだしてはっとする。ゆっくりと口元をつり上げた。

「ではジャリスの所へ案内を頼たのむ。彼女におやすみの挨あい拶さつを……」

「〝夜よ這ばい〟に行くの？」

　とんでもない言葉がリクの口から飛び出して、クアイは思わず目を見張る。

「お、お前、子供のくせに何を……」

　慌てふためいたクアイに、リクが目をきらきらとさせながら首を傾かしげた。

「だってシャルマが、きっとクアイ皇子はジャリスの所に〝夜這い〟に行くって。ねえ、夜這いって何？　シャルマがクアイ皇子に聞けって言ってたよ！」

　ねえねえねえと無む邪じや気きに聞かれて、さすがのクアイも赤面する。

「も、もういい。お前は休め。今日は俺も寝ねる！」

　クアイは慌てて扉を閉め、大きく息をついた。頭にはシャルマのほくそ笑えんだ顔が浮かぶ。

「おのれ、シャルマ！　絶対にわざとだなっ」

　尊敬する眼まな差ざしのリクに、夜這いの意味なんて教えられるはずがない。何も知らない子供ほど質たちが悪いと、クアイは初めて知ったのだった。
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「遅おそいわね。クアイ皇子……」

　朝日が昇のぼる甲かん板ぱんで、ジャリスはため息をつきながら呟つぶやく。マイダラに到とう着ちやくして丸一日が経たっていた。マイダラはタバラン国の北にある。以前は鉱山があったらしいが、今は閉へい鎖さされ、閑かん散さんとしていると聞いていた。だが早朝だというのに、港に並んだ何隻せきもの商船からは、荷を降ろす商人達の姿が目に付いた。

　朝のひんやりとした潮風に吹ふかれながら、ジャリスは持っていた手紙に再び目を通す。

〝ヤフティの所に行ってくる。必ずルーレルの情報を手に入れてくるから、君は絶対絶対絶対に、船から出るな！〟

　クアイからの置き手紙を見付けたのは、入港してすぐだ。すぐに捜しに行こうとしたが、まずは様子を見た方がいいというシャルマの意見に従った。だが一晩経ってもクアイは戻もどらない。

「捜しに行くか？」

　背後からコダートに聞かれ、ジャリスは振り向く。乗組員達は全員甲板に集まっていた。

「ええ、クアイ皇子から聞いた話だと、ヤフティの住む宮きゆう殿でんまではそんなに距きよ離りはないはず。なのにこんなに時間がかかるなんておかしいわ。もしかして、何かあったのかもしれない」

　クアイはタバラン国の皇子だ。何かあれば、ジャリス達の責任だけではすまない。

「コダート、一いつ緒しよに来て。それからリンド、行きましょ」

　ジャリスに名指しされ、腕うで組ぐみしたリンドが、軽く目を見開いて肩かたを竦すくめた。

「いいぜ。皇子様捜しとルーレル捜しだな。俺に任せとけよ。なんたって俺様は魔ま力りよくをたどる事ができるんだ。俺の鼻はそうそうごまかせねぇぜ」

　にんまりしたリンドに、ジャリスは頷くと、準備をして町へと向かう。

　マイダラは小さな町だ。平屋の石造りの家々が並び、井い戸どの周りでは朝食の準備をする女性の姿が目に付いた。目立たぬよう頭覆おおいとベールを身につけたジャリスは、まず情報を集めようと、町の人に宮殿の事について話を聞いた。

「いやー、あの宮殿は素す晴ばらしいよ。うたかたの宮殿と言われていてね」

　町で店を開いていた男に聞くと、そんな答えが返ってくる。また違ちがう男に聞くと、

「あの宮殿は恐ろしい。勝手に入る事は不可能さ。あれは人間の持ち物じゃない。住んでるのはきっと魔物ジンなんだ。おそろしやおそろしや」

　という答えが返ってくる。一体どんな宮殿なのか想像もできず、ジャリスは首を傾げていた。

　だが、町の奥にある宮殿に到着してすぐ、その意味が判わかった。

「な、何っこれっ!?」

　ジャリスの目の前に広がっているのは、巨きよ大だいな湖だ。見み渡わたす限かぎりの水面は穏おだやかで、時折魚が跳はねたのか、ぴしゃんと音がする。湖の中央には、建てられたばかりのような丸まる天てん井じようの赤い宮殿がそびえていた。大きさは、エオージュにある王宮と変わりないほどだ。

「赤い宮殿なんて初めて見たわ」

「多分赤砂岩でできているんだろう。しかし目立つ宮殿だな。それにこの湖。一周するだけで、一日はかかるな。アラバーナ大陸一だという湖がムシャラワ国にあるが、それより大きいぞ」

　コダートがどこまでも続く湖を見つめ、驚おどろいたように声を上げる。同じように目を丸くしていたジャリスだが、すぐに気を取り直すと、コダートとリンドを促うながして湖の周りを歩き出した。しばらく行くと、わいわいと人が集まっているのに気付く。

「御ご用ようの方は並んでください。ただし皆みな様さまが入れるのは、庭までです」

　十人ほどの男達は、それぞれラクダに荷物を載のせていた。どうやら先さき程ほど港にいた商人達のようだ。その中心で声をあげたのは、鎖くさり帷子かたびらを身につけた女性だった。商人達が一いつ斉せいに静まる。

「勝手に入ろうとすれば、昨日のクアイ皇子の名を騙かたる不届き者のように捕とらえますよっ」

　手に剣けんを持った屈くつ強きような女性の声に、ジャリスは頰ほおを引きつらせた。

「い、今、クアイ皇子って言った？」

「……言ったな。どうりで帰ってこない訳だ」

　コダートの呟きに、ジャリスは思わず疑問を口にする。

「でもどうして捕らえられたりするの。本当の皇子様なのに。ここの主人のヤフティっていう人は、クアイ皇子と知りあいなんでしょ」

　二人で話していると、鎖帷子を着た女性がこちらに剣を向け、ぎろりと睨にらみつけた。

「観光客ですか？　許可を受けた商人しか宮殿には入れません。お帰り下さい。もしお帰りにならないのなら、力ずくになりますが」

「あ、帰ります。ごめんなさいっ」

　ここで騒さわぎを起こすのは得策ではない。ジャリスは慌あわててきびすを返し、その場を後にした。




「どういう事なの？　クアイ皇子が捕つかまるなんて」

　湖から離はなれ、周りに誰だれもいない事を確かく認にんしたジャリスが呟くと、コダートが肩を竦めた。

「さあな、ただ帰ってこない所をみると本当に捕まったんだろう。助けに……行くべきだよな」

　ジャリスがため息をついて頷うなずくと、リンドが湖の方角に目をやった。

「でもよ、宮殿に渡わたる橋は、どこにもないぜ」

　ジャリスは慌てて湖を見つめた。どう目を凝こらしても、ここからでは巨大な湖全体を見渡す事などできない。

「見えるの？　リンド」

「お前ら人間と違って、五感が発達してるんでね。ついでに言うと、湖には船も浮うかんでない」

「じゃあどうやって入るのよ」

　目を見張ったジャリスに、リンドが腕組みして眉まゆ根ねを寄せた。

「あの湖も宮殿も、魔力の臭においがぷんぷんするぜ。ありゃ人間が作ったもんじゃないな。入るのはそうそう簡単じゃないぞ」

「だが、何とかしないとな。そうだ、リンド。俺達をお前の魔ま法ほうで宮殿まで移動させてくれ」

　コダートの提案に、リンドがぴくんと眉まゆをつり上げた。

　リンドは魔法で人を移動させる事ができる。ジャリスも何度か経験していた。だがリンドは口を尖とがらせたまま、そっぽを向いた。

「今はちょっと無理。ラシッド達の所から逃にげた時に、魔力を使いすぎちまった。移動の魔法はできない事はないけど、失敗するかも。そうしたら、どこに飛んで行くかわからねぇぞ」

　ふてくされたような表情のリンドに、ジャリスは心配そうな視線を向ける。リンドはすぐにおどけたように肩を竦め、にんまりした。

「そんな目で見るなよ。身体からだはなんともないんだし、ちょっと魔力が弱ってるだけだ。……それより宮殿に入る方法を考えようぜ。あそこにルーレルがいるのはまず間ま違ちがいねぇ。皇子様だってあそこなんだろ？」

　リンドが指さした宮殿に目を向けたジャリスは、口元に手を当て考えこむ。

「……許可がある商人は入れるって言ってたわね。……あっ、そうだ！」

　ジャリスの頭に、エオージュで会ったサンジャの顔と言葉が浮かんだ。

「わたし、この町に知りあいがいるの。何か情報があるかもっ」

　見えてきた希望の光に、ジャリスは青い瞳ひとみを輝かがやかせて、早さつ速そく町へと向かった。




　町の中には、いくつかの店が建ち並んでいた。ジャリスはその中にある、魚と野菜を軒のき先さきに並べている店を訪おとずれる。女性客達の相手をしていた店主らしき青年が、にこやかに声をあげた。

「いらっしゃーい……あれ、ジャリス？」

　茶色い髪かみの青年が目を丸くする。ベールを取ったジャリスに気付いたようだ。

「久しぶり、ミャンファ。サンジャに聞いて来たの」

　ジャリスがにっこり微笑ほほえむと、ミャンファが慌てて駆かけ寄った。

「うわーっ、久しぶり。元気だった？　また会えるなんて嬉うれしいよ！」

「ええ、あなたも元気そうで良かった。こんなに立派な店を持ったのね」

　ジャリスは店の中を見回した。食料品が綺き麗れいに並べられ、客の入りも上々だ。使用人もいるらしく、ミャンファの代わりに客達の相手をしていた。ミャンファは、ジャリス達を店の奥にある部屋へと案内する。休きゆう憩けい所らしく、机と椅い子すが置いてあった。

　頭覆いをとったジャリスは、早速ミャンファにうたかたの宮殿について話を聞いた。

「ああ、うたかたの宮殿ね……。確かにあそこは、許可を受けた商人しか入れないよ」

　ミャンファが腕組みして答える。ジャリスは、ずっと疑問に思っていた事を聞いてみた。

「ねぇ、ミャンファ。橋もないのに、どうやって宮殿に入るの？」

「うーん、それは口にしちゃいけないんだ。喋しやべると恐おそろしい呪のろいがかかるって言われてる。おしゃべりな商人は石になるってさ。実際行方ゆくえ不明になった商人もいるんだ。それでも宮殿のハーレムではすんごい高値で商品を買ってくれるから、みんなせっせと売りにいくんだけどね」

「ハーレム……あの宮殿に？」

　ジャリスが目を丸くすると、ミャンファが大きく頷いた。

「そう、ご主人のヤフティは大金持ちで、宮殿に女達を集めてハーレムを作ってる。男嫌ぎらいらしくて、出入りの商人には姿をみせないんだ。俺も宮きゆう殿でんに食料を運んでいるけど会った事ない。警備も使用人もみんな女。商人達はハーレムの女性達が喜ぶような品物を売りに行ってるんだ」

　ジャリスとコダートは顔を見あわせた。どうりで小さな町に、商船が何隻せきもきているはずだ。

「わたし達、どうしてもあの宮殿に入りたいの。何か方法はないかしら？　もちろん迷めい惑わくはかからないようにするから」

　ジャリスが頼たのむと、ミャンファがぽんっと胸を叩たたいた。

「任しといてよ、ジャリス。あなたには返しきれないほどの恩がある。こうやって店を構えて暮らせるようになったのも、あなたのおかげだからね」

　片目を瞑つぶったミャンファに、ジャリスは頭を下げる。赤くそびえる宮殿が頭に浮かんだジャリスは、まだ見ぬヤフティという男に思いを馳はせていた。




　太陽が真上に昇のぼり、じりじりと照りつける日差しを浴びながら、ジャリスはコダートとリンドと一いつ緒しよに、ミャンファが用意した荷車を押していた。アブウの魔法で黒くろ髪かみ黒目に姿を変え、男装して湖へとやってきたのだ。先程商人達が列をなしていた場所に近付くと、再び鎖帷子を着た女性が立ちはだかった。ミャンファが如じよ才さいなく微笑む。

「毎度どうも。食料を持ってきました～」

「今日は随ずい分ぶんと人が多いわね」

　ジャリス達に目を向けた女性に、ミャンファがにこにこしながら口を開いた。

「おかげさまで、使用人を増やすことができました。これもみんなヤフティ様のおかげです」

　大げさにヤフティの事を誉ほめると、女性が嬉しそうに微笑んだ。

「ええ、ヤフティ様は素す晴ばらしいわ。お前達にもそれが判るのね。今日の食料は何？」

「珍めずらしい魚が入りましたよ。それに肌はだにいい野菜と果物。みんな新しん鮮せんで美味おいしいですよ」

　荷を検あらためた女性が、ゆっくりと満足そうに頷いた。

「では、いつものように宮殿の台所に。判っていると思うけど、台所以外に入ると命はないよ」

　ミャンファが大きく頷いた。女性が振ふり返って湖を見つめ、徐おもむろに手を上げると声を響ひびかせた。

「宮殿よ。道を示したまえ！」

　同時に湖の水面が大きく波打った。ゴゴゴォと地じ響ひびきがして湖が二つに割れ、水底から石造りの巨きよ大だいな橋がせり上がってくる。目を丸くしたジャリスに、女性が声をかけた。

「新入り。この事は誰にも言ってはいけないよ。言えば、お前達に呪いがかけられる。宮殿の秘密は誰にも内ない緒しよだ。その代わり、品物の値段は三倍で買い取ってやる。覚えておきなさい」

　女性の声に、ジャリスは思わずこくこくと何度も頷いていた。




「びっくりしたー。これってどういう事？」

　台所のある建物へと荷車を引いていったミャンファと別れてすぐ、湖にかかっていた橋が、音を立ててあっという間に沈しずんでしまった。その不思議な光景にジャリスは思わず声を上げる。

「確実に魔ま法ほうが使われてるな。どう考えたって、人間が造れるものじゃねぇ。あ～、魔力の臭いがぷんぷんするぜ。鼻が曲がりそう」

　鼻を押さえつつリンドが顔を顰しかめると、コダートが目を見張って前方を指さした。

「あ、あれって孔く雀じやくだよな……」

　ジャリス達のいる裏庭から、前庭がかいまみえた。そこには色とりどりの花々が咲さき乱れ、羽を広げた孔雀が数十羽放されていた。

「孔雀はマハル王国にしかいないはずよ。どうして……？」

「それだけじゃないぞ、さっきミャンファに聞いたが、昔はこんな所に湖なんてなかったらしい。それが突とつ然ぜん現れた。宮殿と一緒にな。それもたった一晩でだそうだ」

　コダートの言葉に、ジャリスは目を丸くする。

「まさしく語り部べ達の語る物語みたいね。ランプの精霊ジヤーンに願い事をすれば、何でも叶かなうって」

　ランプの精霊の話はアラバーナ大陸でも有名だ。ランプを手に入れた人間は、巨きよ万まんの富を得るという。そして現実にはあり得ない事を、ランプの精霊は魔法で叶えてくれるのだ。

（やっぱりルーレルがここにいる可能性は高いわ。でもまずは……）

「……まずは手分けして、クアイ皇子を捜さがしましょう。アブウ」

　腰こしの水差しに声をかけると、ぽわんと煙けむりが上がりアブウが姿を現した。

「コダートと一緒に行って。リンドはわたしとね」

　アブウがはーいと返事して、本体である煙姿に変わる。そのままコダートの服に隠かくれた。

　ジャリスはコダート達と分かれ、リンドと一緒に前庭へと足を向ける。慎しん重ちように行動しなければならない。ハーレムという場所に実際に入った事はないが、どういう所かは判わかっている。たった一人の夫に仕える妻達が、外の世界との関かかわりを一いつ切さい断って暮らしているのだ。もちろん夫以外の男性がハーレムに入ることは許されない。たとえどんなに身分が高い者だろうと、無断で入れば処しよ刑けいされても文句は言えない。

　ジャリスが低い庭木に身を潜ひそめて辺りを窺うかがっていると、突とつ然ぜん宮きゆう殿でんから黄色い声が響いた。

「きゃぁぁぁぁぁ、ヤナキム様ーっ。どこにいらっしゃるのーっ。みんな捜さがして捜してっ」

「ん？　ヤナキム様って……誰なの？」

　ジャリスが目を瞬またたかせて小声で呟つぶやくと、リンドが首を傾かしげた。

「ヤナキム様ーっ。ああ、愛いとしのあなたー、隠れてないで出てきてーっ」

　宮殿へと続く扉とびらがばたんと開き、色とりどりの衣装をまとった女性達が姿を現す。数十人の女性達は、興奮したように叫さけびながら庭に飛び出した。

「ど、どうしようっ。こっちにくるわ！」

　庭木に隠れているが、庭は見通しのいい芝生しばふだ。立ち上がればすぐに見つかってしまう。ジャリスが辺りを見回して、他ほかに隠れられそうな所がないか探していると、リンドが手を振った。

「面めん倒どうそうだな。じゃあ、後はよろしくな～」

　ジャリスが目を見開くと、ボンッと音を立てリンドの姿がかき消えた。

「ええっ、そんな、リンドッ」

　ジャリスの声がむなしく響いた。しかもまずい事に、その声に女性達が気付いたようだ。

「誰なのっ……。きゃぁーっ、男よ！　衛兵っ」

　女性達の叫びにジャリスは恐る恐る顔を上げる。いつのまにか女性達が周りを囲んでいた。

「侵しん入にゆう者よーっ。誰か来てっ」

（う、うわっ、見つかっちゃった！）

　ジャリスは慌あわてて立ち上がったが、囲まれているせいで逃にげ場はない。気は進まないが、彼女達を押しのけて強きよう行こう突とつ破ぱしようと決意した時、柔やわらかい男の声が庭に響いた。

「どうしたんだい？」

　ジャリスがはっと顔を向けると、女性達の後ろに若い男が立っていた。年の頃ころは二十代後半。長い黒い髪と、優やさしそうな黒い瞳ひとみ、穏おだやかな表情をしているが、口元に笑えみを浮うかべると、漂うような色気があった。細身だが背は高く、物もの腰ごしは優美だ。裾すその長い薄うす紫むらさきの上着には、胸むな元もとと肩かたに金色の刺し繡しゆうがほどこされていた。

「ヤナキム様ーっ、男が入りこんでますよっ」

　きゃあきゃあとかしましい女性達が、ヤナキムにしがみつく。ヤナキムは優しい笑顔で、両りよう脇わきにいる女性の腰に手を回した。ジャリスに目を向けたヤナキムが、にっこり笑う。

「男……そうかな？」

「ヤ、ヤナキムって、ここの主人はヤフティって人じゃ……？」

　ジャリスは思わず呟く。ミャンファの話では、宮殿にはヤフティ以外に男はいないはずだ。

「ヤフティは僕の仮の名だ。本名だと色々と差し障さわりがあってね。それより君……」

　ヤナキムが、ずいっとジャリスに顔を近づけた。

「女の子だよね？　可愛かわいいね」

　目を見開いたジャリスを、満足そうに見つめたヤナキムが笑みを深めた。

「意志の強そうな目をしているね。僕の好みだ。どうだい？　君も僕のハーレムに入らないか？　この世のものとは思えない贅ぜい沢たくをさせてあげる」

「いやーっ、ヤナキム様、こんなどこのだれかも判らない人までーっ」

「そうですよっ。大体、本当に女なんですか？」

　女性達の悲鳴に近い叫びに、ヤナキムが自信満々に頷うなずいた。

「ああ、間ま違ちがいないよ。女性は匂においが違う。君達と同じ香かぐわしい匂いが彼女からもするんだ」

　ヤナキムの流し目に、女性達はうっとりと目を閉じる。

「ああ、気き障ざなヤナキム様も素す敵てきっ」

　ジャリスは目の前の光景に顔を引きつらせていたが、すぐにはっと我に返った。

「あっ、待って。美しい人」

　慌ててきびすを返したジャリスの手を、ヤナキムが素す早ばやい動きで摑つかむ。

（あっ……まずい！）

　ジャリスは心の中で叫んだが、もう遅おそかった。姿変えの魔ま法ほうは男に触さわられると解けてしまう。案の定ぽわんと煙が上がって、ジャリスにかけられていた魔法が解ける。金きん髪ぱつ青い目に戻もどったジャリスを見て、ヤナキムと女性達が目を見開いた。

「あ、あの……すいません。どうしても用事があって宮きゆう殿でんに入ったんです。ごめんなさい！」

　ジャリスが腕うでを振りほどこうと身じろぐが、ヤナキムの力は意外に強かった。

「君は……？　ふーん、そうか、なるほどね」

　逃がさないようしっかりと手を握にぎったまま、何事か考え込んでいたヤナキムが、ふっとほくそ笑んだ。ジャリスの耳元に顔を近付け、そっと囁ささやく。

「君、プス船長だね。シンリクット船長の孫でバルク号の船長」

「ど、どうして……？」

　目を見開いたジャリスの身体からだを、楽しそうな表情を浮かべたヤナキムが、ぐっと引き寄せた。

「一いつ緒しよに食事はどう？　用事とやらをじっくり聞かせてくれ。まあ、見当はついてるけどね」

　意味ありげな誘さそいをかけられたジャリスは、眉まゆ根ねを寄せて動きを止めたのだった。




　宮殿の内部は壁かべも廊ろう下かも赤い石材でできていた。細かく彫ほり込まれた幾何きか学がく模様が、壁一面を飾かざっている。廊下に置かれた半はん裸らの女性像が、恥はずかしそうにジャリスを見つめていた。

「昨日、クアイ皇子がここに来たはずですが」

　口々に騒さわぐ女性達と別れ、やっとヤナキムと二人になったジャリスは、廊下を歩きながら単刀直入に切り出した。

「クアイ……ああ、あの子なら別室にいるよ。やっぱりクアイを捜しに来たんだね」

（クアイ？　何で呼び捨て？）

　違い和わ感かんを覚えたジャリスに、ヤナキムが微笑ほほえんだ。

「君はクアイのお気に入りらしいね。あの子はこっちにいるよ」

　ヤナキムに促うながされ、宮殿の奥へと足を向ける。しばらく歩いて両開きの扉の前に着くと、ヤナキムが振ふり向いた。無言のまま見つめられ、ジャリスは何だか恥ずかしいような気分になる。

「あの、どうしてクアイ皇子を捕とらえたのですか？　本物の皇子だと知っていたのでしょう？」

　いたたまれなくて思わず聞くと、ヤナキムが大きく頷いた。

「ああ、あの子の事はよーく知ってるよ。きっと君よりもね。……ねぇジャリス、君はクアイの事をどう思ってる？」

　突然聞かれてジャリスは目を瞬かせた。戸と惑まどうジャリスを、ヤナキムがじっと見つめている。

「……実はね、僕は君の事もよく知っているんだ。プス船長こと、ジャリス・シンリクット。君は二年前、お節せつ介かいにもこの国の政治に口を出して、クアイをたらしこんだ」

「はぁ？　そんなっ……！」

　ジャリスは青い瞳を見開いた。そんな事を言われたのは初めてだ。確かに二年前、この国の奴ど隷れい達を救うために、クアイ皇子に直じか談だん判ぱんした。だが〝たらしこんだ〟などと言われる覚えはまったくない。ジャリスを見つめたヤナキムが、すっと肩を竦すくめる。

「……と、思っている王宮の人間もいるんだ。クアイが君の事ばかり追いかけているからね。だから国王スルタンも、クアイに旅に出る事を禁じて、妻を娶めとるよう命じたんだ」

　ジャリスは更さらに目を見開いた。なぜそんな事まで彼は知っているのだろう。クアイが国王から出国禁止を言い渡わたされたのは、つい先日のはずだ。ヤナキムが愛いとおしそうに目を細めた。

「本当に君は可愛いね。だからそんな噂うわさを立てられる。ねぇ、僕の子こ猫ねこちゃんにならないか？」

「こ、子猫ちゃん？」

　耳慣れない言葉を聞いた瞬しゆん間かん、ジャリスの身体にぞわっと鳥とり肌はだが立った。

「そう、宮殿のハーレムにいるのは、みんな僕の可愛い子猫ちゃん。プス船長のプスは、害虫を捕る猫って意味だろう？　そんな危険な猫と一緒に暮らしてみたいんだ」

　普ふ通つうなら失笑ものの口説き文句だ。だが笑うことなどできなかった。ヤナキムのかもしだす色いろ香かが、それを阻そ止ししている。微笑まれると、どくんと心臓が跳はね上がるのだ。

（な、何か覚えがあるわっ。この色気に甘い言葉に、切れ長の眼まな差ざし……誰だれかに似てるっ）

　ジャリスは心の中で叫さけんだが、深く考えている余よ裕ゆうはなかった。ヤナキムの顔がすぐ間近に近付いたからだ。ジャリスは慌てて一歩後ずさると声をあげた。

「クアイ皇子に会わせてくださいっ。連れて帰ります！」

　はっきり言い切ると、ヤナキムがつまらなそうな表情で肩を竦めた。

「……いいだろう。クアイの怒ど鳴なり声にも飽あきてきた所だ」

　ヤナキムは仕方なさそうに目の前にある扉とびらの鍵かぎを開ける。同時にバタンッと音を立てて、中から扉が勢いよく開いた。仁に王おう立ちしていたのは、憤ふん怒ぬの形相をしたクアイだ。

「ヤ、ヤナキム！　一体何を考えている。どれだけ無視すれば……あ、ジャリスッ」

　クアイが、ヤナキムの後ろに立つジャリスに気付いて、はっとして声を上げる。素早くジャリスに近付くと、腕を摑んでヤナキムから引き離はなした。

「何もされていないか、ジャリス！　こいつは獣けだものだ。女とみれば見境なく口説くんだ」

「誰が獣だ。お前に言われたくない」

　ぼそりと呟つぶやいたのはヤナキムだ。初めて聞く冷たい声だった。ジャリスと二人の時はにこやかだったのに、今は目を眇すがめて憮ぶ然ぜんとしていた。クアイがむっとしたように叫ぶ。

「なんだとーっ、お前なんて昔っから女を追いかけてばかりじゃないか！」

「失礼な事を言うな。僕は運命の人を探さがしているのさ。たった一人の人をね。色んな女性とつきあわなければ、誰がそのたった一人なのか判らないだろう」

　腕うで組ぐみしたヤナキムに、クアイが怒いかりで顔を真っ赤にした。

「ふざけるなっ。五年前、お前がそんな惚とぼけた事を言って王宮を飛び出してから、どれだけ俺が迷めい惑わくしたと思ってるんだ。お前はこの国の第一皇子なんだぞ！」

「嫌いやだなー、クアイ、王宮にはお前がいるじゃないか。政治なんて面めん倒どうだよ。僕は運命の人を見付けるのに忙いそがしいからね。本当に出来のいい弟を持って、僕は幸せだ」

　にこやかになったヤナキムが、ぽんっとクアイの肩かたに手を置く。クアイが顔を引きつらせた。

（ちょっ、ちょっと待って。えーと、第一皇子？　弟？　それってもしかして……）

　ジャリスは怒鳴り散らすクアイと、適当に聞き流すヤナキムに目をやった。先さき程ほど口説かれた時、誰かに似ていると思ったが、こうして顔を合わせているとよく判わかる。ヤナキムはクアイに似ていた。顔立ちもだが、聞いていて恥ずかしくなるような気障な台詞せりふがそっくりだ。
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「あ、あの、ちょっと聞きたいんですが……もしかして、二人はご兄弟とか……？」

　ジャリスが恐おそる恐る聞くと、途と端たんにクアイが嫌そうな顔をした。ヤナキムが軽く目を見開く。

「そうだよ。知らなかったのかい？」

（ひ、一人だけでもやっかいなのに……。同じような人が二人もいるなんて）

　ジャリスが内心で呟いたのをよそに、兄弟の醜みにくい口げんかは果てしなく続いた。
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「どういう事なんだ？」

　コダートに聞かれて、ジャリスははぁっとため息をついた。ここは宮殿の広間だった。水辺でアブウの名を呼んで、コダートと連れん絡らくを取ったのだ。姿を現したコダートが、豪ごう華かな料理の並んだ机を挟はさんでいがみ合うヤナキムとクアイを見て、目を丸くしていた。

「……あちらは、ヤフティこと、ヤナキム皇子。タバラン国の第一皇子よ」

「第一皇子……ってことはもしかして、クアイ皇子の兄って事か？」

　ジャリスが額に手を当てて頷うなずくと、コダートが頰ほおを引きつらせた。その気持ちはよく判る。できれば二人とも、知りあいになりたくない種類の人間だ。

「なんで、黙だまってたんだ？　クアイ皇子は」

　コダートの呟きが聞こえたのか、クアイがこちらに顔を向け、目を剝むいた。

「こいつはな、五年前に王宮を飛び出したんだ。それ以来放ほう蕩とう三ざん昧まい。飛び出した理由が、〝運命の女を探す為ため〟なんだぞ。そんなふざけた男を兄だなんて紹しよう介かいできるか！」

　吐はき捨てるようにクアイが叫ぶ。ヤナキムが、ふうっとため息をついた。

「お前は相変わらずだね。お前のそういう固い所が、僕には合わないんだ。女に興味もなければ、贅ぜい沢たくする訳でもない。本当につまらない男だよ」

「固いって……？　クアイ皇子が？」

　思わずジャリスは声を上げてしまう。クアイのどこが固い性格なのか教えて欲しいくらいだ。

「ああ、クアイは子供の頃ころから頭が良すぎてね。二手先、三手先まで読むから、大人だって閉口してた。女遊びもせずハーレムも構えない。クアイの年とし頃ごろなら、ハーレムの一つや二つ……」

　ため息混じりのヤナキムを、クアイが睨にらみつける。

「そういうのは嫌きらいだと言っただろう。愛する女性はジャリスだけだ！　それ以外はいらない。大体お前みたいに女を集めて何になる。不幸な女性を……」

「誰も不幸なんかじゃないさ。みんなに聞いてごらん、幸せだって答えるから」

　ヤナキムが流し目を送ると、食事を運んでいた女性達が動きを止め、ぽっと頰を赤らめた。

「くっ……この女たらしめ。タバラン王族の恥はじだ！」

　罵ば倒とうされてもヤナキムは涼すずしい顔だ。少しも動じずにっこり笑う。

「まあいいじゃないか。僕の事は放っておいてくれ。父にも金を無心しない代わりに、自由にしていいと言われているんだ。クアイ、くれぐれも怪け我がなんかするなよ。僕に王位が回ってくることになるからな。大体、お前は僕に感謝してもいいくらいなんだぞ。僕が五年前、お前を世よ継つぎにしてはどうかと父を説得したんだから」

「それはお前が自由になりたかったからだろ！」

　クアイの鋭するどい指し摘てきにも、ヤナキムは怯ひるむどころか大きく頷いた。

「あたりまえじゃないか。国王スルタンになんてなったら、僕の可愛かわいい子猫ちゃんと遊ぶ暇ひまがなくなる。そんな事になったら、僕は生きていけないよ」

　うううっとわざとらしく泣き崩くずれたヤナキムに、クアイが怒りで顔を真っ赤にした。

「あ、あの～」

　更に口を開こうとしたクアイに、ジャリスは思い切って声をかける。このままだと延々と兄弟げんかが続きそうだ。だが返事したのは、ころりと表情を変え甘い視線を向けたヤナキムだ。

「なんだい？　可愛いジャリス。君の金色の髪かみは、蜂はち蜜みつみたいに甘そうだね」

　素す早ばやく近寄って、ジャリスの髪に触ふれようとしたヤナキムの手を、クアイがはたき落とした。

「ジャリスに触さわるな！」

　ぎろっと睨み付けられて、ヤナキムが肩を竦める。ジャリスはおずおずと口を開いた。

「えっと、とりあえず、当初の目的を……」

　ジャリスがちらりと見上げると、クアイははっとしたように声を上げた。

「ああっ、そうだ。あんまり腹が立つんで忘れていた。……ヤナキム、実はランプの精霊ジヤーンルーレルを捜している。心当たりは？」

「……さあ、知らないな」

　すまして答えたヤナキムを、クアイがじっと見つめる。

「お前……噓うそをつくと、必ず右みぎ眉まゆが少し上がるんだ」

　ぼそっと呟いたクアイに、ヤナキムが薄うす笑わらいを浮うかべた。

「軽けい薄はくそうに笑う時は、何かごまかす時だ」

　更さらに指摘されて、ヤナキムがふぅっと息をつく。

「そんなに観察する程僕の事が好きなんだね、クアイ。お兄ちゃんは嬉うれしいよ」

「そうやって煙けむに巻こうとしても無む駄だだーっ」

　クアイが肩を怒いからせて叫ぶと、ヤナキムが仕方なさそうに頷いた。

「判わかった、判った。ルーレルは確かにここにいる。彼女に何の用だい？」

　クアイがジャリスに目を向けた。ジャリスは小さく頷いて、一歩前に出る。

「ヤナキム皇子。アラバーナ大陸に危険が迫せまっています」

　真しん剣けんな表情で言うと、ヤナキムは一いつ瞬しゆん目を眇める。だがすぐに肩を竦すくめた。

「だから？」

　ジャリスは思わず目を瞬またたかせた。気のない返事に驚おどろいたのだ。

「だからって……。あの、それでルーレルの力を借りたいんです。シャイ悪ターン魔達が……」

　ジャリスが説明しようとすると、ヤナキムはうるさそうに片手を振ふる。

「ああ、いいよ。そういう色気のない話は嫌いだ。僕が興味あるのは、恋こいと女の子。下は十六歳から、上は、うーん、五十歳くらいまでかな。ああ、でも六十歳くらいでもいいかな。うんと年上の女性は甘えさせてくれそうだし」

（守しゆ備び範はん囲い広っ）

　ジャリスは思わず心の中で叫さけぶ。呆あきれていたコダートが、気を取り直したように口を開いた。

「とにかくルーレルに会わせてください。彼女の力が必要なんです」

　だがヤナキムは表情一つ変えずに知らん顔をする。あんまり綺き麗れいに無視されて、コダートが面めん食くらっていた。クアイがぼそりと呟つぶやく。

「無駄だ。ヤナキムは男嫌ぎらいだ。身内以外の男とは、自分の都合のいい時しか口をきかない」

　顔を引きつらせたコダートの隣となりで、ジャリスは慌あわてて声をあげた。

「あ、あの、ルーレルに会わせて貰もらえませんか？」

　するとヤナキムはすぐさまこちらを向いて、満面に笑えみを浮かべた。

「美しい君の頼たのみなら仕方ない。じゃあここで待ってて。連れてくるから」

　部屋を後にするヤナキムを見送ったジャリスは、思わず呆ぼう然ぜんとした。

（あ、あんな人初めてだわ。なんて調子のいい……）

「ジャリス、すまない。あんな兄で。だから君に会わせるのが嫌だったんだ」

　申し訳なさそうにしているクアイに、ジャリスはずっと疑問に思っていた事を聞いてみる。

「ヤナキム皇子が第一皇子なのよね？　だったら彼が世継ぎじゃないの？　さっき国王スルタンを説得したとか言ってたけど」

「……ああ、あいつは五年前、父にこういったんだ。〝クアイが世継ぎにふさわしいと思います。僕が国王スルタンになったら、他国の姫ひめや王おう妃ひを口説いて回りますよ。そうなったら、きっと国同士で揉もめるでしょうね〟とな」

　さすがに兄弟だけあって、声こわ色いろがよく似ていた。だが驚いたのは、ヤナキムの言い分だ。

「なんだ、それは？」

　呆れたコダートの声に、クアイが頭を抱かかえる。

「そういって王位を捨てて出ていったんだ。自由に生きたいとな。あいつは常に女の事しか考えていない。実の所、父はあいつが出ていってほっとしたそうだ。あいつは城に勤める使用人から、果ては父のハーレムの女まで口説くんだ。口説かなかったのは、自分の母と妹達だけ。しかも始末が悪い事に、口説くだけ口説いて女が本気になると逃にげ出す。運命の女じゃないとか言ってな。あいつのせいで女達が揉めに揉めて、父は困り果てていた。第一皇子として、幼い頃から英才教育されていたというのに、あの女ぐせの悪さで何もかも台無しだ。あいつは王位を俺に押しつけて、逃げやがったんだ」

（た、確かに、ヤナキム皇子ならありえるかも……）

　思わず心の中で呟いたジャリスだが、すぐに頭かぶりを振って気を取り直した。やっと捜さがし求めていたルーレルに会えるのだ。アブウ達が恐おそれるランプの精霊ジヤーンとは、一体どんな魔物ジンなのか。

　ジャリスは深呼吸して気持ちを落ち着けると、ヤナキムが戻もどってくるのを待ったのだった。




　広間の扉とびらをコンコンと叩たたく音が聞こえた。ジャリスの心臓がどくんと鳴る。きっとヤナキムだろう。ルーレルを連れてきたに違ちがいない。どんなにルーレルが恐ろしかろうと、絶対に腕うで輪わを修理してもらう。ジャリスは意を決すると〝はい〟と返事をした。

　姿を見せたのは、やはりヤナキムだ。扉を開いたまま、後ろにいる人物を部屋へと促うながす。

「わぁっ。可愛い……」

　緊きん張ちようしていたジャリスだったが、入ってきた人物を見て思わず感かん嘆たんの声をあげた。ヤナキムの後ろにいたのは、くるくるの赤毛を腰こしまで伸のばした少女だった。年の頃は十代前半。肌はだは陶とう器きのように白く、化け粧しようしているわけでもないのに、赤く染まった頰ほおはぷっくりとしていた。触ったらさぞかし気持ちいいだろう。異国の人々が好んで使う、レースと呼ばれる黄色い布地をあしらった、裾すそが膨ふくらんだ服を着ていた。紫むらさきの大きな瞳ひとみが、ジャリスをそっと見上げる。

〝ひぃぃぃぃ。ル、ルーレルですぅ。間ま違ちがいないですぅ！〟

　先さき程ほどルーレルに会うのは怖こわいと、ジャリスの服に隠かくれてしまった煙姿のアブウがそっと囁ささやいた。頷うなずいたジャリスだったが、正直信じられないでいた。アブウ達の話から想像していたルーレルは、もっと怖い女性だったのだ。

「あの……どなたですか？　この方達は」

　可愛らしい声が赤い唇くちびるから紡つむがれた。ヤナキムの背に隠れて、怯おびえたような視線を向けるルーレルに、ジャリスは優やさしく微笑ほほえんだ。

「初めまして。あなたルーレルよね。わたしはジャリス。ターラは知ってるでしょ。彼の孫よ」

　ルーレルが目をぱちくりさせた。長いまつげが、ばさばさと動く音が聞こえるようだ。

「ターラも……来ているのですか？」

「いいえ、彼は来てないわ。わたし達は、あなたにお願いがあって来たの。ターラから聞いていると思うけど、腕輪の修理を……」

「あの……アブウはどこですの？」

　小首を傾かしげたルーレルに、ジャリスは慌てて笑みを浮かべた。アブウに嘆たん願がんされて、水差しはジャリスの懐ふところに隠してあった。

「アブウは、えっと、船で留守番……」

「噓です。アブウの匂においがしますもの。アブウ、私の旦だん那な様。どこにいらっしゃるの？　会えないと私は死んでしまいますわ。ううっ」

　ルーレルの瞳から、ぽろりと大おお粒つぶの涙なみだが零こぼれた。それでもジャリスを必死で見上げる。

「私、アブウに嫌きらわれているのは知っていますの。だって彼の事が好きすぎて、ひどい事をしてしまいましたもの。でも凄すごーく反省してますのよ。もうずっと会ってないんです。ターラは腕輪を修理すれば、会わせてくれるって仰おつしやいましたわ……」

　泣きじゃくるルーレルに、ジャリスはどうしていいか判らず困ってしまう。いっそここにいると言ってしまおうかと思ったが、頭にアブウの泣き顔が浮かんだ。

「えっと……とりあえず、腕輪を修理してくれない？　アブウには必ず会わせてあげるから」

　ルーレルは戸と惑まどうように、そっとヤナキムを見上げた。

「……腕輪は特別な物です。修理するには大きな魔ま力りよくがいりますの。私はご主人様の許可がないと、大きな魔法は使えませんわ」

「ご、ご主人様って……？」

　目を瞬かせたジャリスに、ヤナキムがいたずらっぽく笑った。

「僕に決まっているだろう。彼女に力を借りたかったら、まずは僕の言う事を聞いて欲しいね」

　にんまりとしているヤナキムに、ジャリスは嫌いやな予感を覚えた。恐る恐る口を開く。

「言う事って……一体何ですか？　ヤナキム皇子」

「僕は君が気に入った。君は僕の運命の人かもしれない。今度こそ間違いない気がするよ。ジャリス、僕のハーレムに入ってくれ」

「ふざけるなーっ、そんな事は俺が許さん！」

　クアイの叫びをどこ吹ふく風かぜとばかりに受け流したヤナキムが、ジャリスに話しかける。

「もちろん乱暴な事はしないさ。そうだ、期限を設けよう。一ひと月つきの間、君は僕のハーレムに入る。もし万が一、君が僕の事を好きにならなくても構わないよ。一月経たったら、好きにしていい。もちろんちゃんとルーレルに命じて、腕輪とやらを修理してあげる。まあ君が出ていく事は絶対にないけどね。君は必ず僕の事を好きになるから。……どうだい？」

　自信満々に片目を瞑つぶったヤナキムに、ジャリスは思わず顔を引きつらせた。この強ごう引いんさには覚えがある。雰ふん囲い気きは違っても、やっぱり兄弟だ。

「はい、そうですかって言う訳ないだろう。ハーレムなんかにジャリスを入れさせるもんか！」

　怒いかりの色を隠さないコダートに、ヤナキムがふっとほくそ笑む。

「じゃあいいよ。この話はなかった事にしよう。……ああ、そういえばコダートとか言ったね。知ってると思うけど、ここは男子禁制のハーレムだ。クアイは弟だから大目に見てもいいけど、君はそうはいかないよ。男がハーレムに無断で入りこんだら、有う無むを言わさず処しよ刑けいだ」

　コダートがぐっと言葉に詰つまる。ジャリスは慌ててヤナキムに駆かけ寄った。

「ま、待って、ヤナキム皇子。わたし達はルーレルを捜さがしに来ただけで、他意はないんです！」

「どんな事情があろうと関係ないよ。この場でコダートを殺しても、僕は罪には問われない」

「そんな馬ば鹿かな話があるか！　もういい、ジャリス帰るぞ」

　クアイが叫んだが、ヤナキムは少しも動じなかった。

「帰ればいいさ。ただしコダートは残るんだ。逃げたりしたら訴うつたえるよ。そうしたら犯罪者だ」

「そんなの駄だ目め！　コダートを連れてきたのはわたしです。罰ばつならわたしが……」

　ジャリスが思わず声を上げると、ヤナキムが待ってましたとばかりに満面に笑みを浮うかべた。

「そうだね、君なら大だい歓かん迎げいだ。君がハーレムに入るなら、コダートの事は見み逃のがしてもいいよ」

（うっ……、まずい。引っかかった！）

　ジャリスが頰を引きつらせていると、コダートがヤナキムに詰め寄ろうとした。

「そんなことさせるかっ。ジャリスは絶対に渡わたさないぞ！」

「まったくうるさいな。ルーレル、帰ってもらいなさい。この宮きゆう殿でんに僕以外の男がいるなんて、もうこれ以上我が慢まんできない。……君達は二度とここには来ないでくれ。次は本当に命はないよ」

　ヤナキムの命令に、こっくりと頷いたルーレルが、ぱちんと指を鳴らした。すると煙けむりが上がり、クアイとコダートの姿が一いつ瞬しゆんでかききえる。ジャリスは驚おどろきのあまり、息を吞のんだ。

「さあ、やっと邪じや魔ま者はいなくなった、可愛かわいい子こ猫ねこちゃん。僕のハーレムにようこそ」

　艶つやっぽく微笑んだヤナキムが、さっとジャリスの手を取りうやうやしく口付ける。ヤナキムが醸かもし出す甘やかな雰囲気と、手に触ふれた温かな感かん触しよくに、ジャリスは我知らず頰を染めていた。
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　煙が上がったと同時に目の前にいたのは、ヤナキムではなく驚いた表情のシャルマだった。コダートが慌あわてて辺りを見回すと、バルク号の甲かん板ぱんのようだ。橙だいだい色いろの夕日に照らされたバルク号が、波間に長い影かげを作っている。ジャリスがいない事に気付いて、慌てて事情を聞いてきたシャルマに、コダートは先程の宮殿での出来事を話した。

「……ではジャリスは、ヤナキム皇子に捕とらわれてしまったのですね」

　コダートの話を聞き終わったシャルマが、片かた眼鏡めがねの奥の瞳でこちらを見み据すえた。声も辺りに漂ただよう空気も、まるで凍こごえるように冷たい。背後で、怒りに燃えたクアイの叫さけびが響ひびく。

「おのれ、ヤナキムめ！　よしっ、もう一度うたかたの宮殿に行って、ジャリスを連れ戻もどすぞ」

　甲板を後にしようとしたクアイに、コダートは何とか落ち着こうと息を整えて話しかける。

「だがどうやって宮殿に入る？　二度と来るなと言われた以上、今度はそう簡単に入れないぞ」

　客観的な意見を口にしてはいるが、頭には不安そうに青い瞳を揺ゆらめかせているジャリスの姿が浮かんでいた。ジャリスがハーレムに入るなんて、想像しただけで頭が沸ふつ騰とうしそうだ。

「だがこのままではジャリスが危険だ。ヤナキムは狙ねらった女性を絶対にたらしこむ、稀き代たいの女ったらしだ。あいつを見くびるなよ。どんな手を使ってジャリスをたぶらかすか判わからないぞ！」

　心配そうなクアイの声に、ぴりぴりした様子を隠そうともせず、シャルマが頷いた。

「ええ、あなたの兄ならば、想像はつきます」

「どういう意味だーっ」

　睨にらみ合った二人を見て、コダートは額に手を当てる。これ以上頭痛の種は増やしたくない。

「やめろよ、いがみあってる場合じゃないだろ。とにかく、宮殿に入る方法を考えよう」

「……ですが、男は入れないのでしょう？　また商人の振ふりをするのも難しいでしょう。同じ手が何度も通じる相手ではないようですし」

　クアイから目をそらしたシャルマに、コダートは頷うなずく。ヤナキムの男嫌ぎらいは徹てつ底ていしている。宮殿は警備も使用人もすべて女性だ。二度と来るなと言われた以上、訪たずねていっても宮殿に入れてはくれないだろう。湖に囲まれた宮殿は、まるで要よう塞さいだ。忍しのび込む事は不可能に近い。

　酒瓶びんを片手に話を聞いていたナッシルが、吞のん気きに声を上げた。

「でもハーレムに入ったって、無理難題は押しつけないって言ったんだろ。だったら様子を見てもいいかもしれないぞ。ルーレルに腕うで輪わを修理してもらわなきゃならないんだし……」

　コダートとシャルマとクアイにぎろっと睨みつけられて、ナッシルがびくっと身体からだを竦すくめる。

「確かにそうですが、リンドは姿を消したままですし、ジャリスとアブウだけでは危険です！」

　びしっとシャルマに言い返されて、ナッシルが慌てて口を閉じた。

「ハーレムなんて場所で、ジャリスを一人にはできません。助け出す事が無理なら、せめて誰だれかがジャリスを守らなければ……」

　珍めずらしく焦しよう燥そう感かんを漂わせたシャルマが、はっとしたように甲板の隅すみを見つめた。そこにいたのは、帆ほの修理をしているリクだ。すっとほくそ笑えんだシャルマに、コダートは首を傾げた。

「どうしたんだ？　シャルマ」

「ええ、コダート。私に考えがあるのですが、私とあなたとナッシルでは、体型的に無理です」

　コダートは、シャルマの視線の先にいるリクに目を向けた。勘かんのいいコダートは、それだけで何を言いたいのかがすぐに判った。

「ああ、なるほど。そういう事か……。リクならいけるかもな」

　コダートとシャルマに見つめられたリクが、無む邪じや気きな表情で顔を上げる。

「何、どうかしたのか？」

「実は、お願いがあるんです、リク。ジャリスの身を守る為ために、どうしても必要なんです。これはあなたにしかできません」

　にっこり笑ったシャルマに、リクが目を輝かがやかせ、嬉うれしそうに頷いた。
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「いつまで閉じこめておく気なのっ」

　ジャリスは、鍵かぎのかかった扉とびらを叩たたきながら叫んだ。コダート達と離はなればなれになって一晩が経っていた。ジャリスがいるのは、壁かべも床ゆかも大理石という広々とした部屋だ。天てん蓋がいつきの寝しん台だいに、裸足はだしで歩いても平気な毛足の長い絨じゆう毯たん。右手の扉を開けると、ジャリスなら十人は入れる浴室がある。必要な物は揃そろっていたが、外に出る扉には鍵がかかっていた。叫んでも返事はなく、先さき程ほど扉に体当たりしてみたが、びくともしない。窓はあるが、部屋は宮殿の最上階らしく、めまいがする程高かった。たとえ外に出られたとしても、宮殿を囲む湖を渡る術すべはない。

　ジャリスは扉を睨みつけながら、寝台に座り込む。左手の壁一面には、作りつけの衣装簞だん笥すがあり、何十着もの衣装がかけられていた。どれでも好きな物を着てくれとヤナキムに言われていたが、こんな状態でおしゃれをする気にはなれない。

「どうしたらいいのかしら。アブウの水鏡は通じないし……。何とか逃にげる方法を考えないと」

　ルーレルが宮殿に魔ま法ほうをかけて妨ぼう害がいしているらしく、どれだけ水鏡に呼びかけても、コダート達と連れん絡らくがとれなかった。アブウはルーレルに見つかるのを恐おそれて、なかなか水差しからでようとしない。ため息をついたジャリスの耳に、突とつ然ぜん男の声が聞こえた。

「でも逃げちまったら、ルーレルに腕輪を修理してもらえないぞ」

「え……その声、リンド？」

　驚いたジャリスは辺りを見回す。昨日姿を消してから、リンドの行方ゆくえは判らないままだった。

「ここだよ、ここ～」

　声がしたのは、小さく開いた窓の辺りだ。よくよく目を凝こらすと、親指ほどの大きさのリンドが、窓まど枠わくにちょこんと座すわり手を振っている。

「な、何？　どうして小さくなってるの!?」

　ジャリスが目を丸くしていると、リンドが窓枠からぴょんと飛び降りた。煙が上がって、いつもの姿に戻ったリンドが、ジャリスを見おろした。

「俺は魔法で小さくなれるんだ。この姿で宮殿の中を探たん索さくしてた。でも小さすぎてなぁ。なかなか前に進まないのが難点なんだよな」

　ぼやいて頭をかいたリンドを、ジャリスはまじまじと見つめた。

「もう、それならそうと言ってよ。心配してたのよ。ずっと姿が見えないから」

「俺は大だい丈じよう夫ぶだよ。それよりお前、ここから逃げ出す気か？　そんな事してヤナキムの機き嫌げんを損そこねたら、二度とルーレルに会わせてもらえないかもしれないぞ」

　ジャリスは腕うで組ぐみして考えこむ。確かにリンドの言う通りだ。目的を忘れてはならない。

「しばらくここにいて様子を見ようぜ。いざとなったら……俺がなんとかしてやるから」

　ぷいっとそっぽを向いたリンドが小声で呟つぶやいた。ジャリスは思わず微笑ほほえむ。

「ありがとう、リンド」

「礼なんていらねぇ。腕輪の修理の為だから、仕方なくだよ」

　ぶっきらぼうな口調にジャリスが苦く笑しようした時、扉を叩く音が聞こえた。慌ててリンドが煙を上げて小さくなり、ジャリスの腰こし帯おびに隠かくれる。扉が開いて顔を見せたのはヤナキムだ。

「ジャリス……。まだ着き替がえてなかったのかい。衣装は気に入らない？」

　部屋に一歩踏ふみ入れたヤナキムが、昨日と同じ男物の服を着ているジャリスに首を傾かしげた。

「いえ、そういう訳では……」

「だったら、早く着替えて可愛らしい姿を見せてくれ。……あ、そうそうお客が来てるみたいだよ。君の侍じ女じよだそうだ。男なら追い返すけど、女性に手て荒あらな事はできないし。気の知れた侍女がいる方が君もいいだろうと思って、宮きゆう殿でんに入ってもらったよ。もうすぐここに来るはずだ」

（侍女!?　誰の事？　あっ、もしかしてクアイ皇子が手配したのかも……）

　頭に疑ぎ問もん符ふが並んだジャリスだが、すぐに内心でほっと息をついた。みんなと連絡を取れるかもしれないと思うと、勇気がわいてくる。ルーレルの魔法で、姿を消したコダート達の事も心配だった。ヤナキムがゆっくりと衣装簞笥に近付く。

「この海のように青い衣装はどうかな。ひらひらしていて可愛かわいいし、君の瞳ひとみと同じ色だ。君の侍女が来たら、着替えを手伝ってもらうといい。……本当は僕が着替えさせてあげたいけどね」

　艶つややかな笑みを浮うかべたヤナキムに、ジャリスは顔を引きつらせた。

「ああ、そうだ。扉の鍵は開けておくよ。宮殿の中は自由に行き来して構わない。どうせここから逃げる事は不可能だしね。それに君だって、ここに用があるだろう？」

　意味ありげに呟いたヤナキムを、じっと見つめたジャリスは、意を決して口を開いた。

「……本当に、一ひと月つきここにいたら、ルーレルに腕輪の修理を命じてもらえるんですね？」

「女性に噓うそはつかないよ。君はここで楽しく過ごせばいい。辛つらい旅ばかりしてきたんだろう？　ここにいれば何の危険もないし、一生遊んで暮らせる。贅ぜい沢たくだっていくらでもさせてあげるよ。君が喜んでくれるなら、僕は何でもする。美しい女性の前では、僕はただの恋こいの奴ど隷れいだ」

　うやうやしく胸に手を当て、ヤナキムが頭を下げた。これではどちらが主人か判らない。ジャリスが戸と惑まどっていると、再び扉を叩く音がする。ヤナキムが扉を開けると、一人の少女が立っていた。ジャリスは扉に目をやって、思わず絶句する。

　顔を真っ赤にして立っているのは、ひらひらとした白い衣装を着た美少女だ。真しん珠じゆの首くび飾かざりと耳飾り。赤い頭覆おおいを被かぶり、口元を覆う赤いベールからは、そばかすが見え隠れしている。ティカと呼ばれる、頭の生え際ぎわから額を飾かざる金細工が小さく揺ゆれていた。それが怒いかりによる震ふるえだと、ジャリスにはすぐに判った。そして小こ柄がらな美少女が、一体誰なのかも。

（リ、リク!?　リクよね？　何でそんな恰かつ好こう……？　あ、そうか、ハーレムに男は入れないからだわ。で、でも似合ってる。可愛すぎ！）

　声を上げるのだけは何とか我が慢まんした。目を見開いていると、ヤナキムが眉まゆ根ねを寄せる。

「君が侍女？　でも君……」

　訝いぶかしげなヤナキムの声に、ジャリスは内心びくりとする。ヤナキムは男女の性別が〝匂におい〟で判るのだという。男装していたジャリスを、女性だとすぐに見み抜ぬいたのだ。いくらリクが可愛くても、ヤナキムにはばれてしまうかもしれない。

「……名前は何て言うのかな、それに年はいくつ？」

　すっと目を眇すがめたヤナキムに、リクがやけっぱちな口調で声を上げる。

「リ、リクですっ。十五歳です！」

　声変わりもまだなリクの答えを聞いた途と端たん、ヤナキムが、がくっと肩かたを落とした。

「ああ、だからか……。どうりで女性の匂いがしないと思った。僕は十六歳からしか口説かないんだ。残念だよ、可愛いのに。十六歳になったら口説かせてね」

　にっこり笑ったヤナキムが片目を瞑つぶる。ジャリスは内心でほっとしつつも、呆あきれてしまう。

（徹てつ底ていしていると言えば言えるけど、なんて見境のない……）

「じゃあ、後で迎むかえにくるよ。可愛らしい侍女の手で、君がどれだけ美しくなるか楽しみだ。あ、そうそう頭覆いとベールはいらないよ。君達の可愛らしい顔を僕がじっくり見られるようにね。それと子こ猫ねこちゃんたちの中には、僕が皇子だと知らない子もいる。だから僕の事は、ヤナキム様と呼んでくれ」

　言い残してヤナキムが部屋を後にする。扉が閉まった瞬しゆん間かん、リクが拳こぶしを握にぎりしめて叫さけんだ。

「ちきしょーっ、シャルマの奴やつ！　何があなたにしかできませんだっ」

　ぶるぶると怒りに身体からだを震わせたリクの肩を、ジャリスは慌あわてて宥なだめるように撫なでる。

　リクはうっすら化け粧しようまでしていた。衣装には香こうが焚たきしめてあり、三つ編みしている長い髪かみは付け毛だ。どこからどうみても完かん璧ぺきな美少女のリクは、怒いかり狂くるっている姿までも可愛らしい。

（リクには申し訳ないけど、来てくれて凄すごく心強いわ。やっぱりここでヤナキム皇子を説得して、ルーレルに腕うで輪わを修理してもらわないと！　大丈夫、わたしがしっかりしてればいいのよ）

　ジャリスは〝ハーレム〟という触ふれた事のない世界への扉を、開く決意をした。




　青い衣装に着替えたジャリスは、ふてくされた表情を隠せないリクを連れて廊ろう下かを歩いていた。案内してくれているのはヤナキムだ。ハーレムの女性達を紹しよう介かいしてくれるという。

　廊下に面した庭には孔く雀じやくが羽を広げ、見た事もない花々が咲さき乱れていた。庭に目を奪うばわれていたジャリスに気づいたのか、ヤナキムが立ち止まる。

「綺き麗れいだろう？　色んな国の美しい物を集めたんだ。ここは僕の夢の宮殿。だがこの宮殿の中で一番輝かがやいているのは君だよ」

　振ふり返って微笑んだヤナキムに、ジャリスは思わず総毛立つ。

（ううっ、似てる。雰ふん囲い気き違うけど、やっぱり似てる。臭くさい台詞せりふがクアイ皇子そっくり）

　普ふ通つうなら、これだけの美男子に甘い言葉を捧ささげられればうっとりするだろう。だがジャリスは、クアイから散々同じような事を言われ続けて、すっかり慣れてしまっていた。かえって、クアイの事を思い出すので逆効果だ。

　しばらく三人で歩いていると、大きな両開きの扉とびらの前でヤナキムが立ち止まる。すると、扉が自然と開いた。開けたのは、中にいた女性達だ。部屋の中は広く、四十人程の女性達が、思い思いの恰好でくつろいでいた。談笑する者。部屋の中央にある噴ふん水すいの周りで涼りようをとる者。敷しかれた絨じゆう毯たんに寝ねそべっている者。その姿は様々だ。女性達はヤナキムが部屋に入ったのに気付くと、一いつ斉せいに立ち上がった。

「きゃぁぁぁ、ヤナキム様ーっ」

「いらっしゃいませっ」

　かしましい女性達がヤナキムに群がった。ジャリスは勢いに圧あつ倒とうされて、思わず後ずさる。

「やあ、僕の可愛い子猫ちゃん達。新しい女の子を紹介するよ」

　ヤナキムがジャリスを指すと、女性達は歓かん迎げいするように、にっこりと笑った。

「よろしくね。あら、金きん髪ぱつだわ。異国の方？」

　先頭に立つ、ヤナキムよりも少し年上の女性が微笑んだ。ヤナキムがジャリスに話しかける。

「彼女はミリアルだ。ハーレムの女性達を纏まとめている。判わからない事があれば、聞くといい」

　ジャリスは慌ててミリアルに頭を下げる。着き飾かざった女性達の中で、一番地味な印象を受けた。宝石も金細工も身につけていない。だが柔やわらかな笑えみは、見ているだけでなぜかほっとした。

「ジャリスです。えっと……カトゥーナ国出身です。母が異国の民たみで……」

　もごもごと挨あい拶さつすると、ミリアルが優やさしく微笑んだ。

「まあ、そうなの。ハーレムにはヤナキム様を愛する女性が集まっているの。あなたも私達の仲間。困ったら何でも相談して」

　穏おだやかな口調に、ジャリスはほっとして頷うなずいた。ヤナキムがジャリスの肩に手を回す。

「彼女は〝イクバル〟だよ。みんなそのつもりで」

　途端に女性達がざわついた。ミリアルが戸惑うように、ヤナキムを見上げる。

「で、ですが、ヤナキム様……」

「ジャリスは〝イクバル〟で、〝ハトゥーン〟になる女性だ。そのつもりで頼たのむ」

（イクバルとかハトゥーンとかって何？　なんか、女の人達の目の色が……）

　先さき程ほどまでにこにこしていた女性達が、急にきつい眼まな差ざしをジャリスに向けはじめた。優しげだったミリアルも、表情を強こわばらせている。

　だがヤナキムは気にした様子もなく、ジャリスの背中を軽く押して、部屋へと促うながした。

「ジャリス、君の部屋の隣となりが、僕の部屋だ。何かあったらすぐに訪たずねて来るといい。僕はちょっと用事があるからここで失礼するよ。……ミリアル、後は頼んだよ」

　言い残してヤナキムが部屋を後にした。女性達が一斉に頭を下げたのを見て、ジャリスも慌てて倣ならう。扉が閉められたと同時に、女性達の一人が顔を歪ゆがめてジャリスの許に駆かけ寄った。

「今日来たばかりの女が、なんでイクバル？　それにハトゥーンってどういう事よっ」

　叫んだのは、猫のようにつり上がった目をした美女だった。ジャリスより少しだけ年上だろう。だが薄うす衣ぎぬをまとった身体は、成熟した大人のものだった。

「やめなさい、マレーター」

　ミリアルが慌てて止めようとしたが、マレーターはきっとジャリスを睨にらみつけた。

「え……あの……」

　詰つめ寄られたジャリスは、思わず目を丸くする。

「そうよっ。まだ誰だれもハトゥーンどころか、イクバルにもなれてないっていうのにっ」

　マレーターの後ろに控ひかえた女性達が、口々に騒さわぎ始めた。どうやら、彼女たちの反感を買ったらしい。それはすぐに判ったが、原因が何かが判らなかった。

「あ、あの……イクバルとか、ハトゥーンとかって何ですか？」

　ジャリスが怖こわ々ごわと口にすると、マレーターはかっと目を見開いた。

「あなたそんな事も知らないの？　イクバルは〝お気に入り〟って意味よ。ハーレムの中で一番のお気に入りに与あたえられる称しよう号ごう。そしてハトゥーンは第一妃って事よ。つまりあなた、ヤナキム様の第一妃になれるって事よ！」

　指さされたジャリスは、思わず目を瞬またたかせる。

「ここはハーレムでしょ？　みんなヤナキム皇……じゃなくてヤナキム様の奥様じゃ……」

「違ちがうわっ。私達、まだ誰もヤナキム様と結けつ婚こんしてないの。私達の身分は侍じ女じよよ。みんなヤナキム様のお世話をしながら、花はな嫁よめに選ばれるのを待っているの。なのに、いきなり現れたどこの誰かも判らないような女がハトゥーンだなんて認めないわっ。しかもヤナキム様のお部屋の隣に住むなんて許せない！」

　ジャリスの身体をどんっと押したマレーターの腕うでを、ミリアルが素す早ばやく摑つかんだ。

「やめなさい。ヤナキム様が決められた事ですよ。私達はあの方に尽つくすことが喜び。ヤナキム様の幸せを願えないようなら、ハーレムにいる資格はないわ」

　ミリアルの叱しつ責せきに、マレーターは不満そうだ。だがそれ以上何も言わず、ミリアルの手を振りほどくと、肩を怒らせて部屋の奥にある絨毯へと向かう。不ふ機き嫌げんそうに座り込んだマレーターを囲むように、十人ほどの女性達が座った。

「大だい丈じよう夫ぶよ、あなたを歓迎するわ。ジャリス。何かあったら私に言ってね」

　ミリアルの言葉は優しかったが、睨みつけるマレーターの視線はぞっとする程恐おそろしかった。




「怖すぎるわ……。これがハーレムなのね」

　夕食を終えたジャリスは、部屋に戻もどった瞬間気が抜ぬけて寝しん台だいに倒たおれ込んだ。

「ジャリス……。女の人達がみんなで俺達の事睨むんだ。ケンカ売ってくれたら買えるけど、ただこそこそこそこそ、こっちみながら話すだけだし」

　寝台の脇わきに立ったリクが、ぐにゃりと顔を歪めている。それもそのはず、ジャリス達は今日一日、明らかに悪口を言っている女性達に、突つき刺さすような視線を向けられ続けていた。ジャリスが話しかけても、彼女たちは無視を決め込むのだ。

「ええ、これなら盗とう賊ぞくとか相手に戦っている方がずっとマシ」

　ジャリスは起きあがって本音を呟つぶやいた。島育ちで乗組員も全員男という環かん境きようで生きてきたジャリスは、女の戦いというものを知らない。噂うわさに聞いた事はあるが、これ程とは思わなかった。

（言いたいことがあるなら、はっきりいいなさいよーっ）

　何度も叫びたかったが、ジャリスはどうにか堪こらえた。彼女たちの前で叫ぶほど子供ではない。それでもわざと聞こえるようにちくちくと嫌いやみを言われるのは、精神的に辛つらかった。

「女は嫌きらいな奴やつに容よう赦しやないからな」

　腰こし帯おびからぴょんと飛び出したリンドが、煙けむりをあげて元の姿に戻った。その光景を見て、リクが目を丸くする。リンドの事は先程話しておいたが、さすがに驚おどろいたようだ。

　中央に置かれた椅い子すにだらしなく座ったリンドに、ジャリスは口を尖とがらせた。

「そんな事ないわよ」

「いいや、あるね。女は一度嫌いになると、同じ空気を吸うのも嫌だっていいやがる。手の平の返し方は男じゃ真似まねできねぇ」

　低い机に置かれた果物の中から、リンドが葡ぶ萄どうを一ひと粒つぶ取って口に入れる。

「まあ、放っておけよ。目的はハーレムに馴な染じむ事じゃないんだし……」

　肩かたを竦すくめたリンドが、はっとしたように立ち上がった。扉を叩たたく音が聞こえたのだ。ジャリスが慌あわてて寝台の陰かげを指さすと、リンドが足音も立てずに移動して隠かくれた。

「はい、どうぞ……」

　ジャリスが寝台から立ち上がったと同時に扉が開いた。姿を見せたのは、ランプの精霊ジヤーンルーレルだ。ひらひらとひだのついた衣装が、相変わらずよく似合っている。まるで物語に出てくるお姫ひめ様のようだ。ルーレルは部屋に入ると、恥はずかしそうに微笑ほほえむ。

「ご主人様に、あなたが来てらっしゃると聞きましたので……。あんまり長居はできませんの。黙だまってきましたから」

　捜さがしに行こうと思っていたが、どうやら手間が省けたらしい。ジャリスは微笑むと、毛足の長い絨じゆう毯たんにルーレルを促す。ぺたんと座ったルーレルが、ふいに顔を顰しかめ、辺りを見回した。

「……魔物ジンの臭においがしますわ」

「へぇ、お前も結構鼻がきくな」

　すっと寝台の陰から現れたリンドに、ルーレルが顔色を変えた。

「ジャリス……。この方、人間じゃありませんわ」

　ルーレルが指さすと、リンドが黒い瞳ひとみを赤く染めた。ジャリスは慌てて、リンドを庇かばうように前に立つ。

「大丈夫よ、彼はリンド。シャイターンだけど、船の乗組員なの。わたしが連れてきたのよ」

　戸と惑まどうように眉まゆ根ねを寄せたルーレルが、はっとしたように、ジャリスの腰こしを見つめた。

「アブウ……それは、アブウの水差しですわね？」

　止める間もなく、ルーレルが素早い動きで水差しを摑みとり、愛いとしそうに頰ほおずりした。

「ああ、愛しい旦だん那な様。会いたかったですわ。早く出てきて下さいませ！　ターラが腕うで輪わを修理したら、あなたと結婚させてくれるって……」

「そんなっ！　そんな勝手な事いつのまに……っ」

　ぽわんと煙を上げて姿を現したアブウが、泣きそうな声で叫さけんだ。ルーレルは頰を赤く染めて、宙に浮うかんだアブウに飛びつく。

「ああ、アブウ。会いたかったですわ。やっぱり助けに来てくれたのですねっ」

　がばっと抱だきつかれ、アブウが勢いよく地面に落ちた。二人でごろごろ床ゆかを転がったが、それでもルーレルはアブウを放さない。

「私の旦那様。二十年前、ターラがあなたを封ふう印いんしたと聞いてから、ずっとずっと捜していましたの！　また会えるなんて夢みたいですわ。もう二度と放しませんっ」

　壁かべに激げき突とつしても、まだ離はなれないルーレルに、アブウが怯おびえて泣なき叫ぶ。

「いやー、助けてっ、ご主人様ーっ」

　ジャリスに助けを求めたアブウに、ルーレルがぴくんと反応した。

「ご主人様はターラでしょう？」

「違ちがいますー。今のご主人様はこちらのジャリス様ですぅ」

　アブウがジャリスを指さすと、ルーレルが目をぱちくりさせた。

「……そんなはずありませんわ。この間、ターラが宮きゆう殿でんに忍しのんできた時、アブウは自分の下げ僕ぼくだって言いましたもの。腕輪を修理したら、結婚させてやるって……」

「ターラ船長の話を真に受けちゃ駄だ目めですっ。今までも散々騙だまされてきたじゃないですかぁ」

　アブウが、必死でルーレルの腕から逃のがれようとしているが、無む駄だのようだった。ルーレルは涼すずしい顔で、がっちりとアブウの身体からだを捕つかまえている。

「ええ～、じゃあ、私の約束はどうなるのですか？」

　じたばた暴れるアブウだが、少しも自由にはなれない。やがて諦あきらめたのか、ため息をついた。

「そんなの無効ですぅ。それに腕輪の修理は、ご主人様の許可がないと駄目なんでしょう？」

　ルーレルがぐっと唇くちびるを突きだした。だが、そんなしぐさも可愛かわいらしい。

「え、えっと、とりあえず二人とも落ち着いて。……ルーレル、ターラの言うことは確かにあてにならないわ。あなたもターラを知っているなら、判わかるでしょ？」

　ルーレルが不満そうにしながらも、渋しぶ々しぶと頷うなずく。

「とりあえず、腕輪の修理をしてくれないかしら。どうしても指輪を捜さないといけないの」

　ルーレルがすっと真しん剣けんな顔をした。そうすると、見かけの年よりずっと大人びて見えた。

「ご主人様の許可がないと無理ですわ。……二十年前アブウが封印されてから、私はずっと彼を捜していたんです。五年前、色々あってヤナキム様がランプを手に入れてしまって……。それで彼がご主人様になったんですの。それ以来、ご主人様の許可がないと大きな魔ま法ほうが使えなくて……。アブウの封印が解かれたことは知っていましたが、そのせいで連れん絡らくを取る事ができなかったんです。でも私、毎日毎日水辺でアブウの名を呼んでいましたの。きっとアブウは助けに来てくれると祈いのりながら。そうしたら、奇き跡せきが起こったんです！」

　ルーレルの目がきらきらと輝かがやいた。アブウがぶんぶんと首を振ふる。

「違いますよぅ。奇跡じゃないです。きっと近くにきたから偶ぐう然ぜん通じただけ……」

「いいえ、奇跡です！　だって私とアブウは運命が決めた恋こい人びと同士なのですからっ」

　ルーレルが叫ぶと、アブウがひぃぃと悲鳴を上げて縮こまる。ぎゅっとアブウにしがみついたまま、ルーレルがジャリスを見上げた。

「ジャリス。お願いです。助けてくださいませ。……この宮殿もご主人様の命令で、湖ごと私が造りだした物です。維い持じするお金もみんな私が。でも私は、自由になりたいのです……」

　わあっと泣き出したルーレルの細い肩に、ジャリスはそっと手を置いた。

「助けたいのは山々よ。でもどうすれば……」

　ルーレルが、涙なみだで濡ぬれた顔を上げる。うっすら染まった頰が愛らしかった。

「ご主人様に内ない緒しよで、私の魔法のランプを捜して欲しいのです」

「ランプって……あなたが宿っている？」

「はい、ご主人様が宮殿のどこかに隠しているのです。でも私は、ご主人様の許可がないと勝手にランプを持ち出せなくて。……ランプを取り戻せば、私が自由になる方法がありますの。そうしたら、あなた達の望みも叶かなえてあげられると思いますわ」

　青い瞳を輝かせたジャリスは、膝ひざを折って身を屈かがめ、ルーレルに視線を合わせる。

「……判ったわ。約束する。わたし達だって、一月もここにいる訳にはいかないもの。必ずランプを見つけだして、あなたを自由にしてみせる」

　ルーレルが嬉うれしそうに目を細めた。ジャリスは立ち上がると、口元に手を当て考えこむ。

「じゃあまずはランプ捜しね。ルーレル、ランプがどこにあるかは判らないの？」

　うたかたの宮殿は、庭まで含ふくめると相当な広さがある。小さなランプを捜すのは、そうそう簡単ではないだろう。ルーレルが瞳を揺ゆらめかせた。

「判っています。でも口にはできませんし、案内するのも駄目なのです。そう命じられていますから。あっ、でも……」

　何か思いだしたのかルーレルが声を上げた。紫むらさきの瞳がジャリスを映す。

「ミリアルが何か知っているかもしれませんわ。彼女はハーレムの実質的な責任者ですし」

　柔やわらかいミリアルの笑えみを思い出したジャリスは、早さつ速そく作戦を練り始めた。
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　朝の眩まぶしい光がそそぐ中庭では、女性達が数人ずつに分かれて、思い思いの遊びをしていた。水辺で涼む者。チェスをする者。話に花を咲さかせている者様々だ。だがジャリスとリクが姿を見せると、シーンと辺りが静まった。

「ジャリス、こちらにいらっしゃい。私たち刺し繡しゆうをしているの」

　そんな中、声をかけてくれたのはミリアルだ。数人の女性と輪になって、布に華はなやかな柄がらを縫ぬい込んでいた。痛いほど突つき刺ささる視線を浴びながら、ジャリスは足早にそちらに向かう。

「あなたもどう？　ヤナキム様に使って頂く物を縫っているの」

　にっこり微笑んだミリアルが、脇わきに置いていた裁さい縫ほう箱をジャリスに差しだした。

「よかったら使って。あなたも何か作ったらいいわ。ヤナキム様が喜ばれるわよ」

　刺繡箱の中には、色いろ鮮あざやかな糸がいくつも入っている。ジャリスは戸惑いつつも頭を下げた。

「ありがとうございます……でもわたし、お裁縫は苦手で」

「大だい丈じよう夫ぶよ。心を込めて、一針一針縫えば、きっと殿との方がたは喜んでくださるわ。大事なのは、努力して創つくり上げる事よ。それにこの国では昔から、意中の殿方に手作りの物を差し上げる習慣があるの。それを身につけていれば、殿方は怪け我がをしないって言われているわ」

　ミリアルに言われて、ジャリスはじっと裁縫箱をみつめた。

（怪我をしない……か。あ、そうだっ）

　ジャリスはある事を思いついて目を輝かせた。ミリアルの側そばに座り込み裁縫箱を開ける。

「あの～、教えて頂けますか？」

　遠えん慮りよがちに言うと、ミリアルが微笑ほほえんで、ジャリスの身長の半分程の細長い布を取り出した。

「いいわよ。お裁縫が苦手だと言うなら、まずは腰こし帯おびに小さな刺繡をしてみたらどうかしら。全体的に刺繡するのは難しくても、一カ所だけ目立つように刺繡を入れると、とても素す敵てきよ」

「おい……ジャリス」

　細かく教えてくれるミリアルに習って、ジャリスが針と糸を使って奮ふん闘とうしていると、後ろからそっとリクが囁ささやいた。真剣に刺繡をしていたジャリスは、はっとする。

（あっ、そうだっ。情報を集めに来たんだった）

「え、えっと……みなさんハーレムに入って長いんですか？」

　まずは女性達……特にミリアルと仲良くなる、それがジャリスの考えだ。それとなくランプの事をきかなければならない。怪あやしまれないよう慎しん重ちように。

「ええ、私が一番長いわ。ヤナキム様がこの宮殿を造られる前からだから。次がマレーター」

　ミリアルが目で示したのは、最初にジャリスにくってかかった女性だ。今もジャリスを睨にらみつけ、目が合うとあからさまに嫌けん悪おの表情をする。

「ごめんなさいね。マレーターは気が強くて。いい子なんだけど」

「ミリアル様にかかると、みんないい子になってしまいますね」

　ミリアルの隣に座っていた女性が笑う。ミリアルが優やさしい表情で頷いた。

「だって本当にみんないい子達なんだもの。あのね、ジャリス。マレーターも他ほかの女の子達も、ほとんどがヤナキム様がつれて来た子達なの。みんなヤナキム様が大好きなのよ」

　頷く女性達を見て、ジャリスは思わず頰ほおを引きつらせた。

「ここにいる全員、口説いて回ったって事ですよね。なんて元気な……」

　呆あきれた声を出してしまったジャリスに、ミリアルの両りよう隣どなりにいる女性達が、慌あわてて首を振る。

「違うのよ。あのね、私達は凄すごく貧しくてね。まだこの国に奴ど隷れい制度があった時、売られそうになったの。私達を買ってくださったのがヤナキム様よ。でも自由にしていいと仰おつしやったの。だけど私達、ヤナキム様に恋こいをしてしまったから、自分達の意志でハーレムに来たのよ。ここにいる半分の女性達は、同じような境きよう遇ぐうなの」

　ジャリスは驚おどろいて目を見張った。とてもヤナキムがそんな男には見えなかったのだ。それでも女性達がヤナキムの事を話す時は、心底幸せそうな表情をしていた。えくぼが可愛らしい女性が、そっとジャリスに話しかける。

「マレーターはヤナキム様の妻になろうとしているけど、私達はあの方の側にいられるだけでいいの。ヤナキム様があなたを選んだのなら、私達は従うわ。ヤナキム様の幸せは私達の幸せ」

　別の女性が頷いて、こっそりと囁く。

「ええ、だから頑がん張ばってね。マレーターに負けないで。彼女、実はこの国の大臣の娘むすめなの。すんごくお高くとまってて、私達身分の低い女に冷たいの」

（が、頑張ってって言われても……）

　ジャリスは思わず口ごもる。ハーレムに長居するつもりも、ましてやヤナキムの妻になるつもりもない。返事できずに困っていると、女性達がジャリスの背後にいるリクに目をむけた。

「ねぇ、あなたはリクっていうんでしょう？」

　にっこりと微笑まれて、地味な黒い衣装を身につけたリクの顔が、かぁっと赤くなる。

「かわいいーっ、赤くなってる」

「緊きん張ちようしなくていいわ！　私達あなた達の味方なんだから。ああっ、あなた随ずい分ぶんと日に焼けてるわね。若いからって油断してるとしみになっちゃうのよ。でも肌はだは綺き麗れいだわ。つるつるーっ」

　女性の一人がリクのほっぺに触さわると、ミリアルの周りにいた女性達が全員集まった。

「リク、あなたそんな黒い衣装より、桃もも色いろがいいわよ。私の服着てみない？」

「髪かみ飾かざりもあるわ。お化け粧しようだってもっとした方がいいわよ。そばかす消す方法があるんだからっ。きっとお人形さんみたいに可愛くなるわよね。着せ替かえしましょっ」

「ええっ、ちょっと待って……。俺、ああ、いや、わたしは……」

　囲まれたリクがどうしていいか判らないのか、ジャリスに目をむけた。

（ごめん！　リク）

　だがジャリスは目で謝った。気付いたリクが泣き出しそうに顔を歪ゆがめる。しかしジャリスにとっては、みんながリクに群がっているのは好都合だった。

　ジャリスは、リクに化粧をし始めた女性達を優しく見守っていたミリアルにそっと近付いた。

「ごめんなさいね。みんな退たい屈くつしてるから、新しい人が来るとああやって遊んじゃうの」

　ミリアルが苦く笑しようしている。ジャリスはミリアルの隣に座り、声を潜ひそめた。

「あの、聞きたいことがあるんですが、この宮きゆう殿でんはランプの精が建てたって本当ですか？」

　かまをかけてみると、ミリアルがすっと真しん剣けんな表情になった。

「どうしてそれを……」

「ランプの精霊ジヤーンのルーレルとは、知りあいなんです。その関係でヤナキム様とも」

　ジャリスの囁きに、ミリアルも声を潜めた。

「だったら、ルーレルの事は内密に。みんなは彼女が精霊だとは知らないわ。ここでは、ルーレルは異国の少女という事になってるの。ヤナキム様のお知り合いのお嬢じようさんで、預かっているだけだって。……ランプの精霊は、人間に莫ばく大だいな富をもたらすわ。知られれば悪用する人間も出てくる。絶対に人前で口にしてはいけないわ」

　ミリアルにたしなめられて、ジャリスはそれ以上何も言えなくなった。

（この様子だと、ランプの在処ありかなんて教えてはくれないわよね……）

　無理に聞き出すのは得策ではない。ミリアルに不ふ審しん感をもたれるのはまずいと判わかっていた。

「いやーっ、ぬ、脱ぬがさないでっ。助けてーっ、ジャリスッ」

「あら、あなた案外胸がちっちゃいのね」

「大丈夫よ。今から大きくなるんだから。いやっ、こんな男の子みたいな下着つけてっ」

　そして目の前で繰くり広げられているお人形さんごっこも、これ以上放って置けなかった。
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「コダート！　手紙を預かってきましたよっ」

　バルク号の甲かん板ぱんから、海に夕日が沈しずみつつある光景を見つめていたコダートは、桟さん橋ばしから聞こえた声にはっとした。慌てて桟橋を見おろすと、にこにこしたミャンファが手を振ふっている。

　ジャリスが宮殿のハーレムに捕とらわれて、五日が経たっていた。コダート達はその間湖を調べて、宮殿に忍しのび込む手段を考えていたが、なかなかいい方法がみつからない。苦肉の策としてリクを女装させ宮殿に送り込んだが、連れん絡らくを取る術すべがなかった。そこで食料を届けるミャンファに、連絡役を頼たのんでいた。

「ありがとう、ミャンファ。待ってたんだ！」

　コダートは手を振り返した。だが嬉うれしそうにしていたミャンファが、はっと目を見開き、まるで恐おそろしい物でもみたかのように、ぶるっと身体からだを震ふるわせた。凝ぎよう視ししているのは、コダートの隣にやってきたシャルマだ。シャルマがそっと、桟橋からは見えない位置に身体をずらした。

「コダート、すいませんが、手紙を受け取ってきてください」

　微笑したシャルマに、コダートは眉まゆ根ねを寄せる。ふと頭にサンジャの顔が浮うかんだ。

（そういえば、サンジャはシャルマの事を嫌きらっていた……。アラバーナ大陸最速船決定戦の時も、タバラン国ではシャルマを訴うつたえようとする人達がいると、クアイ皇子が言っていたな）

　奴隷を管理する側にいたというシャルマ。シャルマにも事情があったはずだが、彼らに理解しろというのは、難しいのかもしれない。

　コダートは桟橋に降りると、おどおどしているミャンファから手紙を受け取った。

「あの……あの人、本当に乗ってるんですね」

　ミャンファがちらりと甲板を見上げる。怯おびえた様子に、コダートは思わず声を上げた。

「シャルマの事か？　あのな、シャルマはお前達が思っているような男じゃ……」

　だが最後まで聞かず、ミャンファが慌ててきびすを返した。

「あ、あの、これで失礼します。手紙は確かに渡わたしましたからっ」

　逃にげるように去っていったミャンファを見送りながら、コダートは目を伏ふせた。子供の頃ころ、奴隷としてある屋や敷しきで働かされていた事がある。当時の事はあまりよく覚えていない。いや、思い出したくなくて、心の中で封ふう印いんしてしまっていた。あの頃は自分をこき使う主人に憎にくしみしか持っていなかった。だからミャンファ達の気持ちも判るのだ。辛つらかった頃を思い出させる相手とは、会いたいとは思わない。

（だが、シャルマは違ちがう。今のあいつを知れば、きっと判るはずなのに……）

　心の中で呟つぶやきながら甲板へ戻もどると、シャルマが何事もなかったような顔で出で迎むかえる。

「ご苦労さまでした。コダート」

　コダートが頷うなずくと、どこからともなく現れたクアイが、手紙を横から奪うばい取った。シャルマがため息をつく。

「クアイ皇子、ちゃんと声に出して読んでくださいね」

「判っている！　なになに、……こちらの心配は無用。ルーレルに腕うで輪わを修理して貰もらうには、隠かくしてあるランプが必要。早さつ速そく捜そう索さく開始、以上。……なんだ、この簡素な手紙は！　もっとクアイ皇子会いたいとか、クアイ皇子助けてとかっ」

「そんな事が書いてあったら、その手紙は偽にせ物ものです」

　シャルマの冷静なつっこみに、クアイは言い返す余よ裕ゆうもないようだ。宮殿のある方角を見つめ、我が慢まんできないといった様子で叫さけんだ。

「やっぱり駄だ目めだ。心配でたまらない。俺達も宮殿に行くぞ！　ああ、そうだ。ジャリスの鳥笛を使おう。空を飛んで……」

「目立ちます。すぐにばれて捕つかまります」

　シャルマが片かた眼鏡めがねを押し上げる。クアイがぐっと唇くちびるを嚙かみしめた。

「な、ならば俺達も女装して……」

「体形的に無理です。鏡を見てください。死んでもあなたの女装姿なんて見たくありません」

　シャルマに言い返されたクアイが、考えこむように俯うつむく。だがやがて意を決したように顔を上げると、空に向かって叫び声を上げた。

「よし、もういい！　正面から行くぞっ」

「追い返されるだけだぞ」

　コダートが肩かたを竦すくめると、クアイはゆっくりと首を振った。

「いいや、実は一つ手がある。できれば使いたくなかったが、向こうが卑ひ怯きような手を使ってくるなら、こっちもそれなりの事をさせてもらう」

　にやりと笑ったクアイに、コダートはシャルマと顔を見あわせたのだった。
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「この部屋の掃そう除じをお願いね。これは新入りの仕事なのよ。たとえイクバルといえど、新入りは平等にしないとね」

　くすくすと笑うマレーターと取り巻き達に、ジャリスは内心うんざりしながら頷いた。物置だろう部屋は、家具が散乱し床ゆかには厚い埃ほこりが積もっている。ハーレムに入って五日が経つが、ジャリスは毎日力仕事や掃除ばかり命じられていた。本当はそんな事をする必要はない。侍じ女じよはちゃんと別にいるのだ。笑いながら去っていくマレーター達に、ジャリスは小さく呟く。

「なんて古典的ないじめ方。次はきっと靴くつに針とか入れる気ね」

「力ずくで来いってんだ。そうしたら負けないのにーっ」

　リクの叫びは痛い程ほど判る。表立って何も言わない所が質たちが悪い。ミリアル達は優やさしいが、マレーターのジャリスに対する態度はひどいものだった。ミリアルがいない時を狙ねらって、こうして仕事をいいつけるのだ。ジャリスは憤いきどおるリクに目をむけ、思わずぷっと吹ふき出した。

「わ、笑うなよっ、仕方ないだろっ」

　リクが着ているのは、可愛かわいらしい桃もも色いろの衣装だ。ひらひらとひだがいくつもあって、白い真しん珠じゆが鏤ちりばめられている。頭には同じく真珠の髪かみ飾かざり。ミリアルの取り巻き達が用意した物だ。

「可愛いわよ、リク。わたしが男だったら間ま違ちがいなく惚ほれるわ」

　お人形状態で遊ばれているリクは、毎日毎日女性達が用意した衣装を着せられていた。ジャリスよりも、よっぽどおしゃれで可愛いのだ。

「ちきしょーっ。こんな事になるなら、絶対来なかったのに！」

「しょうがないわよ。だってリク可愛いんだもの。女の子は可愛い物が好きなの」

「うぅぅぅ、可愛くなくていい……」

　うめき声を上げつつ口を尖とがらせたリクに、ジャリスは苦笑する。

「でもリクのおかげで、ミリアル達と仲良くなれたわ」

　ハーレムの女性達は、実質的な責任者であるミリアルと、大臣の娘むすめであるマレーターを筆頭に、二つの集団に分かれているようだ。表面的には穏おだやかだが、マレーターはハーレムを仕切るミリアルを敵視し、ミリアルは身分の低い女性達をいじめるマレーターに困り果てていた。

　ジャリスは大きく息をつくと、とりあえず目の前の仕事を片づける事にした。

「さあ、さっさと掃除しましょ。アブウ、床に水を流してくれない？　まず埃を洗い流して、それから床を拭ふき上げるから」

　ジャリスが気合いを入れるように、元気良く声をあげると、アブウが水差しから姿を現した。

「はーい、ご主人様ぁ、アブウにお任せ……」

　言い終わらない内に、ドドドォッと物もの凄すごい足音が扉とびらの外から聞こえてくる。びくんと身体を震わせたアブウが姿を消す暇ひまもなく、バタンと開いた扉から、ルーレルが飛びこんできた。

「アブウッ、私の旦だん那な様！」

　ルーレルが、がばっとアブウに抱だきついた。そのまま二人は勢いよく床を転がり壁かべにぶつかる。それでもうっとりと幸せそうな表情を浮かべたルーレルは、アブウを放さなかった。

「ルーレル、掃除するから、アブウと一いつ緒しよにそこに座ってて」

　すっかり見慣れつつある光景に、ジャリスは落ち着いた様子で比ひ較かく的てき綺き麗れいな椅い子すを指さした。ルーレルが目をぱちくりとさせる。

「掃除？　そんなの簡単ですわ」

　ルーレルがパチンと指を鳴らすと、瞬またたく間に部屋が綺麗になる。ぴかぴかに磨みがかれた床、新品のように生まれ変わった家具。大理石の机には、湯気の立つお茶まで用意されていた。

「す、すっごい！　あれ、でもご主人様の許可がないと、魔ま法ほうは使えないんじゃないの？」

　ジャリスが目を丸くすると、ルーレルはにっこり笑った。

「こんな簡単な事、魔法の内に入りませんわ」

「……どうせアブウは、水を流すくらいしかできませんよぅ」

　しゅんとして、泣き出しそうな声で呟いたアブウに、ルーレルが慌あわてて首を振ふる。

「あ、でも凄すごく大変な魔法です。うんうん、ランプがないのにできたなんて、奇き跡せきでしたわ！」

　アブウを思いやっての事だろう。ジャリスは思わず感心する。
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「あ、ありがとう。ルーレル」

「いいえ、とんでもありませんわ。アブウのご主人様なら、私にとってもご主人様ですもの。ねえジャリス、お茶にいたしましょう。お菓か子しもどうかしら。異国の焼き菓が子しですわ」

　ルーレルは片手でアブウの服を握にぎりしめたまま、もう片方の手で指を鳴らした。すると、机の茶器が勝手に動き出しお茶を淹いれてくれる。いつのまにか皿に並んだ焼き菓子まで現れた。

「すごーい、美味おいしそう！」

　ジャリスが椅子に座ると、ルーレルに抱きつかれたままのアブウが、うんざりと声を上げる。

「ルーレルゥ、いい加減放してください」

「嫌いやです～。だってやっとやっと会えたんですもの。私の旦那様」

　ぎゅっと抱きしめられたアブウが、ひぃぃぃと悲鳴を上げた。

「ねぇ、ずっと聞きたかったんだけど、アブウとはどうやって知り合ったの？」

　ジャリスが首を傾かしげると、ルーレルがにっこり笑う。

「え～恥はずかしいけど、教えてあげます！　そう、あれは数十年前の事ですわ。私はその時のご主人様の命令で、ある男を調べていましたの。その男の名はイジュタラ・シンリクット船長」

　ジャリスは思わず目を見開いた。ここでその名が出てくるとは思わなかった。

「そう、ターラですわ。私の当時のご主人様は、海かい賊ぞく同盟を創つくったターラに反発していた人でしたの。でも私、油断して捕まってしまって……。あの頃ころのターラは今とは違ちがって凄く冷たい人でしたわ。敵だと判わかって、ターラはすぐに私を殺そうとしたんです」

　目を伏ふせたルーレルに、ジャリスは息を吞のむ。ターラがいい加減なだけの男ではないと判っていた。それでもこうやって話を聞くと、自分の祖父ながら恐おそろしいと感じてしまう。

「そんな時、ターラと一緒に旅をしてたアブウが、私を庇かばってくれましたの。剣けんを振り上げたターラの前に飛び出して、きりりと凜り々りしい顔をして、殺さないでくれって言って。かっこよかったですわ～、あの時のアブウ、皇子様みたいで。私その時思いましたの。運命だって！」

　夢見るように瞳ひとみをきらきらとさせたルーレルに、アブウがぶんぶんと首を振る。

「違いますよぅ。同じ精霊ジヤーンだから、何とか助けられないかなぁって思っただけですぅ。別にそんなに深い意味は……。それにターラ船長の前に飛び出したりなんてしてませんよぅ。陰かげからこっそりと、殺すより情報を聞き出した方がいいって言っただけですぅ」

　ルーレルとアブウの話は、明らかにずれていた。アブウの事をよく知っているジャリスには、どちらが本当の事を言っているのかよーく判っている。もちろんアブウだろう。だが、恋こいする乙女おとめのルーレルは、アブウの言葉を無視して、頰ほおを染めたまま話し続けた。

「アブウのおかげで私は助かりましたの。アブウは、私が何も喋しやべらないよう命令されているのを知って、ご主人様が誰だれかを調べてくれましたのよ！」

「それも違ちがいますぅ。調べたのはターラ船長で、アブウはただついていっただけ……」

　アブウの言葉をまたもや無視したルーレルは、うっとりと呟つぶやいた。

「そしてアブウは、ご主人様からランプを取り戻もどして、私を自由にしてくれましたの。私その時決めたんです。絶対にアブウを旦那様にするって。それからずっとずっと彼を追いかけていますの。でもアブウは恥ずかしがって、なかなか素す直なおになってくれませんのよ。私、アブウ好みの女性になろうと頑がん張ばっているのに……」

　ルーレルが悲しそうに紫むらさきの瞳を揺ゆらめかせ、アブウの腕うでをぎゅっと摑つかんだ。

「ア、アブウは別に恥ずかしがってなんかないですーっ。大体ランプを取り戻したのだって、ターラ船長じゃないですかぁ。アブウは何にもしてないんですよぅ」

「アブウ、謙けん遜そんしなくていいですわ。あなたが私に内ない緒しよですごーく頑張ってくれたのは判ってるのですから。私いい奥さんになりますわ。あなたの為ためなら何でもします。ね、愛いとしい旦那様」

　身体からだをすり寄せたルーレルに、アブウは悲鳴を上げる。ジャリスは思わず顔を引きつらせた。

（うーん、この何でも自分の都合のいいように考える所。すごーく覚えがあるんですけどっ）

　ジャリスの頭に、クアイのにやけた顔が浮うかんだ。ジャリスは慌てて頭かぶりを振って気を取り直すと、幸せそうにアブウに抱きついているルーレルに話しかけた。

「ルーレル、アブウが好きなのはよく判ったわ。ところでランプの在処ありかなんだけど……」

「見つけたのですか？」

「ううん、まだなの。リンドがこっそり調べてくれているんだけど、やっぱり何か手がかりがないと。ヤナキム様は隣となりの部屋だし、訪たずねて行ってそれとなく聞きだそうかとも思うんだけど、ハーレムの女性達に見張られてて、なかなか二人っきりになれないのよね……」

　ジャリスは焼き菓子を頰ほお張ばりながら小さく息をついた。さくさくとした食感とちょうどいい甘さが口に広がり、何だか幸せな気分になる。だが今はそれをじっくり味わっている暇はない。

「ミリアルはどうでした？　彼女は何か知っていたでしょう？」

「ランプの事は、絶対に口にしちゃ駄だ目めだって」

　ミリアルの口は堅かたい。ランプの事になると、にっこり笑って話をすり替かえるのだ。強ごう引いんに聞き出すわけにもいかず、ジャリスは困り果てていた。

　考えこんでいたルーレルが、何か思いだしたように、はっとして口を開いた。

「そういえば、ご主人様はよく早朝に起きて、朝日を眺ながめるのがお好きみたいですわ。庭に東あずま屋やがあるのですが、そこからの眺めは素す晴ばらしいし、一人で考え事をするのにちょうどいいと」

　ジャリスは思わず立ち上がる。目を輝かがやかせて、ルーレルに頭を下げた。

「あ、ありがとう。ルーレル。わたしそこに行ってみるわ」

　拳こぶしを握りしめたジャリスを見て、ルーレルが嬉うれしそうに、にっこりと笑った。
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　もうすぐ朝日が昇のぼる時刻だ。リクとアブウを部屋に残し庭を訪おとずれたジャリスは、湖の近くにある東屋で一晩をあかした。大理石で出来た東屋は、大きく張り出した屋根を四本の支柱が支え、つるつるとした床ゆかには寝ね椅い子すが置かれている。そこに座すわって必死で針と糸と格かく闘とうしていたジャリスは、手元の暗さに顔を顰しかめた。

「リンド、もっと明かりをちょうだい」

　小さくなったリンドが、両手で持っている炎ほのおの固まりで、ジャリスの手元を照らしていた。

「お前、一晩中何やってるんだよ。雑ぞう巾きんなんか縫ぬってどうするんだ？」

　ジャリスが刺し繡しゆうしている腰こし帯おびを見たリンドが、呆あきれたように呟いた。

「ひ、ひどいっ。これ、腰帯に刺繡してるのよっ」

「はあっ、腰帯!?　どうみたって細長い雑巾だろ。大体、その配色は何だよ。気持ち悪いぜ」

　確かに手に持った腰帯には、黒と青と赤の刺繡糸が使われている。だが、縫い目はがたがたで、何を刺繡しているのか、ジャリス自身にも判らなくなっていた。

「い、一応、孔く雀じやくの羽を……」

　庭にいる孔雀を見つめたジャリスに、リンドが呆れたようにため息をついた。

「孔雀の羽はそうじゃないだろ。女物なら、花とかもっと簡単なのにしろよ」

「……女物じゃないもの」

　口を尖とがらせて呟くと、リンドがにまっと笑った。

「男物なのか？　隅すみにおけねぇな。誰にやるんだ？」

「ひ、秘密！」

　顔を真っ赤にしたジャリスを見て、リンドがふふっと笑った。

「ヤナキムにやるんじゃないだろう。ってことは、乗組員の誰かか？」

　ジャリスがぎゅっと口を噤つぐむと、リンドが肩かたを竦すくめる。

「まあいいさ。でももうちょっと綺麗に縫わないと、貰もらう方も迷めい惑わくだぜ。力ちから一いつ杯ぱい握にぎりしめて縫うから、布もよれよれだしよ。だから雑巾にしか見えねぇんだ。ほら、新しい布出せよ。男物なら青とか緑とかがいいぜ。それから糸は……」

　リンドに指示されて、ジャリスは慌てて新しい緑の布と、糸を取り出した。

「ここをこうしてな」

　リンドに言われた配色と構図を思い浮かべたジャリスは、思わず笑みを浮かべる。

「そうかぁ、それなら綺き麗れいにできるかも」

　正直、先さき程ほどまでの刺繡はさすがにジャリスもひどいと思っていた。かすかな希望を見いだしたジャリスは、針に新しい糸を通す。

「まあ縫い目はお前次し第だいだが、これなら何とか見み栄ばえも良くなるだろ」

　更さらに炎を大きくして手元を明るくしてくれたリンドに、ジャリスは微笑ほほえんだ。

「ありがとう、リンド」

「気持ち悪いもん見せられるのはごめんだからな」

　リンドの憎にくまれ口に、ジャリスは思わず苦く笑しようする。

「やっぱりリンドは優やさしいわ。いざという時は助けてくれるし。ハーレムでわたしを置いて姿を消したのだって、男の自分がみつかるとまずいって思ったからでしょ。わたしは女だから、ばれてもまだ言い逃のがれはできる。そう思ったから、小さくなって様子を見てたんでしょ」

　リンドが顔を顰めて、ふんっと鼻を鳴らした。

「そんなんじゃねぇよ。面めん倒どうはごめんだから、お前だけおいて逃にげたんだよ」

「素直じゃないんだから」

　リンドが嫌そうに顔を背そむける。だが、頰がうっすら赤くなっているのを、ジャリスは見み逃のがさなかった。しばらくそうしていると、リンドがはっとしたように声をあげた。

「誰か来るぞ」

　リンドがさっと炎を消すと、素す早ばやくジャリスの腰帯に隠かくれた。辺りが急に暗くなり、ジャリスは慌あわてて裁さい縫ほう箱に布と針を戻す。姿勢を正すと、背後から声がかけられた。

「……ジャリス？」

　振ふり向くと、驚おどろいた顔をしているヤナキムが立っていた。ジャリスはゆっくりと頭を下げる。

「こんばんは。ヤナキム様」

　ヤナキムがすぐに穏おだやかな顔になって、ふっと微笑んだ。

「そろそろ朝日の昇る時間だよ。挨あい拶さつは……おはようかな」

　ヤナキムがジャリスの隣に腰こし掛かけ、目の前に広がる湖を指さした。

「ここから見る朝日は最高だよ。君とどちらが綺麗だと聞かれれば、迷うほどだ」

　さらっと気障な事を言いながら、肩を抱だこうとしたヤナキムの腕から、ジャリスはすっと逃れる。ヤナキムは苦笑して、まだ暗い湖に目をやりながら話しかける。

「ハーレムには慣れたかい？」

「はぁ、なんとか……」

　ジャリスは内心でため息をつく。ハーレムでは毎日毎日遊んで暮らせる。傍はたからみれば幸せそうだが、海を旅して色んな人達に会う喜びを知っているジャリスには、退たい屈くつ極きわまりなかった。

「ミリアルは、君の面倒を見てくれているかな。不便な事があったら言ってくれ」

「不便な事なんてないです。ミリアル様もよくして下さるし。昨日はミリアル様達と一いつ緒しよに、ハーレムで流行はやっている謎なぞかけの遊びをしたんです」

「ああ、僕も大好きだよ。……そうだ。一つ僕から謎かけをしてあげる」

　ジャリスは思わず首を傾かしげた。ヤナキムが珍めずらしく真しん剣けんな表情をする。

「この世に生まれる前からあって、逃れられない物はなんだ？」

　だがすぐにいたずらっぽい表情になったヤナキムに、ジャリスは目を瞬またたかせて口ごもる。

「え、えっと……」

「ああ、いいよ、答えは今でなくても。判わかったら言いに来て。僕の部屋までね。昼でも夜でも構わないよ、君は僕の可愛かわいい子こ猫ねこちゃんだからね。いつでも大だい歓かん迎げいだ」

　ジャリスは思わず呆れてしまう。ヤナキムは気き障ざな台詞せりふをハーレムの女性達に捧ささげている。しかもまんべんなくだ。

「みんなに同じ事をいうんでしょう？」

「ふふっ、やきもちかい？　心配しなくていいよ。僕はみんなに平等だ。みんなを愛している。もちろん君もね」

「みんなを愛しているというなら、誰だれも特別に愛していないのと一緒ではないですか？」

　ジャリスは、ずっと思っていた事をつい口にだしてしまう。これだけの女性達を集め、それでも誰も妻にしないというヤナキムのやり方が、どうしても理解できない。

「……違ちがうよ。僕はみんなを愛しているんだ。ただ、運命の女性は一人だけ。その女性にはまだ出会えていない。一度だけ、たった一人の女性になりえる人と出会ったんだけどね」

　急に憂うれい顔になったヤナキムに、ジャリスは首を傾げた。

「その人とは？」

「彼女とは結ばれない運命なんだ。僕がもう一つ大切にしている物と、はかりにかけなければならなかった。僕は愛より、もう一つの大切な物を取ったんだ。今でも後こう悔かいしているけどね」

　苦笑したヤナキムに、ジャリスは驚いて目を見張る。ヤナキムが女性より大切にしているものとは一体何なのだろうか、と。

「まあ、今いま更さら言っても仕方ないけどね。……もうこんな話は終わりにしよう。ああ、そうだ。クアイが今日宮きゆう殿でんに来るよ。あいつ、手紙を僕に寄よ越こしてね。自分達を招かないなら、父や世間にルーレルの事をばらすと脅おどしをかけてきた。魔ま法ほうのランプを持っていると知られるのはちょっとまずいからね。一日だけ、許可してあげる事にしたよ。まったく乱暴なんだから」

　ヤナキムが、ぶつぶつとクアイの悪口を言いながら顔を顰める。ジャリスはみんなに会えると思うと、どくんと胸が高鳴った。どんな贅ぜい沢たくな暮らしよりも、船に乗って海風に吹ふかれながら、みんなと旅をしている方がずっといい。だが顔には出さず、気になっていた事を質問した。

「クアイ皇子は弟でしょう。なぜそんなに嫌いやがるんですか？」

「あいつが嫌きらいだからさ。だってあいつは幼い頃ころから頭もよくて、武道にも長たけてた。何より先見の明を持ってた。父でさえ、あいつが子供の時から政治について相談をしていた。兄である僕は何一つ敵かなわなかったよ。出来の良すぎる弟を持つと兄は苦労する。何より……」

　ぐっとヤナキムが唇くちびるを嚙かんだ。悔くやしそうな様子に、ジャリスは思わず心の中で呟つぶやく。

（こんな辛つらそうな表情初めてだわ。きっとヤナキム皇子も苦労して……）

　だが急に怒いかりで顔を染めたヤナキムが、拳こぶしを握にぎりしめた。

「そう、何よりあいつは女にもてたんだ。僕が狙ねらっていた女性達も、クアイが声をかけるとあいつになびく。それが一番許せない。しかもあいつは、群がる女性達を相手にもしないっ。なんてもったいない！」

　珍しく声を荒あららげたヤナキムに、ジャリスはびっくりしてしまう。その内容にもだ。

「クアイを世よ継つぎにと父に頼たのんだのは僕だ。あいつが有能なのは僕だって認めているし、僕も運命の女性を探さがす為ための自由を手に入れられる。だけど好きかと問われれば、嫌いだと答えるね。あいつの女性に対する態度が許せない。あいつはどれだけ美しい女にいいよられても、見向きもしない固い男だ」

「……噓うそ、絶対噓」

　思わずジャリスは、ぶんぶんと首を振った。ジャリスの知っているクアイは、ヤナキムに匹ひつ敵てきするほどの甘い言葉と押しの強さを持っている。それはよーく身にしみていた。

「本当だよ。だけど二年前からあいつは変わった。たまに王宮に行くんだが、そうすると君の話ばかり。君がどこにいるだの、何をしているだの。あげくには国内の呪じゆ術じゆつ師しと科学者を集めて、何やら妙みような道具を作らせ始めた。そしてとうとう君を追いかけて、旅に出てしまった」

　ヤナキムが、驚いているジャリスを覗のぞき込むように顔を近づけた。

「知っているかい？　王宮の中にはクアイが恋こいにおぼれたせいで、君の事を悪く言う人間もいる。僕はそんな事は思ってないけど、君の事を〝傾けい国こく〟だと言う奴やつまでいるんだ」

　傾国という言葉はジャリスも知っている。女が色いろ香かで国や城を滅ほろぼす、という意味だ。

「わ、わたしはそんな……っ」

　あまりに的はずれな話に、ジャリスは思わず立ち上がって叫さけんだ。ヤナキムが肩かたを竦すくめる。

「判っているよ。クアイが勝手に追いかけているだけだ。君は本当は嫌なんだろう？　だったらはっきり言ってやったらどうかな。嫌いだから、追いかけないでくれと。何だったら、僕と仲がいいところをみせつけてやればいい。君だってあいつに迷めい惑わくしているんだろう？」

（た、確かに、迷惑は迷惑なんだけど。でも……）

　言葉に詰つまって黙だまり込んだジャリスに、ヤナキムが微笑んだ。

「僕は今まで、女性をないがしろにしてきたあいつが許せない。だからあいつに一度、恋の痛みを味わわせてやりたい。君はクアイの束そく縛ばくから逃げられる。一石二鳥じゃないか。ああ、そうだ。うまくできたら、ルーレルに君の腕うで輪わとやらを修理させてもいいよ」

　ジャリスは、はっとして顔を上げた。ヤナキムがゆっくりと頷うなずく。

「どうかな、ジャリス。悪い話じゃないと思うよ。僕の提案を受け入れて欲しいな」

　ほくそ笑えむヤナキムに、ジャリスは戸と惑まどうように青い瞳ひとみを揺ゆらめかせた。
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　太陽が真上に来る頃、コダートはシャルマとクアイと一緒に、うたかたの宮殿を訪おとずれていた。

　クアイの脅きよう迫はくがきいたようで、すんなり中庭に通される。一緒に橋を渡わたった十人ほどの商人達が、中庭に商品を広げていた。商人といえど、男子禁制のハーレムに入れるのは庭までだ。

（これだけのハーレムなら、いくらでも売れるだろうな。三倍の値で買い取ると言っていたし）

　元々商人だったコダートは、思わず並べられた商品を値ね踏ぶみした。女性達の集つどうハーレムは、商人にとっては最高の市場だ。女性達は主人に愛されようと競きそって美を追求する。少しでも他人と違ちがうおしゃれをしようと必死だ。珍しい異国の衣装だと言えば、金に糸目をつけない。だが宮殿からこちらを見つめている女性達の今の興味は、商品ではないようだ。

「あの三人は誰かしら？　商人じゃないわよね」

「ええ、ねぇ、あの茶色の髪かみの人綺き麗れいな顔。片眼鏡が似合ってる」

「あら、あの切れ長の目の方も素す敵てきよ。色気があるわ。大人な感じ」

「ううん、一番若い人もいいわ。撥はねたみたいな黒くろ髪かみが可愛い」

　遠巻きにきゃぴきゃぴと騒さわぐ女性達に、コダートは顔を引きつらせた。シャルマが涼すずしい顔で問いかける。

「どうしました？　コダート」

「いや……女が何人もよると、かしましいと思って」

「ああ……そういえば」

　シャルマが宮殿に顔を向けると、女性達が黄色い歓かん声せいをあげた。だがシャルマは顔色一つ変えない。隣となりに立っているクアイも同様だ。

「ジャリスはどこにいるんだっ」

　興味はそこにしかないらしく、熱い視線を送る女性達に見向きもしなかった。

（うーん、クアイ皇子のように、押しが強い方がいいのか？……あ、いやいや、絶対にジャリスは嫌がるだろう。逆効果だ）

　コダートは、中庭をきょろきょろ見回すクアイを見つめて、心の中で呟いた。どうジャリスに接すればいいのか、判らないでいた。まだ恋こい心ごころに気付く前の方が、ジャリスと自然に話せたように思う。優やさしくしようとするあまり、ジャリスとぎくしゃくしてしまっていた。

　コダートがため息をついた時、遅おくれてきたのか、慌あわただしく一人の商人が中庭に入ってきた。荷を担かついだ商人は、ふとこちらに目を向け、驚おどろいたように足を止める。

「お前……十六番か？」

　中年のひげを生やした商人が、シャルマを凝ぎよう視しして訝いぶかしげな声をあげた。

「あなたは……」

　眉まゆ根ねを寄せて呟いたシャルマに、商人はずかずかと近寄ると、怒りで顔を真っ赤に染めた。

「生きてたって本当だったんだな。覚えてるだろ、トフカフだ。鉱山に出入りしていた商人の」

　憎にく々にくしげに声を荒らげたトフカフに、シャルマがすっと目を伏ふせた。

「よくこの国に平気な顔して帰って来られたな。お前が裏切ったせいで、俺達商人がどれだけ被ひ害がいを受けたと思ってる。鉱山だって奴ど隷れいがいなくなっちまったから、正規の賃金で人を雇やとわなきゃならなくなった。そのせいで金こん剛ごう石せきの値段もあがっちまったんだ。みんなお前が大臣を密告したせいだぞ。まったく、お前を訴うつたえるって話もあったのに、いつのまにか立ち消えになっちまったし。だが帰ってきたのなら……」

　ほくそ笑んだトフカフに、クアイが腰こしの剣けんをすっと抜ぬいた。そのまま素早くトフカフの喉のど元もとに当てる。ひっと喉の奥で悲鳴を上げたトフカフを、クアイが睨にらみつけた。

「こいつは十六番じゃない、シャルマだ。言い直せ」

「何だ、お前っ、こんな事してただですむとでも……」

　トフカフがすごむように低い声を出すと、クアイが口角をつり上げた。

「田舎いなか者が。俺の事を知らないのか？　俺はクアイ。この国の皇子だ。奴隷解放を命じたのは俺だ。シャルマへの訴えを取り下げさせたのも俺だ。文句があるなら俺に言ってみろ！」

　冷たく言い放ったクアイに、トフカフが目を見開いた。

「ク、クアイ皇子……。あ、いや、俺、私はそんなつもりでは……」

「お前達のような商人は、この国への出入りを禁止させる事もできる。嫌なら別にこの国で商売をする必要はない。出て行け！」

　有う無むをいわせぬ迫はく力りよくに、トフカフがぶるると震ふるえた。

「めっそうもございません……。クアイ皇子に逆らうなんてとんでもない！」

　手の平を返したように、うすら笑いを浮うかべたトフカフを、クアイが更さらに冷たく見み据すえた。

「シャルマのした事は正当なものだ。横領していた大臣の証しよう拠こを集めたんだからな。金剛石だって値段が上がった訳じゃない。お前達商人が、奴隷達を使って賃金を安くしていた分、仲ちゆう介かい料を高く取っていただけだろう。今が正常な状態なんだ。シャルマは父である国王スルタンから恩おん赦しやを貰もらっている。シャルマを訴えるなど、この俺がゆるさん！」

　怒ど鳴なりつけたクアイに、コダートは内心驚いていた。クアイとシャルマはお世辞にも仲がいいとはいえない。むしろクアイはシャルマの事を敵視している。なのに庇かばうとは思わなかった。

「シャルマに謝れ！」

　クアイの冷たい眼まな差ざしに、トフカフが慌ててシャルマに向き直る。

「も、もうしわけ……」

「もういいです。お仕事の最さい中ちゆうでしょう？　行ってください」

　だがシャルマは最後まで言わせず、目を伏せたまま呟いた。戸惑ったのか、トフカフがクアイを見つめる。クアイはため息をついて、トフカフにむこうにいけと目で合図した。慌ててトフカフがその場を後にする。トフカフの背中を睨んでいたクアイが、シャルマに目をむけた。

「お前……どうして昔の事になるとそうなんだ。昨日ジャリスの知りあいが船を訪たずねて来た時だって隠かくれただろう。お前は堂々としていればいいんだ。何も悪いことはしていない」

　腰に手を当てたクアイに、シャルマが苦く笑しようした。

「そういう訳にはいきません。ミャンファ達が奴隷だった時、私は彼らを管理する側にいたんですから。随ずい分ぶんと恨うらまれるような事もしました」

「それがお前の仕事だったんだろう。お前だって身分は奴隷だったんだ。命じられた仕事に逆らえるはずがない」

　シャルマがクアイを眩まぶしそうに見上げ、そっと微笑ほほえんだ。

「私は色んな所から恨みを買っています。私を庇うと、あなたの名前に傷がつきます」

「かまわんっ。俺は正しい事をしたまでだ。アラバーナ大陸最速船決定戦の時、お前にかけられた訴えをとりさげるとジャリスに約束した。それに、バルク号の副船長であるお前への侮ぶ辱じよくは、船長であるジャリスへの侮辱だ。この国でお前に何か言う奴は、俺がゆるさない！」

　クアイはそのままシャルマに背を向け、少しだけ声を落とした。

「大体お前が元気がないと張り合いがないだろう。お前は俺の最大の好敵手なんだからな」

　どんな顔をして言っているのか、コダートは見てみたいと思った。少しだけ見えるクアイの横顔が赤くなっている。肩を怒いからせて歩き出したクアイに、シャルマが苦笑した。

「ああいう所は、本当に律りち儀ぎですね」

「ああ、あいつが世よ継つぎで、この国は大だい丈じよう夫ぶなのかと思っていたが」

　コダートも苦笑すると、シャルマは静かに頷いた。

「この国は生まれ変わろうとしています。二年前ジャリスがまいた自由という名の種を、クアイ皇子が育ててくれている。感謝しなければ」

　初めて聞く、クアイへの誉ほめ言葉だった。けんかばかりだが、お互たがいの事を認めているのだろう。コダートはゆっくりとシャルマに目を向けた。

「だが、種をまくのに協力したのはお前だろう？　クアイ皇子の言うとおり、堂々としていればいいさ。お前は俺達の船の副船長なんだし」

　シャルマが珍めずらしく嬉うれしそうに微笑む。初めて見る表情にコダートは驚きつつも、胸が熱くなる。だが、一つ気になっていることがあった。

（……シャルマが最大の好敵手って事は、俺は端はなから相手にされてないって事だな。……やっぱり今のままじゃ駄だ目めだ。俺の存在感が薄うすすぎる。もっとジャリスが喜ぶような事をしないと）

　焦あせりを覚えたコダートだが、結局何が一番ジャリスの為ためになるのかは判わからないままだった。




「クアイ皇子、お久しぶりにございます」

　案内された広間にコダート達が入ると、女性が一人進み出た。柔やわらかい笑えみの女性に、クアイが顔を綻ほころばせる。

「ミリアル、久しぶりだな。元気そうで何よりだ。ヤナキムのお守もりは大変だろう。父が王宮に戻もどって来いと言っていたぞ。侍じ女じよ頭だったお前にいなくなられて、困っていたからな」

　クアイが微笑むと、ミリアルが品のある物もの腰ごしで、ゆっくりと頭を下げる。

「ミリアルは僕の子こ猫ねこちゃんだぞ」

　背後から声をかけたのは、ヤナキムだ。その後ろには、目を伏せたままのジャリスがいる。無事な姿に一安心したコダートだったが、すぐに様子がおかしいと気づいた。久しぶりに会えたというのに、ジャリスはコダート達を見ようともしないのだ。

「ジャリスッ。無事か？　何もされていないだろうな。ああ、君に会えなくて俺は……」

　駆かけ寄ろうとしたクアイを遮さえぎるように、ヤナキムがさっと腕うでを広げた。

「勝手に触さわらないように。ジャリスも僕の子猫ちゃんなんだから」

「ふざけるな！　大体お前は……あっ」

　クアイが息を吞のんで言葉を止める。ヤナキムが馴なれ馴れしく、ジャリスの肩かたに手を回したからだ。驚いた事に、ジャリスは嫌いやがるそぶりを見せない。俯うつむいたままじっとしている。

「ジャリスから手を放せーっ」

　クアイが怒いかりで顔を染めた。ほくそ笑んだヤナキムが、傍かたわらのジャリスに囁ささやきかける。

「ジャリスは嫌がってないよ。そうだね？　ジャリス」

　聞かれたジャリスが、浮かぬ表情で小さく頷うなずく。

「ほら、ごらん。嫌じゃないって。大体お前は愛情を押しつけすぎだ。だから嫌きらわれるんだ」

「そんなはずないだろう。ジャリスは俺を愛しているんだ！」

　言い切ったクアイに、ヤナキムは更にジャリスの身体からだを引き寄せた。

「ジャリス、どう思っているか、言ってあげなさい」

　だがジャリスは、目をきょろきょろさせて口ごもっていた。ほんの少しだけ目を伏せたヤナキムが何事か囁きかけると、ジャリスがはっとしたように顔を上げた。

「えっと……あの、き、嫌いというか、ちょっと迷めい惑わくというか……」

　もごもごと話すジャリスに、クアイの目が見開かれた。

「……くっ、お前が言わせているんだろう、ヤナキム！」

「そんな事ないさ。それに迷惑がっているのは確かだろう。僕が調べた所によると、お前はジャリス達の邪じや魔まをしてばかりだそうじゃないか」

　クアイがぐっと言葉に詰つまった。コダートも、確かにそれはそうだと内心で呟つぶやく。今までのクアイの言動が、かなり迷惑なのは確かだ。だがシャルマがすっと片かた眼鏡めがねを押し上げた。

「いいえ、そんな事はありませんよ。クアイ皇子のおかげで助かっている事もあります。サウルナ国では、彼のおかげで国王暗殺未み遂すい事件を解決できました」

　シャルマがクアイを庇った事に驚おどろいていたコダートだが、すぐにその意図に気づいた。

「……そうだな、サウルナ国のシャリフ王は、クアイ皇子に感謝の言葉を贈おくられた。海かい賊ぞく同盟の盟主も、クアイ皇子の事を頼たよりにしている……はずだ。ヤナキム皇子、俺達はジャリスの性格をよく知っている。あなたが言わせている事は判っているんだ。どうせ、腕うで輪わの修理をしてやるとか交こう換かん条件をだしているんだろう？」

　視線を鋭するどくすると、ヤナキムがふんっと鼻を鳴らす。クアイの表情に喜びの色が溢あふれた。

「お、お前達、そんなに俺の事を……」

　感かん極きわまったように声を上げたクアイを見て、ジャリスがヤナキムの腕をばっと振ふりほどく。

「やっぱり、こういうのはよくないと思うのっ」

　ジャリスの顔に耐たえられないと書いてあった。ヤナキムに向きなおり、びしっと言葉を放つ。

「ヤナキム皇子。クアイ皇子とちゃんと話し合ってください。アラバーナ大陸が危険にさらされている今、タバラン国の皇子二人がいがみ合っている場合ではありませんっ」

　叫さけんだジャリスに、驚いたように目を丸くしたヤナキムが、すぐに真しん剣けんな表情を浮かべた。
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「マレーター様。これは異国で流行の〝爪つめ染め〟です。こうして、爪に塗ぬって……」

　ハーレムの女性達は、商人の訪おとずれを心待ちにしていた。特にマレーターは、自分を飾かざることに熱心だ。本来なら、商人は庭までしか入れない。だがマレーターは、顔見知りの商人であるトフカフを、内密で自室に呼び入れた。トフカフが持ってくる異国の品々を他ほかの女達に取られたくないからだ。マレーターは、トフカフに塗ってもらった赤い爪を見て、笑みを浮かべる。

「綺き麗れいね。これは足の爪に塗ってもいいの？」

「もちろんです。それからこちらは、サウルナ国から仕入れてきたばかりの新商品。頰ほおをばら色にみせる頰ほお紅べにと、髪かみの毛を巻いて豊かにみせる調ちよう髪はつ器……」

　トフカフが次々取り出す商品に、マレーターは目を輝かがやかせる。

「全部貰もらうわ。いい？　他の女に売っては駄目。私だけにして。その代わり五倍の値を払はらうわ」

　今日の買い物の総額は、庶しよ民みんなら一年は暮らせる程ほどだ。だがマレーターは気にしない。大臣の娘むすめとして幼い頃ころから贅ぜい沢たくに慣れ親しんでいる。それにハーレムの主人であるヤナキムは、綺麗になる為に使うお金に寛かん大だいだった。

「あの女より綺麗にならなくっちゃ」

　マレーターの頭に、ジャリスの顔が浮うかんだ。輝く青い瞳ひとみに、波打つ豊かな金色の髪、白い肌はだは見たことがないほど艶つやがあった。きつい仕事をいいつけても文句一つ言わず、ミリアル達にも可愛かわいがられている。何よりヤナキムの彼女を見る目が、他の女達と違ちがうのだ。マレーターの女の勘かんが、彼女が本当にヤナキムの〝特別〟なのだと囁いていた。

「ああ、そうでした。マレーター様、サウルナ国に商品の買い付けに行っていたので少々届けるのが遅おくれましたが、お父上からいつもの手紙を預かっています」

　トフカフが差しだした手紙を、マレーターは眉まゆ根ねを寄せて受け取った。ハーレムは完全に外とは隔かく離りされた世界。たとえ親兄弟でも主人の許しがなければ、手紙のやりとりもできない。だがマレーターは、元々は父が懇こん意いにしていた商人のトフカフを通じて、内密に家族と連れん絡らくを取り合っていた。マレーターは手紙を睨にらみつけ、ぽいっと傍らに放りやる。

「お読みにならないのですか？」

「いいわ。どうせ、早くヤナキム様と結けつ婚こんしろって書いてあるんだもの」

「ヤナキム皇子……いや、ヤナキム様は、相変わらずのようですね」

　トフカフは商人の中で唯ゆい一いつ、ヤナキムが皇子である事を知っている。昔は王宮にも出入りし、鉱山の管理をしていた大臣と親しかったからだ。しかし二年前の奴ど隷れい解放事件で大臣が横領の罪で捕つかまり、今では庶民相手の商人になってしまっていた。

「ええ、でもヤナキム様は第一皇子。世よ継つぎではないにしろ、彼と結婚すれば王族の仲間入りができるわ。私が絶対に彼のハトゥーンになってみせる」

　マレーターの決意は固かった。父からもヤナキムを早く射止めろと催さい促そくされている。何よりマレーターは、ヤナキムに初めて甘い言葉を囁かれた瞬しゆん間かん、恋こいに落ちていた。

「あの女には負けられないわ。私も髪を金色に染めてみようかしら。髪染めの粉はないの？」

　マレーターが聞くと、トフカフが驚いたように目を丸くした。

「金色に？　またどうしてです」

「ヤナキム様が連れてきた、新しい女が金きん髪ぱつなの。目は青くて肌は白いのよ。きっとヤナキム様は、珍しいから彼女に目を付けたんだわ。私も金髪に……」

　トフカフが訝いぶかしげに目を伏ふせたのに気付き、マレーターは言葉を止める。

「どうかしたの？」

「ええ、実は先程、ある男に出会いまして。そうか、もしかしたらその金髪の女は……」

　声を潜ひそめて言い淀よどんだトフカフに、マレーターは先を促うながした。トフカフが、目の奥に妖あやしい光を宿しているのも気づかずに…………。
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　広間に用意された茶器に、ミリアルがお茶を注ぐ。ジャリスは頭を下げて礼を言った。両りよう隣どなりにシャルマとコダート。目の前にはクアイとヤナキムが座っている。

「さて、アラバーナ大陸に危険が迫せまっているというのは、穏おだやかではないね」

　ヤナキムが珍めずらしく真剣な顔をしていた。ジャリスは彼を見つめ、ゆっくりと口を開く。

「これからお話しする事は、まだ世間には知られていません。混乱を避さける為ため、内密にしろと父である海賊同盟の盟主マラファムから言われています。他言無用でお願いします」

　ヤナキムが大きく頷いた。ジャリスは、魔王マリードオシリスが蘇よみがえった事、オシリスを倒たおすために必要な指輪を捜さがしていることを説明した。

「……では、その指輪を捜すための地図を見るのに、腕輪の修理が必要なんだね？」

　ジャリスが力強く頷くと、ヤナキムは小さく息をついた。

「早く言ってくれればいいのに」

「言おうとしたが、お前が聞いてくれなかったんだろう！　それにお前は自分にしか興味のない男だ。アラバーナ大陸がどうなろうが、自分さえよければそれでいいんだろう？」

　クアイが嚙かみつくように叫ぶと、ヤナキムが肩を竦すくめてあっさりと答えた。

「まったくその通りだけど、でも僕の子猫ちゃん達が住むこの大陸が危険にさらされているのなら、僕にできる事はするよ」

「だったら早くそう言えーっ」

　憤ふん怒ぬの形相で立ち上がったクアイを、ジャリスは慌あわてて止める。

「クアイ皇子、落ち着いて。ではヤナキム皇子。腕輪の修理をして頂けるのですね？」

　考えこんだヤナキムだったが、やがて仕方なさそうに頷うなずいた。

「うーん、しょうがないね。そういう事なら。ルーレル！」

　ぽわんと煙けむりが舞まい上がり、ヤナキムのすぐ後ろに、にっこり笑ったルーレルが姿を現した。

「ルーレル、魔王マリードオシリスを倒すために、ジャリスが腕輪を修理してほしいそうだ」

　ヤナキムの言葉を聞いた途と端たん、ルーレルが一気に表情を強こわばらせ、唇くちびるを戦慄わななかせた。

「そんなっ、オシリスが蘇ったのですか。この間ターラから聞いた話ではまだ眠ねむってると……」

　慌てて駆かけ寄ったルーレルに、ジャリスは驚きつつも頷いた。そしてサウルナ国で、蘇った魔王マリードオシリスと対たい峙じした事を話して聞かせる。

「なんてこと……。オシリスが蘇ったのなら、この大陸はただではすみませんわ」

　ぶるっと震ふるえたルーレルが、恐おそろしそうに声を上げた。ジャリスは思わず目を見張る。

「ルーレル、オシリスの事を知っているの？」

「……オシリスがアリフラスト神に封ふう印いんされた時、私達精霊ジヤーンは神の味方をしました。魔王マリードはこの世に蘇ってはなりません。そんな事になったら大陸は破は滅めつします。オシリスが本来の魔ま力りよくを取り戻もどせば一いつ瞬しゆんで大陸を砂に変えてしまう。川も緑も枯かれて、人が住めない土地になりますわ」

　ジャリスの背筋に、ぞっと悪お寒かんが走った。想像するだけで恐ろしい世界だ。

（それほどまでの魔力、やっぱり急がなくては……）

　ジャリスは決意して顔を上げた。ヤナキムに目を向けると、彼も事の重大さにやっと気付いたようだ。真剣な表情でルーレルに目を向けた。

「ルーレル、すぐに腕うで輪わの修理を。これは命令だ」

　すぐに跪ひざまずいたルーレルが〝お任せ下さい、ご主人様〟と答えて、深々と頭を下げた。




　ジャリスはヤナキムに案内され、宮きゆう殿でんの奥深く、地下に続く階段を降りていた。先頭にヤナキム、ジャリスと続いて、最後はクアイだ。コダートとシャルマは入り口で待っていた。

「ルーレルが大きな魔ま法ほうを使うには、ランプがないと駄だ目めなんだ。やたらな所に置いておくと、悪用する人間も出てくるかもしれないから、地下に隠かくしているんだ」

　壁かべに取り付けてあるろうそくのおかげで、何とか辺りの様子が見える。石の階段を慣れた様子で降りるヤナキムに、ジャリスはずっと疑問に思っていた事を聞いてみた。

「あの……ずっと聞きたかったんですが、どうやって魔法のランプを手に入れたのですか？」

　ヤナキムは少しだけ振り向くと、にっこりと笑った。

「うーん、それは秘密」

「何が秘密だ。どうせろくでもない事で手にいれたんだろ？」

　呆あきれたようなクアイの声に、ヤナキムが肩かたを竦める。

「そんな事ないさ。まあジャリスが僕の寝しん室しつに来てくれるなら、ゆっくり教えてあげるけど」

　ジャリスに向けられた甘い視線と言葉に、真っ先に反応したのはクアイだった。

「ジャリスに色目を使うな！」

　地下室に木こ霊だました叫さけびに、ジャリスは思わず耳を塞ふさぐ。

「二人ともいい加減にして下さい」

　冷静に諫いさめたが、二人は睨み合ったままだ。先に口を開いたのは、クアイだった。

「ヤナキムが先に俺の事を避け始めたんだ」

「お前の女性に対する態度が冷たいからだ」

「お前みたいに、会う女全部口説けるかっ」

「女性は神だぞ。敬えないお前が許せない」

　ああいえばこういう。二人のやりとりはある意味面おも白しろい。しかし、笑える余よ裕ゆうはなかった。

「だからいい加減にしてくださいってば！　先に行きますよ」

　階段の途と中ちゆうで立ち止まっている二人を置いて、ジャリスはさっさと足を進めた。階段を降りきると広い地下室になっている。ひんやりとした空気に、ジャリスはぶるっと身体からだを震わせた。

「食料の貯蔵庫だ。外は湖だから、肌はだ寒ざむいくらいだろう」

　やっと降りてきたヤナキムに案内され、地下室の奥に足を進めたジャリスは、野菜が置かれた机の向こうに、見慣れた白い船服を着た男が立っているのに気付いた。

「あれ？　リンドよね。何してるの……？」

　声をかけると、リンドがゆっくりと振ふり向く。黒い瞳ひとみが赤く染まっていた。

「かすかだったが、ランプから出てる魔力の波動を追ってここに来たんだ。だが、遅おそかった」

　意味が判わからずジャリスが慌てて駆け寄ると、後を追ってきたヤナキムが突とつ然ぜん声を上げた。

「ラ、ランプがないっ。どういう事だ？　確かにここに……」

　ヤナキムが指した壁には、ぽっかりと両手ほどの大きさの穴があいていた。どうやら隠し扉とびらのようだが、中には何もなかった。

「だから遅かったって言っただろ」

　不ふ機き嫌げんそうに呟つぶやいたリンドが、唇を嚙みしめて宙を睨にらみつけていた。
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「ランプがないって、どういう事だ？」

　地下室から戻ったジャリスは、コダート達を連れ広間へと戻る。事情を話すと、コダートが目を眇すがめて声を上げた。

「判らないの。地下の貯蔵庫に隠してあったそうなんだけど」

　ジャリスがヤナキムに目を移すと、彼も首を振った。

「地下室にランプがある事は、僕だけしか知らない。ルーレルにも誰だれにも言うなと命じてある」

　ルーレルが青い顔で頷く。ランプがなくなったと聞いて、一番驚おどろいているのは彼女だった。

「私、誰にも言ってませんわ。命令には逆らえませんもの。でもおかしいですわ。地下室から持ち出されたのなら、私には判るはずです。私とランプは一心同体ですから」

「真しん鍮ちゆうの箱を使ったんじゃないか？」

　壁に凭もたれたリンドの言葉に、ルーレルがはっとした。

「まさか……だってあれは人間が作れるものじゃありませんわ。ただの真鍮の箱じゃ駄目なのですよ。魔ま力りよく封ふうじの札がいりますもの」

「ちょっと待って。真鍮の箱って何？」

　会話の意味が判らずジャリスが問うと、リンドが真しん剣けんな表情で口を開く。

「アリフラスト神とオシリスが戦った時、精霊は神の味方をした。俺達シャイ悪ターン魔は精霊を封じる為に真鍮の箱を作ったんだ。精霊が宿る物を中に入れると、魔力を封じられる」

「でも箱と札を作れるシャイターンは……」

　ルーレルがはっとしたように口を噤つぐみ、そっとジャリスに目をやった。ジャリスが首を傾かしげると、リンドが話を続けた。

「……ああ、その二つを作れるシャイターンはもう死んでる。でも、研究熱心な奴やつがいてな。そいつは最近になって、真鍮や札を使って道具を作れるようになった」

　ジャリスの頭に、赤い唇で笑うシャイターンの姿が浮うかぶ。顔を上げるとリンドが深く頷く。

「そう、ラシッドだよ」

　聞いた瞬しゆん間かん、ルーレルがぎろっと目を剝むいて吐はき捨てるように声を上げた。

「ラシッド……シャイターンのラシャラードだねっ。あの男女！」

　いつもとまったく違ちがう口調にジャリスが目を見張ると、ルーレルがはっとして咳せき払ばらいした。

「と、とにかく、ラシッドが関かかわっているのは間違いありませんわ。ねえあなたまさか、ここの事をラシッドに教えたんじゃないでしょうね？」

　ルーレルがリンドに詰つめ寄った。ジャリスが口を開く前に、クアイが眉まゆ根ねを寄せる。

「どういう事だ？」

「人間の振りしてるけど、彼はシャイターンですわ」

　ルーレルがリンドを指さした。ふんっと鼻を鳴らしたリンドに、クアイが目を剝いた。

「何だと、貴様ジャリスを騙だましていたのか！」

　大おお股またでリンドに近付こうとしたクアイの腕うでを、ジャリスは素す早ばやく摑つかんだ。

「違うわ。リンドがシャイターンなのは、わたし達も知ってるの。何もかも判った上で、わたしは彼を乗組員にしたの。彼はわたし達を騙したりしないわ！」

　リンドに目を向けたジャリスに、ルーレルが憮ぶ然ぜんとしたまま首を振る。

「ジャリス、信用しちゃ駄目ですわ。平気で人を裏切るのがシャイターン。彼らは私達精霊と違って、人間を見下しています。人間に協力するなんてあり得ませんわ」

　それでもジャリスは、ルーレルを真剣な眼まな差ざしで見つめた。

「でもわたしは彼を信じてる。彼は船の乗組員よ。わたし達はお互たがいの命を預かって航海しているの。乗組員を信じる事が、わたしの船長としての務めだわ。彼は味方よ」

　黙だまって話を聞いていたコダートとシャルマに、ルーレルは目を向けた。

「あなた達は乗組員なんでしょう。本当にリンドの事を信用していますの？」

　コダートとシャルマが顔を見あわせている。だがすぐに、シャルマが頷うなずいた。

「……船長のジャリスが決めた事なら、私達は従うまでです」

「ああ、リンドは目的がはっきりしている。救いたい人がいるんだ。俺もそうだ。必ずオシリスを倒たおして、助け出したい奴がいる。その目的が共通している限り、リンドは裏切らないさ」

　コダート達の言葉に、ジャリスは思わず笑えみを浮かべた。なんだかんだ言っても、乗組員達は判ってくれている。みんなを見回したジャリスは、毅き然ぜんとした表情で、声を上げた。

「とにかく、ランプを捜さがす事が第一よ。みんなで協力しましょうっ」

　全員が頷いたが、ルーレルはまだ不満そうだ。だがジャリスが見つめると、渋しぶ々しぶと頷く。

「……でもシャイ悪ターン魔は所しよ詮せん、シャイ悪ターン魔ですわ」

　冷たい呟きを一つ残して。




「ランプが宮殿にまだあるのなら、いくら真鍮の箱を使ったとしても判るはずですわ。でも私が呼びかけても何の反応もないという事は、既に外に持ち出されたんだと思いますの」

　落ち着きを取り戻もどしたルーレルが不安げに呟いた。ジャリスは、窓から見える庭を見回す。湖に囲まれた宮きゆう殿でんには簡単に忍しのび込んだりできないはずだ。クアイがヤナキムに問いかけた。

「ランプの事を知っているのは、本当にお前だけなのか？」

「ミリアルも知っている。でも彼女は絶対に他言はしないよ。口の堅かたさは僕が保証する」

　ジャリスは、ゆっくりと頷いた。何度かランプの事を聞き出そうとしたが、ついにミリアルからは何の情報も引き出せなかった。

「ええ、わたしもそう思うわ。……他ほかにランプの事を知っている人はいないんですか？」

　腕うで組ぐみして考えこんでいたヤナキムが、何かを思いだしたように、はっとして顔を上げた。

「ああ、そういえばもう一人、知っている者がいるよ」

　ヤナキムがジャリスに向き直ると、話を続けた。

「実は、魔ま法ほうのランプを手に入れたのは、この国の財務大臣とカトゥーナ国の海かい賊ぞく同盟に寄付をしに行った時だったんだ。ちょうど五年前の事だよ。その頃ころは僕がまだ世よ継つぎでね。盟主とも顔見知りになっておいた方がいいだろうと、父に命じられた」

　突然関係ない話を始めたヤナキムに、ジャリスが首を傾げると、ルーレルが小さく頷いた。

「ええ、私はその時、アブウを捜して大陸を彷徨さまよっていましたの。ターラがアブウを封ふう印いんしたから、まずはターラを捜そうと思ったんですが、彼は行方ゆくえ不明で……。だから定期的に海賊同盟に様子を見に行っていましたの」

「いやぁ、初めて会った時、ルーレルはなかなか奇き抜ばつだったんだ。周りにいない感じだったから、口説いたんだよね。つい」

　あははと笑うヤナキムに、ジャリスは思わず呆あきれてしまう。

「十五歳以下は、口説かないんじゃなかったんですか？」

　ルーレルはどうみてもリクより年下だ。子供は口説かないという信念はどこにいったのか。

「いやぁ、それが最初に会った時は……」

「ヤナキム、無む駄だな話はいい。さっさと続きを言え」

　業ごうを煮にやしたクアイに、ヤナキムは肩かたを竦すくめた。

「まあ、そういう訳でルーレルと出会ってね。彼女が、同盟に連れていってくれれば、僕とつきあうって言うんだ。でもこそこそしていてどうも様子がおかしい。もしかして犯罪者かも知れないと思って、内ない緒しよで荷物を調べたらランプが出てきた。表面に古代文字が書かれていてね。博識な僕は、書かれてある文字を読んでみたんだ」

　ジャリスはマハル王国での事を思いだした。ジャリスもアブウを呼びだしてしまった時、水差しに書かれてある文字を読んだのだ。あれも今は使われていない古代文字だった。

「そうしたら、ルーレルがすっごく悔くやしそうな顔で、〝ご主人様〟って言うから驚いたよ」

　なかなか進まないヤナキムの話に、クアイが冷たく目を眇めた。

「それで、結局その話はどうなるんだ？」

「お前はせっかちだな。話は最後まで聞きなさい。それで、その時一いつ緒しよにいた財務大臣が……」

「「大臣が？」」

　ジャリス達が声を揃そろえて聞き返す。ヤナキムがぴくんと眉まゆを跳はね上げた。

「マレーターの父親だったんだ」

　ジャリスは慌あわてて立ち上がり、すぐにその場を後にしたのだった。
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　マレーターがいたのは、庭の水浴び場だった。薄うす布ぬのを一枚羽織ったマレーターが、水から出てくる。おうとつのある身体からだは、女性なら誰だれしも憧あこがれる物だ。ジャリスが駆かけ寄ってきたのに気付いたマレーターが、きっとこちらを睨にらみつけた。

「何なのよ、そんなに慌てて。あなたを呼んだ覚えはないけど？」

　取り巻きの女性達から、身体を拭ふくための布を受け取り、マレーターがつんと横を向いた。

「ちょっとこっちにきて。二人だけで話があるの」

　ジャリスが息を整えつつ言うと、マレーターは形のいい眉をぴくんと跳ね上げた。

「嫌いやよ。乱暴な事されて、怪け我がでもしたらどうするの？　プス船長だなんてもてはやされているけれど、女だてらに船に乗るなんて野や蛮ばんだわ」

　ジャリスは青い目を見開いた。ジャリスがプス船長だというのは、女性達は誰も知らないはずだ。取り巻き達が驚いたように声を上げる。

「ええっ、プス船長？　どういう事なの……」

　取り巻き達が一いつ斉せいにざわついた。マレーターが腰こしに手を当て、ジャリスをあごで示す。

「ジャリスはプス船長よ。みんなにそれを隠かくしてたの。ヤナキム様が彼女を気に入ってるのだってプス船長だからよ。知ってる？　ジャリスはクアイ皇子を誑たぶらかしたそうよ。王宮では……」

　ジャリスは、マレーターの細い腕をぐっと摑んだ。じっと見み据すえると、マレーターが一いつ瞬しゆん怯ひるんだように身体を震ふるわせる。

「わたしの悪口を言いたいのなら、いくらでも聞いてあげる。でも今はそんな事は問題じゃないの。話があるって言ったでしょ。来て貰もらうわ」

　マレーターが、怒いかりで顔を真っ赤に染めた。赤い唇くちびるが戦慄わなないている。

「なんて失礼な……っ」

　だがジャリスは冷静な態度を崩くずさず、マレーターを見据えた。

「わたしの事を知っているのなら話が早いわ。確かにわたしは、ジャリス・シンリクット。海賊同盟の見習いよ。でもこの国では違うわ。わたしはタバラン国の旗を貰って、国王スルタンから海賊だと認められている。この国ならどこでも出入り自由だし、独自に捜そう査さする権利もある。わたしは今、海賊同盟の任務の最さい中ちゆうよ。それに必要なら、あなたを拘こう束そくして尋じん問もんする事ができるわ」

　マレーターが一いつ瞬しゆんで顔色を変えた。ジャリスは静かに話し続ける。

「乱暴はしない。しないけど、協力してくれないのなら、考えなければならないわ」

　言葉に含ふくまれた意味に気付いたのか、マレーターがびくっと身体を震わせる。だがすぐにジャリスの背後に目を向けて、ほっと安心したような表情になった。

「あっ、ヤナキム様、助けてください。この女が私を……」

　ジャリスが振ふり向くと、肩を怒いからせたクアイと、目を伏ふせたヤナキムが立っていた。

「……すまない。僕にジャリスを止める権利はないんだ。彼女は国王スルタンが認めた〝海賊〟だ。まだ見習いといえど、国王スルタンが旗を与あたえたのなら、この国において彼女の捜査を邪じや魔まする事はできない。それだけの権限を与えるから、見習いが受ける試練は生半可じゃないんだ」

　マレーターの顔がさっと青ざめる。それでも気の強そうな瞳ひとみでヤナキムを見上げた。

「わ、私の父は、財務大臣なんですよ……！」

「誰であろうと、ジャリスの邪魔をする事はできない。もし出来るとすれば国王スルタンだけだ」

　すまなそうにヤナキムが目を伏せると、マレーターが息を吞のんだ。ジャリスは、少し離はなれた所で、心配そうにこちらを見つめている取り巻き達に声をかける。

「あなた達は下がってて」

　取り巻き達が、慌てたように散らばっていった。一人になったマレーターが、心細そうに目を泳がせている。ジャリスは安心させるように、ゆっくりと微笑ほほえんだ。

「正直に答えてくれたら、何にもしないわ。ランプの精霊ジヤーンの事は知っているわよね？」

　震えながら、マレーターが小さく頷いた。ジャリスはそっと摑つかんでいた腕うでを放す。

「誰かに話した？」

　問いかけると、マレーターがぎゅっと目を瞑つぶり大きく震えた。

「話したのね。誰に話したの？」

　ジャリスはマレーターの肩に手を置き、優やさしく撫なでた。

「大だい丈じよう夫ぶよ。正直に話してくれればいいだけ」

　マレーターが少しだけ顔を上げ、ジャリスに目を向けた。

「き、聞かれたの。どうしてヤナキム様は、王宮からの援えん助じよもなしで、こんなに大きな宮殿とハーレムを維い持じできるのかって。それで、つい……」

　ヤナキムが眉まゆ根ねを寄せた。珍めずらしく詰きつ問もん口調でマレーターに話しかける。

「ランプの事は秘密だと言ってあったはずだよ。どうして喋しやべったんだい？」

「だってトフカフが、金きん髪ぱつで青い瞳の少女には秘密があるって。教えてって言ったら、代わりにヤナキム様の秘密を教えてくれというから……」

　トフカフという名前に反応して、クアイが目を見開いた。

「知ってるの？　クアイ皇子」

「ああ、昼間シャルマに難なん癖くせをつけた商人だ。二年前の事件の時、鉱山に出入りしていたらしい。……おい、お前、そいつにランプの在処ありかを教えたのか？」

　低いクアイの声に、マレーターが身を竦めた。

「い、いいえ。どこにあるかなんて知らないもの。ただ、父とヤナキム様がカトゥーナ国で手に入れた魔法のランプの話をしただけよ。ランプの精霊がうたかたの宮殿を造ったみたいって」

　ジャリスは、マレーターの話に違い和わ感かんを覚えて口元に手を当てた。

「おかしいわ。真しん鍮ちゆうの箱を用意していたなら、ランプがある事を知っていたという事よね？　なぜわざわざマレーターに聞いたのかしら。もしかして、どこにあるか探さぐろうとして……？」

　すっかり萎い縮しゆくしてしまったマレーターが、摑まれたせいで赤くなった腕を押さえ首を振る。

「いいえ、どこにあるかは聞かれなかったわ。ただ、この宮きゆう殿でんに本当にあるのかって……」

（トフカフがランプを盗ぬすんだとみて、まず間ま違ちがいないわ。問題は、彼がどこに行ったかね……）

　ジャリスは、意志の宿った青い目でクアイを見上げた。

「クアイ皇子。トフカフを捜さがすのを手伝って頂けますか？」

「ああ、すぐに手配しよう。この国にいる限り、逃のがしはしない」

　クアイの力強い言葉に、ジャリスは大きく頷うなずいて、早さつ速そく行動を開始した。
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「トフカフは、どこにいるのかしら……」

　湖から吹ふく涼すずしい風に吹かれながら、ジャリスは目を伏せつつ呟つぶやいた。沈しずみかけた夕日が、庭の東あずま屋やに佇たたずむジャリスの横顔を照らしている。ランプが盗まれて三日経たつが、トフカフの足取りはまるで摑めない。ジャリスはコダートとシャルマと一いつ緒しよに、うたかたの宮殿でクアイから連れん絡らくが入るのを待っていた。寝ね椅い子すに座ったシャルマが、片かた眼鏡めがねを押し上げる。

「まだタバラン国を出てはいないと思います。クアイ皇子がエオージュから役人を呼び寄せて、捜そう索さくしてくれていますし、港や陸路にも見張りを置いているそうです。出国しようとすれば、必ず見つかるはずです」

「ええ、まだ国内にいる可能性は高いわ。でもおかしいわね。これだけ捜さがしても見つからないなんて。一体どこに隠れているのかしら」

　ジャリスが呟くと、シャルマの隣となりに座り黙だまって話を聞いていたコダートが、そっと辺りを見回した。そして寝椅子から立ち上がり、ジャリスに近付くと声を潜ひそめる。

「ジャリス、ちょっと話があるんだ。……〝闇やみの商船〟っていうのを知ってるか？」

　こっそりと話しかけたコダートに、ジャリスは青い目を瞬またたかせた。

「え、ええ。表立って出国できない人や、禁止されている商品を無許可で運ぶ船の事でしょ」

　いわゆる運び屋と呼ばれる船は、金次し第だいで何でも運ぶという。海かい賊ぞく同盟が取り締しまりをしているが、闇の商船と呼ばれる船だけは神しん出しゆつ鬼き没ぼつで、影かげさえも捕つかまえられないでいた。

「トフカフはもしかして、闇の商船に乗って出国するつもりなのかもしれない」

　ジャリスは思わず目を見開いた。コダートは小声のまま、話の続きを聞かせてくれる。

「闇の商船は、金次第で犯罪者でも乗せるんだ。一ひと月つきごとに各国を回っている。今月は確か、タバラン国に来るはずだ」

　一体そんな情報をどこから仕入れたのだろう。闇の商船の事は、海賊同盟が散々調べても判わからない事だった。ジャリスはまじまじとコダートを見つめる。

「どうしてそんな事知ってるの？」

「俺はマハル王国の王宮御ご用よう達たし商人だったんだぞ。大きな声じゃ言えないが、綺き麗れいな商売ばかりしてたら、とてもそこまでにはなれなかった。闇の商船は……何度か利用した事がある」

「で、でもそれって犯罪よ。闇の商船は、海を荒あらす海うみ蜥蜴とかげの次に、海賊同盟が頭を悩なやませている組織よ。使った事があるなんて知られたら、すっごくまずいわよ」

　慌あわてたジャリスを見て、コダートが肩かたを竦すくめてため息をついた。

「判ってるよ。だから今まで黙ってたんだろ。……とにかく闇の商船が今月タバラン国に来るはずなんだ。それに乗れば、役人に見つからないで出国できる」

（そうか。船が来るまで隠れていれば、動き回るより見つからないですむ。それなら……）

　ジャリスは勢い込んで、コダートを見上げた。

「闇の商船は、どこの港に来るの？」

「いや、それは判らない。この国の商人じゃないとな。それもそういう怪あやしい商売をしている奴やつじゃないと無理だ。そういう奴らはなかなか口を割らないぞ」

　ジャリスはがっくりと項うな垂だれた。確かに闇の商船を利用しているということは、犯罪に関かかわっているということだ。そう簡単に尻尾しつぽは摑めないだろう。頭を抱かかえて考えこんでいると、シャルマが椅子に座ったままそっと口を開いた。

「……闇の商船なら、私も知っています。鉱山で働いていた時、大臣が横領した金こん剛ごう石せきを運ぶのに利用していました」

　ジャリスが驚おどろいて振り向くと、俯うつむき加か減げんのシャルマの横顔を、夕日がひっそりと照らしていた。そっと伏せられた瞳が、ジャリスには悲しげに思えた。

「ただ、二年前までの事しか私も知りません。今でも知っているとなると……」

　呟いたシャルマが、はっとしたように顔をあげた。ジャリスを見つめると、視線を鋭するどくする。

「ジャリス、エオージュでサンジャに会ったと言っていましたね」

　突とつ然ぜん聞かれて、ジャリスは目を瞬かせつつも頷いた。

「サンジャは何か知っているかもしれません。闇の商船に荷を運ぶ仕事をしていましたから」

　静かに立ち上がったシャルマが、すっとジャリスから視線をそらす。無表情な横顔を見つめたが、シャルマが何を考えているのか、ジャリスには読みとれなかった──────────
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　記き憶おくの中での故郷は、いつも暗い闇に覆おおわれていて、冷たい雨が降っていた気がする……。

　二年前のあの夜も、大おお粒つぶの雨が倉庫の屋根を叩たたきつける耳みみ障ざわりな音がしていた。所々ぴしゃんぴしゃんと鳴っているのは、雨あま漏もりしているからだろう。

〝十六番〟と呼ばれている男は、目の前の椅子に縛しばり付けられた金髪の少女に目を向けた。

「縄なわを解ほどいてよっ」

　少女が、青い瞳ひとみできっとこちらを睨にらみつけた。男は思わず視線をそらす。まっすぐな瞳を正面から見つめるなんてできない。自分は十六番、名前すらない奴ど隷れいだ。少しばかり知ち恵えが働くおかげで、優ゆう遇ぐうされているだけにすぎない。彼女はまったく違ちがう世界の人間だと判っていた。

　ジャリスと名乗った少女は、無む謀ぼうにも一人で鉱山に忍しのび込んだ。だがすぐに見つかり、鉱山の外にある見張り小屋に連れてこられた。正体と目的を探れと命じられているが、既すでに正体は知っている。以前会った時に気になって調べておいたのだ。

「なぜこんな事を？　奴隷達を逃にがすつもりだったのですか？……前にも言ったはずですよ。あなたみたいな少女に何ができるのかと」

　唇くちびるを嚙かみしめた少女が、それでも毅然としてこちらを睨んだ。

「わたしはみんなを自由にしたいの。暗い穴の中で一生を送るなんて、絶対にさせないからっ」

　まだ子供といってもいい。それでも意志の強い青い瞳は、眩まぶしいほどだ。

「正義感だけでは、何もできません。あなただってこのまま処しよ刑けいされてもおかしくない。ですがあなたは幸運です。私達とは生まれが違ちがう。海賊同盟のシンリクット船長の孫なら、そうそう手出しはできない」

　男はジャリスの縄を切った。自由になったジャリスが、驚いたようにこちらを見上げた。

「……そんなの関係ないわ」

「ありますよ。生まれた時に一生が決まるのが身分制度です。国王スルタンの子は国王スルタンに。奴隷の子は一生奴隷です」

　苦く笑しようすると、ジャリスが悲しそうに目を伏ふせる。まだ精神的にも幼い印象を受けた。何かしたいと思っていても、できない自分が歯がゆいのだろう。気持ちが痛い程ほど判った。

「……そうやってずっと従うだけの人生を送る気？　あなたはそれでいいの？」

　ジャリスの言葉に、ふっと心がざわついた。抑おさえつけていた感情が蘇よみがえる。

「わたしは決めたの。みんなを自由にする為ためなら何でもするって。……ねえ、鉱山を取り仕切っている大臣が、金剛石の一部を国に納めずに横流ししてるって聞いたわ。その証しよう拠こがあれば、大臣を解任できる。……あなたはずっと鉱山の奴隷達を管理しているのでしょう？　だったらここの事に詳くわしいはずよ。わたし、あなたに協力して欲しいの。大臣の横領の証拠が欲しい。……あなただって本当は、今の自分に満足なんてしてないでしょ？」

　聞かれて、内心びくりとした。だが顔には出さない。

「そんな事をしても、また違う大臣がやってきて同じ事をするだけですよ。それに私は今のままで十分です」

　所しよ詮せん子供の浅はかな知恵だ。ふうっとため息をついたが、ジャリスは少しも動じなかった。

「……あのね、実はわたし、鉱山と大臣の事をクアイ皇子に直じか談だん判ぱんしたの」

　辺りを見回して声を潜めたジャリスに、思わず目を見開いた。少女が一体何を言っているのか、一いつ瞬しゆん理解できなかった。

「クアイ皇子は、身分制度に反対してるって聞いたから。彼ならサンジャ達を救ってくれるかもしれないと思って、王宮に忍び込んだの。すぐ見つかってしまったけど、クアイ皇子は話を聞いてくれたわ。まず大臣の横領の証拠を捜さがすことが先決だと言われた。そうすれば大臣を解任できる。新しい大臣には、身分制度に反対している人を任命するって」

　ジャリスが、自信ありげにふっと微笑ほほえんだ。

「だからここに来たのよ。あなたに会いに」

　言葉の意味にはすぐに気付いた。少女が見た目ほど幼くはないのだとも。鉱山に忍び込んだ者を、取り調べるのも自分の役目だ。それすら見み越こして、わざと捕まったに違いない。

「愚おろかな……。殺されたらどうするんです？」

「殺されないわ。だってあなたも言ったじゃない。シンリクット船長の孫なら手出しはできないって。……そういうのは凄すごく嫌いやだけど、もうなりふりかまっていられないの。利用できる物は何でも利用するわ。言ったでしょ。わたしはみんなを自由にする為なら、何でもするって」

　毅き然ぜんとした表情で近付くジャリスから、思わず顔を背そむける。

「……その話に私が乗るとでも？」

　確かに大臣は金剛石を横流ししているし、それを手伝っているのは自分だ。それは鉱山で働く奴隷達の間では、公然の秘密だった。

「ええ、あなたはきっとわたし達の味方をしてくれる。あなたみたいに賢かしこい人は、人に従うだけでは絶対に満足しないはずよ。それに上手に隠かくしているけど、ミャンファを連れて行った時、あなたの顔に悔くやしいって書いてあったわ。納なつ得とくのいかない仕事をして悔しいって」

　本音を言いあてられて、胸がぎゅっと締しめ付けられた気がした。ジャリスが、先程とは違う優やさしい光に満ちた青い瞳を向ける。目を開けていられない程眩しくて……綺麗だと思った。

「わたしはまだ子供だし、海かい賊ぞくの見習いを始めたばかりで何も知らない。権力も持ってないし、お金だってない。でもみんなを助けたいって気持ちは誰だれにも負けないわ。……わたしはね、あなたにも自由になって欲しいの。あなたはここで埋うもれているような人じゃない。完全に身分制度を無くすことは難しいかもしれないけど、今よりはずっといい環かん境きようで、みんなが安心して働けるようにしたいの。それには、あなたの協力がどうしても必要なの」

　ジャリスの瞳を、ちゃんと見つめたのは初めてかもしれない。心のざわつきが大きなうねりに変わる。まるで波が押し寄せたように、心が揺ゆさぶられた。こんな事は初めてだった。

「大臣の横領の証拠を集めて欲しいの。あなたならきっとできる。ね、シャルマ」

　最後の言葉は何だろう。聞いた途と端たん、心が弾はずんだ。なぜなのかと不思議に思って見つめると、ジャリスが恥はずかしそうに少しだけ微笑む。

「名前よ。ないと呼びにくいじゃない。自由になったら好きな名前をつけるといいけど、今はわたしのつけた名前で我が慢まんして」

　奴隷達が、ジャリスがつけた名前で呼び合っているのは知っていた。名前などつけて何になるのかと思っていたが、今は違う。生まれて初めて呼ばれた〝名前〟に胸がかっと熱くなる。

「シャルマ……私の名前？」

「ええ、気に入ってくれたらいいんだけど」

　ジャリスが浮うかべた笑え顔がおは、シャルマの心に一生焼き付いて離はなれないものとなった────
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　ジャリスはサンジャに話を聞く為、巨きよ大だいな怪かい鳥ちようルークを呼び出し、シャルマとともにエオージュ港へとやってきていた。ルークに摑つかまり港を見下ろすが、真夜中のせいか人の姿はない。

　海に狙ねらいを定めて飛び降りたジャリスは、シャルマと一いつ緒しよに泳ぎ、桟さん橋ばしに辿たどりつく。ジャリスが岸に手をかけると、先に上がっていたシャルマが手を伸のばした。

「ありがとう、シャルマ……あっ」

　ジャリスが出した手をシャルマは摑むと、あっという間に地上に引き上げてくれる。

「意外と力持ちね。シャルマ」

　ジャリスは桟橋に座り込んで息を整えつつ、シャルマを見上げる。細く見える身体からだのどこにそんな力があるのか判わからない。シャルマがそっと微笑んだ。

「普ふ通つうですよ」

　ルークに乗れるのは二人だけ。最初はコダートと二人で来ようと思っていたが、シャルマが一緒に行きたいと言いだした。サンジャとの事を知っているジャリスは驚きつつも承しよう諾だくした。きっと何か考えがあるのだろうと。

　泳ぐ時になくすといけないからと、シャルマは片かた眼鏡めがねを外していた。久しぶりに見るシャルマの素す顔がおに、何だかジャリスは気き恥はずかしさを覚える。

（本当にシャルマって、綺き麗れいな顔してる。うわっ、何でわたし、顔が赤くなるのよっ）

「ええと……、アブウの水鏡が使えたら良かったのにね」

　ジャリスは赤くなった顔を隠すように俯うつむいて、とりあえず思いついたことを口にした。このままだと、うっかりシャルマの顔に見とれてしまいかねない。

「ええ、でも水鏡は、アブウが会ったことのある人にしか連れん絡らくを取れないのでしょう？　サンジャと直接面識がないのなら仕方ありません」

　やっと落ち着いたジャリスは立ち上がって小さく頷うなずく。エオージュまで戻もどるには、船で三日かかってしまう。少しでも早く手がかりが欲しくて、ルークを呼びだし空を飛んできたのだ。

「着き替がえないといけませんね。見張ってますから倉庫の陰かげで着替えてきてください」

　シャルマが差しだした着替えを、ジャリスは素早く受け取った。

「うん、ちょっと待ってて」

　ジャリスは慌あわてて、倉庫と倉庫の間にある小さな路地に向かう。奥は行き止まりで、前方では背を向けたシャルマが見張りをしてくれていた。ジャリスは手早く着替えをすますと、シャルマと交代する。誰もいない港を見つめていると、背後からごそごそと着替える音がした。うっかり顔を赤くしたジャリスは、落ち着こうと息を吐はく。シャルマに聞きたい事があった。

「ねぇ、シャルマ……。一緒に来てもよかったの？」

　ジャリスはおずおずと問いかけた。サンジャ達のシャルマに対する誤解を解きたいのは山々だ。だから今度サンジャ達の所を訪おとずれる時は、シャルマも連れていこうと思っていた。だがコダートから、ミャンファがシャルマを見て随分と怯おびえていた事を聞き、彼らはそう簡単にシャルマの事を理解してくれないと悟さとったのだ。シャルマが傷つくのは嫌だった。

「ここで待っててもいいのよ。わたし一人でも……」

　今までシャルマがずっと辛つらい思いをしてきたのは、ジャリスもよく知っている。これ以上無理はしないでと言いたかった。だがシャルマが、背後で穏おだやかな声を上げた。

「いいえ、逃にげてばかりではいけないと、諭さとされましたので」

　ジャリスは思わず首を傾かしげた。一体誰にそんな事を言われたのだろう。

「……あなたが心配する事はありませんよ。私は何を言われても平気です」

　背後の声に、ジャリスはそっと首を振ふる。

「みんなあなたの事を誤解してるわ。本当にみんなを救ったのは、あなたなのに……」

　ジャリスは唇くちびるを嚙かみしめた。クアイが付けたジャリスのもう一つの通り名〝プス船長〟。二年前の奴ど隷れい解放事件は、大陸中にその名を知らしめる結果となった。語り部べ達が、事実を大おお幅はばに脚きやく色しよくしたせいもある。弱い者の味方、海賊同盟の使者。世間はプス船長の事をそう思っているようだ。だがジャリスにとって二年前の事は、どれだけ自分が無力かを思い知らされた事件だった。あの時ジャリスがした事は、横暴な大臣を止めようと無む駄だにあがいただけだ。

　実際大臣の横領の証拠を集めたのはシャルマだし、それを国王スルタンに進言して大臣を処しよ罰ばつするよう頼たのんだのはクアイだ。俯いたジャリスに、シャルマは苦く笑しようしたようだ。

「いいえ。私はあなたに会わなかったら、大臣達を裏切るなんて考えもしなかったでしょう。犬のように命令に従うだけだった私に、人間としての意志をもたせたのはあなたです」

　ジャリスは思わず振り向いて叫さけんだ。

「でもあなたは……きゃっ！」

　ジャリスは慌てて両手で顔を覆おおう。こちらを見つめていたシャルマは、上半身裸はだかだった。

「見たいなら構いませんが、そうじゃないなら、見張りをお願いします」

　ちらっと見えた均整の取れた身体が、目に焼き付いて離れない。ジャリスはかぁっと顔を赤くして、すぐに背を向けた。

「べ、別に見たい訳じゃ……」

　慌てふためいたジャリスに、シャルマがふっと笑う声が聞こえた。

「私は誰かに感謝して欲しい訳じゃない。……あなたが本当の事を判っていてくれるのなら、他ほかの誰に何と言われようともかまいません」

　シャルマの呟つぶやきと同時に、ジャリスの肩かたに手が置かれた。恐おそる恐る振り向くと、着替え終わり片眼鏡を左手で持ったシャルマが、月明かりの下で微笑していた。
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「とりあえず今は、トフカフを捕まえてランプを取り戻すことに専念しましょう」

「でも、みんなの誤解を解きたいわ。サンジャはあなたがわたしを殴なぐったと言って怒おこってた。あれは演技だったといっても信じてくれないの。いつもわたし、シャルマに助けてもらってばかりなのに。シャルマの右目がほとんど見えないのだって、わたしのせいで……」

　シャルマの男にしてはほっそりとした長い指が、ジャリスの唇に当てられる。

「その話は、また今度」

　素顔のシャルマがゆっくりと微笑ほほえむ。息がかかるくらい間近で囁ささやかれ、ジャリスの心臓が、どくどくと早はや鐘がねを打つ。

「そ、その顔は卑ひ怯きようだと思うのっ。判っててやってるでしょ！」

　ジャリスが勢いよく叫ぶと、シャルマはそっと笑った。眼鏡がないシャルマの顔を、月が優しく照らしている。濃こい陰いん影えいを映し出したシャルマの素顔は、ぞくっとするほど艶つやっぽい。

「特技の一つなんです。気の弱い相手なら、睨にらみつけると言うことを聞かせられるんですが、素顔だと微笑むだけでいいんです。女性限定ですけどね」

　蠱こ惑わく的な笑みを残し、シャルマが片眼鏡をはめる。港を歩き出したシャルマに、やっと落ち着きを取り戻したジャリスは、頰ほおを膨ふくらませて後を追いかけたのだった。




　サンジャ達の住む宿舎は港の近くにあった。石造りの平屋には、ずらっと扉とびらが並んでいる。以前会った時に聞いていた部屋を訪たずねると、すぐにサンジャが顔を出した。サンジャは最初喜んでいたが、すぐにシャルマに気付いて顔を顰しかめた。

「サンジャ、頼みがあって来たの。闇やみの商船って知ってるわよね」

　それでも部屋に入れてくれたサンジャに、ジャリスは単刀直入に切り出した。ちらちらと扉の前に立つシャルマを見ていたサンジャが、びくっと身体を震ふるわせる。

「……俺はもう、あの船とは関かかわってないよ」

　ジャリスはゆっくりと頷くと、サンジャのすぐ近くまで歩み寄った。

「判ってるわ。ただ、どうしても闇の商船の情報が欲しいの。今月この国に来るって聞いたわ。いつ、どの港にくるのか判らない？」

「うーん、あの船はいつも違ちがう港に停てい泊はくするんだ。どこか知ってるのは、前金を払はらった商人だけ。海かい賊ぞく同盟が目を光らせているから、凄すごく用心してるんだよ」

　腕うで組ぐみして首を捻ひねっているサンジャに、シャルマが静かに口を開いた。

「闇の商船を使っていそうな商人に、心当たりはありませんか？」

　サンジャが、むっとしたようにシャルマを睨みつけ、大おお股またで近寄り胸むなぐらを摑んだ。

「お前になんて言いたくないっ。大体、どうしてお前みたいに最低な奴やつが、ジャリスの側そばにいるんだ。鉱山にいた時、実際俺達を支配していたのはお前だろっ。俺は外で荷運びの仕事をしてたからまだいいさ。だけどお前に連れて行かれた奴らは、鉱山の暗くら闇やみの中で一生働かされるんだ！　みんなお前の事を恐れて、毎日毎日びくびくしてた。お前に俺達の気持ちが判るかっ」

　サンジャの怒りと悲しみが混じった叫びに、シャルマがすっと目を伏ふせた。ジャリスが止めに入ろうとするのを、シャルマはそっと手で制す。

「……判りません」

　シャルマの静かな一言に、サンジャが怒りで顔を染めて目を剝むいた。

「何だとっ……」

「あの時の私は人形と同じでした。逆らわず、何も考えず、疑問を抱いだかない。言われた事を完かん璧ぺきにやる。それが生き抜ぬく手段でした。私は自分のしていた仕事が悪い事だとは思いません。辛い場所に連れて行くと判っていても、誰だれかを選ばなければならない。なるべく身体からだが丈じよう夫ぶな者。なるべく精神的に強くて、鉱山の闇の中でも耐たえられる者。しっかり選ばないと、弱い人間は鉱山の中ですぐに息絶えてしまう。ですが、私がやらなければ、誰かがやらされるんです。その誰かが何も考えず選んだら、身体を壊こわしたりする者や、最悪死者が出てしまう」

　サンジャが拳こぶしを振り上げたが、シャルマは少しも動じず、抑よく揚ようのない声で話し続けた。

「私は自分の仕事をしただけです。それについて、あなた達がどう思おうと構いません。私が憎にくいなら、一生恨うらみ続けるといいでしょう」

　振り上げた手をわずかに震わせ、サンジャがじっとシャルマを見み据すえる。

「本当に……それでいいのかよ」

「ええ、あの時の誰かを選ばなければいけない苦しみに比べたら、それぐらいは何ともありません。あなた達は理り不ふ尽じんな待たい遇ぐうを受けてきた。昔はそれが当然だと思っていても、自由を手に入れた今は、思い出すだけでも腹立たしいはず。……憎む対象があった方がいいでしょう？」

　シャルマがそっと微笑んだ。いつもの冷たい笑えみとは違う優やさしさに満ちていた。サンジャは、拳を降ろして、シャルマの服を放した。すっと伏せた顔が、泣き出しそうに歪ゆがんでいる。

「もういいよ……」

　ぎゅっと握にぎった拳を震わせて、サンジャが呟いた。シャルマが驚おどろいたように顔を上げる。

「もういい。本当は俺だって判ってるんだ。お前だって好きでやってた訳じゃない。でもお前の言う通り、誰かを憎みたかった。自由になればなったで、どうして俺はあんな辛い目にあってたんだって疑問が湧わいてくる。今でも夢に見るんだ。すげぇ暗くて深い穴に落とされる夢だ」

　サンジャが、恐ろしげにぶるっと身体を震わせた。シャルマがゆっくりと口を開く。

「……私も見ますよ」

　サンジャが驚いたように顔を上げた。シャルマはすっと目を伏せる。

「暗い穴に人が落ちる夢です。助けたいと思っても助けられない。……ですが最近、その夢の続きを見るようになったんです」

　シャルマは、サンジャの耳元に顔を寄せ、何事かを囁いた。途と端たんにサンジャがぐにゃりと顔を歪め、一ひと粒つぶの涙なみだが頰を伝う。視線はジャリスに向けられていた。

「……少しだけ待っててくれ。闇の商船と取引をしてるって噂うわさがある商人の所で、働いてる奴がいる。そいつに聞いてみるから」

　涙を袖そでで拭ぬぐったサンジャが、足早に部屋を後にする。ジャリスはそっとシャルマに近付いた。

「サンジャに何て言ったの？」

　ジャリスの青い瞳ひとみを見つめながら、シャルマは穏やかに微笑んだ。

「夢の続きを聞かせたんです。……暗い穴に落ちた人々を、金色の太陽が照らしてくれるとね」

　シャルマがジャリスの金きん髪ぱつに手をやり、ゆっくりと優しく撫なでた。
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「闇の商船は、二日後にミハーシャという町に来るらしいわ」

　エオージュからバルク号に戻もどってきた時には、すっかり夜が明けていた。ジャリスは甲かん板ぱんに乗組員達を集め、床ゆかに海図とタバラン国の地図を広げる。

「サンジャが調べてくれたんだけど、夜の内に入港して、明け方には出航するそうよ。ただ、ミハーシャは結構遠いの。風がうまく吹ふけばぎりぎり二日でつくけど、間に合わないかも……」

　ジャリスが海図と地図を睨みながら考えこんでいると、リクが桟さん橋ばしを指さした。

「ジャリス、ヤナキム皇子だよ」

　驚いて手すりに駆かけ寄ったジャリスが桟橋を見おろすと、ヤナキムとルーレルが手を振ふっていた。梯はし子ごを使って甲板に上がってきたヤナキム達に、ジャリスは目を丸くする。

「やぁ、ジャリス。捜そう査さ状じよう況きようを聞きに来たよ」

　ゆっくりと微笑んだヤナキムが、珍めずらしそうにバルク号を見回した。

「凄いね。これがバルク号か。なかなかいい船だね、ルーレル」

　ルーレルがにっこりと頷うなずいた。ナッシルがルーレルを指して、すっとんきょうな声を上げる。

「ああーっ、お前ルーレル？　何だ、その姿はーっ」

「あなた……ナッシルですか？　何ですの、その汚きたない恰かつ好こうは」

　口元に手を当てて眉まゆをひそめたルーレルに、ナッシルが目を剝いた。

「汚いとか言うなっ」

「だって昔はすごく綺き麗れい好ずきだったでしょう？　何かに触さわったらすぐ手を洗うし。それに……」

「あーっ、昔の事は言うんじゃねぇっ。大体お前だってそのしゃべり方は何だよ。いつからそんなお上品ぶるようになったんだ！」

　ナッシルが慌あわてふためいて叫さけぶと、ルーレルがつんと横を向いた。二人のやりとりに目を丸くしていたジャリスに、ヤナキムが話しかける。

「ジャリス。早さつ速そくだけど、状況はどうなのかな」

　気を取り直したジャリスは、ヤナキムに闇の商船の事を説明した。ヤナキムが腕組みする。

「その闇の商船とやらに、トフカフが本当に乗るのかい？」

「可能性は高いと思います。トフカフは鉱山の仕事をしていた時に、闇の商船を利用していたと証言もあります。エオージュにある屋や敷しきにも帰っていませんし、彼の店も船も、もう役人が押さえています。ヤナキム皇子のランプを盗ぬすむという事が、どれだけの罪になるか判わからない程ほどトフカフが愚おろかだとは思えません。必ず国外への逃とう亡ぼうを図はかるはずです。ですが港や陸路にはクアイ皇子が網あみを張っています。ならば、闇やみの商船に乗るのが一番安全だと考えるはずです」

　ジャリスの説明に、ヤナキムは感心したように目を見張った。

「さすがプス船長だね。では君達はミハーシャに行くのかい？」

「はい、ですがクアイ皇子にはまだ内密に。役人が動いている事が知られれば、闇の商船は最悪タバラン国には立ち寄らないかもしれません。そうすれば、トフカフ達はまた行方ゆくえをくらましてしまう可能性が高い。まずわたし達が行ってトフカフの捜そう索さくを行います。トフカフがいると証しよう拠こを摑つかんだ時点で連れん絡らくすると、クアイ皇子に伝えて下さい」

　ヤナキムが、ジャリスの青い瞳を見つめて大きく頷いた。

「判った。でも二日後なら、船で行ってもぎりぎりにしか着かないだろう」

　ヤナキムが呟つぶやくと、隣となりにいたルーレルが、目をきらきらとさせる。

「ご主人様。あれを使ってはいかがでしょう。あれなら、どこだろうとすぐに着きますわ」

　会話の意味が判らず、ジャリスが首を傾かしげると、ルーレルがぱちんと指を鳴らした。すると、ボンッと煙けむりがあがって真っ赤な絨じゆう毯たんが現れる。

「う、浮ういてるっ!?」

　ジャリスは思わず目を疑った。甲板の三分の一ほどの広さがある絨毯が、ふわふわと頭上で浮いていた。ルーレルがにっこり笑う。

「魔ま法ほうの絨毯ですわ。よくご主人様を乗せて、エオージュまで行きますの。ミハーシャまでなら半日もかかりませんし、十人までなら乗れますわ」

「で、でも、魔法は使えないんじゃないの？」

「こんなの魔法の内に入りませんわ。宮きゆう殿でんをもう一つ造れと言われたら、さすがにランプがないと無理ですけれど」

　ジャリスは目を輝かがやかせて、ふわふわと浮く絨毯を見上げた。

「すごーい、これが本当の精霊ジヤーンなのね」

「ああ、便利すぎる。確かにみんなが欲しがるはずだ」

　目を見開いているコダートに、シャルマが頷いた。

「うちの船の精霊にも、見習って欲しいものです」

　聞こえたのか、水差しからアブウが姿を現した。

「ひどいですぅ。アブウだってアブウだって一いつ生しよう懸けん命めいなんですよぅ」

　おいおいと泣き出したアブウに、ジャリスは慌てて駆け寄った。

「そ、そんなつもりじゃないのよ、アブウ。あなたが一生懸命なのは、よーく判っているの」

「本当ですかぁ。アブウの事役立たずだって思ってるんじゃないですかぁ？」

　ジャリスは一いつ瞬しゆん言葉に詰つまった。思った事がないとは、口が裂さけても言えない。

「……アブウ、いつも言ってるでしょ。あなたも大切な船の乗組員なの。わたしの仲間よ」

　微笑ほほえんだが、アブウはじとっと目を眇すがめた。

「今の間はなんですかぁ？　アブウだってアブウだって、空気ぐらい読めるんですよぅ！」

「ああ、アブウ、可哀かわい想そうに。私と一いつ緒しよにいましょうよ。私が何でもしてあげますわっ」

　ルーレルがぎゅっと抱だきつくと、アブウは悲鳴を上げた。

「ルーレルはいやぁぁぁぁぁ」

　逃にげ回るアブウを追いかけ始めたルーレルを見つめ、ヤナキムが小さく息をついた。

「ジャリス、ランプの近くに行けば、ルーレルはわずかな魔力の波動でも感じる事ができるそうだ。彼女を連れて行くといい。ルーレル、ジャリス達に協力するように。これは命令だよ」

　ルーレルがアブウを捕つかまえて抱きつき、にっこりと笑って頷いた。

「ありがとうございます。ヤナキム皇子」

　ジャリスが頭を下げると、ヤナキムがふっと微笑んだ。

「ランプを悪用されては困るからね。ランプは三回こすって表面に彫ほってある古代文字の呪じゆ文もんを唱えれば、その人の物になってしまうんだ。かなり難しい文字だからトフカフに読めるとは思えないけど、裏で誰だれかが糸をひいているなら話は別だ。ジャリス、必ず取り戻してきてくれ」

　頷いたジャリスは、ミハーシャの方角に目をやり、決意の表情を浮かべた。

　　　　[image: ]

　魔法の絨毯はふわふわと浮いているようにみえたが、速さは素す晴ばらしかった。恐おそらくルークよりも速いだろう。それでもミハーシャの港についた頃ころには、とっぷりと日が暮れていた。

「夜で良かったわ。飛んでる所を見られたら、大おお騒さわぎになっちゃう」

　ジャリスはふわりと着地した絨毯から降りて、辺りを見回した。夜も更ふけた小さな港には人の姿はなかった。コダートとシャルマ、そしてリクとリンドも絨毯を降りる。船の留守番の為ため残ったナッシル以外の全員だ。宙に浮いたアブウに抱きついているルーレルが、指をぱちりと鳴らすと、絨毯は跡あと形かたもなく消えてしまう。

「すげえ速かったな。気持ちよかったーっ」

　リクが大きくのびをすると、リンドが腕うで組ぐみをした。

「あんまり大きい声をだすなよ。目立ったらまずいからな。それよりルーレル、どうだ？」

　ルーレルはアブウに抱きついたまま目を閉じた。しばらくそうしてからゆっくりと目を開く。

「……近くにある感じがしますわ。あっ、そうですわ。アブウ、魔力を分けて下さいませっ。そうしたら、もっと詳くわしいランプの場所が……」

「嫌いやですぅ！」

　アブウにきっぱりと断られて、ルーレルが口を尖とがらせた。

「どうしてですの？　いいじゃありませんか」

「だってだってだって、魔力を分けるには、チチチチューしないといけないじゃないですかっ」

　嫌そうに顔を歪ゆがめたアブウに、ジャリスは目を見開いた。リンドが面めん倒どうくさそうに呟く。

「……してやればいいだろ」

　コダートもシャルマも、うんうんと頷いている。

「そんなに好かれて結構なことじゃないか」

「そうですよ、アブウ。あなたがそんなに誰かに必要とされるなんて、もう一生ありませんよ」

　みんなに詰め寄られたアブウが、必死でジャリスに目をむけた。

「た、助けてっ、ご主人様！」

「アブウ……わたしもルーレルは凄すごくいい子だと思う。こんなに愛されてどうして嫌なの？」

　ジャリスが首を傾げると、アブウがふぇぇと泣き声を上げた。

「ご、ご主人様までぇぇ。アブウは、人間になってご主人様と結けつ婚こんするのが夢なのにぃぃぃ」

　アブウの叫びが夜の港に響ひびいた。みんなの視線が一気に冷たくなる。

「アブウ、お前そんな大それた夢を……」

「身の程知らずですね」

　コダートとシャルマの冷たい言葉に、アブウがしゃくり上げる。ルーレルが傷ついたように瞳ひとみを揺ゆらめかせながら、アブウを見つめた。

「アブウ、私よりご主人様がいいのですか？」

　こっくりと頷いたアブウが、慌あわててはっとした。

「あ……あの……」

　だがルーレルは口をへの字に曲げたまま、ばっとアブウの腕うでを放してそっぽを向く。

「ひどい！　もういいですわっ。アブウのばかっ」

　目に涙なみだを一いつ杯ぱいに浮かべたルーレルに、アブウが慌てふためいた。

「ル、ルーレルゥ……」

「知りませんっ。もうアブウには頼たよりませんわっ。ランプはこっちです。いきましょっ」

　ルーレルが港に建ち並ぶ倉庫を指し示した。ジャリスは驚おどろいて目を丸くする。

「わ、判るの？」

「何となくですけれど。アブウから魔力をもらったら、もっとちゃんと判りましたのにっ」

　ずんずんと歩き出したルーレルの後を、ジャリス達は慌てて追いかけた。




　倉庫が並ぶ港の一画で、ルーレルが足を止めた。ジャリスはそっと声を潜ひそめる。

「この辺りなの？」

　ルーレルが小さく頷うなずく。耳をすますと、目の前に建つ倉庫の壁かべから、男達の声が聞こえた。

「誰か喋しやべってるわ。アブウ、あの窓から中を見てきて」

　倉庫の窓は高い所にあった。アブウが大きく頷くと、リクが手を挙げる。

「俺も行く。鉱山にいた時に、トフカフの顔を見た事あるし。俺なら軽いから、あそこまで運べるだろ？」

　頷いたアブウがリクを抱かかえてふわふわと窓まで飛んでいき、中を確かめてすぐに降りてきた。地上に降り立ったリクが、ジャリスを見上げる。

「トフカフがいるよっ。間ま違ちがいない。でも中に三十人くらい男たちがいるよ」

　ジャリスは倉庫の外がい壁へきを見回した。魚の臭においがしみついた木造の倉庫は、広さだけはあった。

「入り口は正面と、裏にあるわ。クアイ皇子に連れん絡らくを取って……」

「クアイ皇子が来る間に、逃げられたらどうする」

　腕組みしたリンドに、ジャリスは目を向けた。

「でも敵が多すぎるわ」

「精霊ジヤーンが二人いて、シャイ悪ターン魔がいるんだぜ。人間なんかに負けるもんか」

　リンドが黒い目を赤く染めた。一瞬で姿が変化し、黒い蝙こう蝠もりのような翼つばさと牙きばを持つシャイターンとなる。翼を羽ばたかせたリンドが、自信満々な表情を浮うかべた。

「さっさと捕まえようぜ。俺に任せとけよ」

　ジャリスは考えこんで目を伏ふせた。しばらくして顔を上げると、みんなを見回す。

「判ったわ。わたしに考えがあるの。みんな集まって……」

　輪になった乗組員達に、ジャリスは考えついた作戦を説明した。

「何でそんな面倒な事するんだよ。あいつら皆みな殺ごろしにするの、簡単だぜ」

　リンドは不満そうだ。だがジャリスは、毅き然ぜんとした表情で首を振ふる。

「駄だ目めよ。全員生け捕どりにするの。死者は出したくないわ。できれば怪け我が人もね」

　青い瞳で見つめると、リンドが呆あきれたように肩かたを竦すくめて人間の姿に戻もどった。

「そんな甘い事言ってていいのかよ」

「これがわたしのやり方よ。嫌なら作戦に参加しなくていいわ」

　きっぱり言い切ったジャリスに、リンドは不満げに口を尖らせた。シャルマが静かに口を開く。

「リンド、船長命令は絶対です。あなたも乗組員なら、従ってください」

「はいはい。判わかったよ、しょうがねぇな。でも失敗したら、俺の好きにさせて貰もらうぜ」

　ジャリスはゆっくりと頷いて、これから始まる作戦を、心の中で再確かく認にんした。




「……なぁ、魔ま法ほうのランプをサウルナ国に届ければ、本当に十億ディナル貰えるんだろうな？」

　ジャリスが倉庫の裏口にぴったりと張り付いて耳を澄すますと、中から男の声が聞こえた。隣となりには、コダートとアブウ、そしてルーレルがいる。全員が息を潜めて中の様子を窺うかがっていた。

「ああ、本当だとも。金ならちゃんとこの目で確認したぜ。へへっ、お前ら十億ディナルなんて見た事あるか？　あれだけあれば、俺達全員一生遊んで暮らせる。うまくランプも盗ぬすみ出せたことだし、後は明日闇やみの商船に乗って逃げるだけだ。このまま陸路を行って国を出る方が簡単だが、絶対にクアイ皇子が何か手を打っているはずだ。遠回りだが、闇の商船でネイレス国まで行って、それから砂さ漠ばくを通ってサウルナ国に行けばいい。そしてあの可愛かわいい顔した眼鏡めがねの兄ちゃんにランプを渡わたして、金をもらうだけだ」

　男達の忍しのび笑いが聞こえた。ジャリスは眉まゆ根ねを寄せる。

（可愛い顔した眼鏡の……それって……！）

　サウルナ国で知り合ったラシッドの顔が頭に浮かぶ。男達の言う容姿にぴったりだ。だが可愛い顔に騙だまされてはいけない。彼は冷れい酷こくなシャイ悪ターン魔なのだ。

「……だが、本当にこれが魔法のランプなのか？　だったら俺達がランプの精霊ジヤーンを呼びだした方が、もっと儲もうかるんじゃないか？」

「いいや、ランプの精霊を操あやつるには、特別な呪じゆ文もんが必要らしい。知っているのはヤナキム皇子だけだそうだ。聞き出す事はできるかもしれないが、相手は一国の皇子だ。手を出せば、俺達にも危険が増す。それよりは、十億ディナルを確実にもらう方がいいさ」

　男達の笑い声を聞きながら、ジャリスは腰こしの剣けんに手を当てた。そして隣にいたアブウに頷く。

「頼たのんだわ。アブウ」

「はいー、ご主人様。アブウはお役にたってみせますぅ」

　叫さけんだアブウが、両手を地面に押しつけて、呪文を唱えた。

「アブウ必殺、水大たい砲ほう発射っ」




　ミシミシミシッ




「ぎゃぁぁぁぁっ。なんじゃこれはっ」

　倉庫の壁に亀き裂れつが入ったと同時に、男達の叫び声が響いた。ジャリスはそっと扉とびらを開けて中に入りこむ。ひび割れた床ゆかから大量の水が噴ふき上がり、天てん井じようまで届いていた。アブウが魔法で地下水を操っているのだ。男達がわめきながら、どたばた走り回っている。

「み、水だーっ」

「何で、こんなところからっ」

　噴き上がる水のせいで、天井には穴が空いていた。どしゃぶりのように水が降りそそぎ、ずぶ濡ぬれになった男達が、慌てふためいて正面の扉に向かって走り出す。

「なんだっ、あかねぇぞ！」

　男の一人が大きな両開きの扉に手をかけ、焦あせったように叫んだ。それもそのはず、外からシャルマ達が鍵かぎをかけているのだ。体当たりしているが、頑がん丈じような扉はびくともしなかった。

「ジャリス、トフカフはあいつだ」

　荷物の陰かげに隠かくれていたジャリスに、コダートがそっと囁ささやいた。指したのは、ひげを生やした中年の男だ。トフカフは慌てたように、ジャリス達とは反対側にある木箱に駆かけ寄って、中から何かをとりだした。こちらを向いたトフカフが持っているのは、両手程の真しん鍮ちゆうの箱だ。

「今よっ」

　足元にできた水たまりに向かって、ジャリスは叫んだ。水を通じて外にいるシャルマ達に、アブウが連絡をとれるようにしてくれている。

「開いたぞっ、急げ！」

　男の一人が、開いた正面の扉に手をかけて叫んだ。慌てた男達が、我先にと外に出ようとする。トフカフは、真鍮の箱を取りに行っていたせいで、逃にげるのが遅おくれた。扉を出ようとしたトフカフを見て、ジャリスは再び水たまりに向かって叫んだ。

「閉めてっ。外の奴やつらは頼んだわよっ。リンド、殺しちゃ駄目だからね！」

　同時に正面の扉がバタンと閉まった。閉じこめられた数人の男達が慌てふためく。ジャリスは腰の剣を抜ぬいて、男達の前に駆けだした。

「お、お前はっ」

　トフカフが真鍮の箱を抱え込んで、目を見開いた。

「やっと見付けたわよ、トフカフ。海かい賊ぞく同盟の名において、あなた達を拘こう束そくしますっ。ランプは返して貰うわよ！」

　男達が、慌てて腰の剣を抜く。コダートがさっとジャリスの前に進み出た。

「コダート、わたしは大だい丈じよう夫ぶよっ」

　コダートはちらりとジャリスに目をやると、ふっと微笑ほほえんだ。

「雑ざ魚こは俺に任せろ。お前はランプを。ジャリス……お前は、俺がちゃんと守ってやる」

　最後の声は呟つぶやく程ほどだったが、ジャリスにはしっかりと聞こえた。

「コダート……」

　広い背中に守られるのは何回目だろう。ジャリスは、心臓がきゅっと摑つかまれたような気がした。それが何なのか考えようとしたジャリスの耳に、アブウの悲鳴が聞こえる。

「いゃぁぁぁ助けてっ」

　振り向くと、アブウの前に剣を持った男が立っていた。アブウが怯おびえて泣なき叫ぶ。

「切らないでぇぇ！　普ふ通つうの剣じゃ死なないけど、切られると痛いんですぅぅぅ！」

「アブウに触さわらないで下さいませっ」

　ルーレルがばっと片手を突つき出すと、拳こぶしほどの炎ほのおの固まりが現れた。驚おどろいた男に、ルーレルが炎を放つ。炎の固まりが男の身体からだにぶつかり、服が燃えだした。慌あわてて男が、噴き上がる水に飛びこんで火を消す。

「アブウ、アブウ、私の旦だん那な様、大丈夫ですか？」

　ルーレルは本体のランプより、アブウの心配が先のようだ。コダートは、残った数人の男達相手に立ち回っている。ジャリスは壁かべ際ぎわで目を見開いているトフカフに駆け寄った。

「その中にランプがあるのね。返してもらうわよ！」

　剣を構えると、トフカフが憎にく々にくしげにジャリスを睨にらみながら、腰の剣を抜いた。

「その金きん髪ぱつ……お前がプス船長か！　二年前、お前が余計な事をしたせいで、俺は商売がうまくいかなくなったんだ。こうなったら、お前だけでも……っ」

　叫んだトフカフが、ジャリスに剣を振り下ろす。細身の剣で受けると、キィンッと音が鳴った。だが箱をしっかりと小こ脇わきに抱かかえているトフカフは、片手で剣を持っているせいか動きが鈍にぶかった。ジャリスは両手で剣を握りしめ、トフカフの剣を跳はね返した。

　青い瞳ひとみで睨みつけると、トフカフが怯ひるんだように一歩後ろに下がった。だがすぐに気合いを入れるように、叫び声を上げる。

「負けるかーっ」

　トフカフが再び剣を振ふり上げる。ジャリスが避けようとした時だ。背後から殺気を感じた。

「死ねっ」

　背後にある荷物の陰に隠れていた男がいた。トフカフがにんまりとする。ジャリスはどうにか背後の男の剣を避けたが、体勢を崩くずしてよろめいた。

「プス船長っ。お前の英えい雄ゆう譚たんもここまでだっ」

　叫んだトフカフがジャリスに斬きり掛かかる。ジャリスは慌てて身構えようとしたが、遅おそかった。

「ああーっ、ご主人様っ。ご主人様を傷つけるのはゆるしませーん！」

　だがジャリスの危機にいち早く気付いて、声を上げたのはアブウだ。アブウはいつもなら考えられないような素す早ばやさで、トフカフに体当たりした。さすがにトフカフがぐらりと体勢を崩す。倒たおれ込んだトフカフから、アブウは箱を奪うばい取った。

「ランプを返して下さいっ。本体は精霊にとって大切な物なんですぅ。これはルーレルのですよぅ！」

「き、貴様っ。よくも！」

　だがすぐに起きあがったトフカフが、真鍮の箱を抱だきしめているアブウに剣を振り下ろした。慌てて避けたアブウだが、わずかに腕うでを切られる。むきだしの腕から、一筋の赤い血が流れた。

「ひぃぃぃ！　痛いですぅ」

「きゃぁーっ、アブウ！」

　泣き叫んだアブウに、ルーレルが悲鳴を上げて駆け寄った。アブウがすぐに、はっとする。

「あ、あの……ルーレルゥ、すっごく嫌いやですけど、これがあれば……」

　アブウが意味不明な事をいいつつ、箱の札をはがした。同時に箱がひとりでに開く。中から眩まばゆい程の光があふれ、倉庫の中がまるで昼間のように明るくなった。

　アブウが箱に手を入れ、片手に収まるほどの、銅製のランプを取り出した。

「ア、アブウ。私の為ために……」

　ルーレルがランプを受け取りながら、紫むらさきの瞳を涙なみだで潤うるませる。

「いいえー、ルーレルの為じゃなくて、ご主人様の為ですぅ」

　ぶんぶんと首を振ったアブウの一言に、ルーレルの表情が一気に強こわばった。

「ラ、ランプを返しやがれっ」

　トフカフが叫ぶと、アブウ達に向かって剣を構えた。ゆらりとルーレルが立ち上がる。

（な、なんか、凄すごい殺気が……）

　ルーレルの身体から発せられる目に見えない圧あつ迫ぱく感かんに、ジャリスは思わず頰ほおを引きつらせた。

「ゆるせない……」

　一いつ瞬しゆん誰だれの声だろうとジャリスは思った。女性の声ではあるが、倉庫に響ひびいた声は低く、聞くだけで身体が震ふるえるほど恐おそろしかった。

「こんなにこんなに愛してるのに、お前は他ほかの女の名を呼ぶんだね……」

　ルーレルがふっと顔を上げた。ジャリスは、ルーレルの小こ振ぶりな唇くちびるが動いているのを見て、倉庫に響く低い声が誰のものなのかやっと判わかった。

「ひぃぃぃ、ルーレル。敵はあっちですよぅ」

　アブウの叫さけびに、ルーレルがトフカフを睨みつけた。

「そうだね。まずはこいつだ。あたしの愛いとしいアブウに怪け我がさせるなんて、どういう了りよう見けんだい？　アブウに手を出す奴は、このルーレルが相手だ！」

　叫んだ瞬間、ルーレルがふわりと宙に浮ういた。ぼわんと煙けむりがあがり、一瞬で姿が変わる。

「だ、誰!?」

　ジャリスは思わず目を見開いて叫んだ。煙の中から現れたのは、アブウよりも背が高く、筋肉が隆りゆう々りゆうとした美女だ。赤い炎のような髪かみを一つにまとめ、アブウと同じように、裾すそが膨ふくらんだ下衣と袖そで無なしの上衣を羽織っている。見た目は二十代後半、つり上がった紫の瞳が、トフカフを睨んだ。

「お、お前がランプの……？」

　トフカフが、ぶるぶると震えながらルーレルを凝ぎよう視しした。

「ああ、そうだよ。この姿じゃどうしてか、アブウが怯えるんでね。可愛かわいい女の子が好みだっていうから、一いつ生しよう懸けん命めい猫ねこ被かぶってたのに……っ」

　ルーレルが、ぎろりとアブウに目を向ける。アブウが床ゆかにぺたりと座ったまま、頭を抱えた。

「お、怯えるに決まってるでしょー。そんな姿で追いかけられて、捕つかまったら監かん禁きんされるんですよぅ。牢ろうに入れられて、毎日毎日筋肉見せつけられて、すごいって誉ほめないと、ご飯抜きなんですぅ。あんな生活は嫌ですよぅ」

　ルーレルが頰を引きつらせ、宙に浮いたままアブウのすぐ近くに移動する。

「あたしの筋肉は芸術だよっ。この素す晴ばらしさがどうして判らないんだい！」

　ランプを傍かたわらに置いたルーレルが、誇ほこらしげに両りよう腕うでを曲げると、大きな力ちから瘤こぶができる。ぴくぴくと動く盛り上がった胸さえ、筋肉のようだ。

「アブウは可愛い女の子がいいんですぅ。優やさしくて、アブウを大切に思ってくれる……」

「だから、そういう風に変身してただろっ。何が不満なんだい！」

「可愛く変身してても、結局正体はムキムキじゃないですかぁ！　それにその身体で抱きしめられたら、骨がボキボキに折れちゃうんですよぅ。いくらすぐ治るからって痛いんですからっ」

　泣きわめくアブウに、ルーレルが舌打ちした。

（こ、これはきついかも……）

　ジャリスは思わず内心呟つぶやいた。ルーレルはジャリスが見たどんな男よりも、立派な筋肉を持っている。どんなに可愛く変身しようとも正体がこれでは、気弱なアブウが怖こわがるはずだ。

「ル、ルーレル。ちょっと落ち着いて……」

　ジャリスが何とか宥なだめようと声を上げると、ルーレルがふんっと鼻を鳴らした。

「嫌だね。あたしはあんたが大だい嫌きらいっ。アブウのご主人様だから大目に見てたけど、アブウは口を開けばあんたの事ばっかりっ。ゆるせない！」

「ルーレルゥ、だから、敵はあっちですぅ」

　アブウがトフカフを指さした。数人いた敵をいつのまにか倒していたコダートが、ジャリスに駆かけ寄る。そしてルーレルを見上げながら、大きく頷うなずいた。

「そうだぞ、ルーレル。アブウとの話し合いは後でゆっくりやればいい。ヤナキム皇子からトフカフを捕まえろと言われているだろう？　ご主人様の命令に逆らうのか？」

　ルーレルが眉まゆをぴくりと跳ね上げた。びくびくと震えるトフカフに目をむける。

「……ああ、忘れてた。まったくあたしのランプを盗ぬすむなんて、いい度胸だよ。しかもアブウに怪我させるなんてね。覚かく悟ごしな、黒こげにしてやる」

　ルーレルの右手から炎が舞まい上がった。ゴォゴォと音を立てる火柱が、天てん井じよう近くまで昇のぼっている。ルーレルがにやりと笑った。

「さっきの火遊びとは訳が違ちがうよ。あたしの本当の力を見せてあげる」

　冷たいルーレルの笑みを見たトフカフが、力が抜ぬけたようにぺたんと尻しり餅もちをついた。

「ま、待ってくれ。降参だ。自首するから……」

「嫌だね。アブウに怪我をさせるなんて、万ばん死しに値あたいする。死になっ」

　怯おびえるトフカフに向かって、ルーレルが片手を振り上げようとした。ジャリスは慌あわててトフカフの前に飛び出して、ルーレルに向かい両手を広げる。

「待ってっ、ルーレル。生け捕どりにするって言ったでしょっ」

　だがルーレルは口元をつり上げ、ジャリスを見み据すえた。

「あたしに命令出来るのは、ご主人様だけだよ。あんたの命令なんて、聞く義理はないね」

（こ、このままじゃまずいわ。どうにかして止めないとっ。でもどうやって……あっ、そうか。ルーレルに命令できるのは……！）

　ジャリスの頭に、ふとある事がひらめいた。そのままさっと辺りを見回すと、目的の物はアブウの近くに置いてあった。

「アブウッ、ランプを！」

　ジャリスが叫ぶと、アブウがはっとしたように目を見開いた。素す早ばやくランプを摑つかんで、ジャリスに向かって投げる。見事受け取ったジャリスに、ルーレルが眉まゆ根ねを寄せた。

「何してるのさ。あんたまさか、あたしのご主人様になろうとしてるんじゃないだろうね。でも古代文字の呪じゆ文もんはそう簡単に読めや……」

　そこまで言ったルーレルが、はっとしたように目を見開いた。ジャリスはにっこり笑う。

「わたし、特技があるの。父のマラファムは知っているかしら？　父はわたしに色んな勉強をさせてくれたわ。そのおかげで、アブウの水差しに書かれた古代文字の呪文が読めた。それでアブウの封ふう印いんを解いて、ご主人様になったの。……あなたのご主人様になるには、ランプを三回こすって呪文を唱えればいいのよね？」

「や、やめ……」

　慌てふためいたルーレルに、叫ぶ暇ひまも与あたえなかった。ジャリスは素早くランプを三回こすり、表面に彫ほり込まれた呪文を唱える。

「偉い大だいなるアリフラスト神の僕しもべ。ランプの精霊ジヤーンルーレルよ。我が命に従えっ」

「いゃぁぁぁぁぁ！」

　憤ふん怒ぬの形相を浮かべたルーレルの叫びが、広い倉庫に木こ霊だましたのだった。
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「どうして俺を連れて行かなかったんだ！」

　うたかたの宮きゆう殿でんの庭で、ジャリスは仁に王おう立ちしたクアイを見上げた。ミハーシャから戻もどって二日経たつというのに、クアイは未いまだに同じ台詞せりふを繰くり返す。

「だから何度も言ったけど、大人数で行ったら目立つでしょ。情報も確かな物じゃなかったし。トフカフが見つかったら連れん絡らくしようと……」

「君に何かあったらどうする！　俺がどんな気持ちで待ってたと思うんだっ。ヤナキムは連絡があるまで君の居所は言えないと言うし……」

「僕は女性との約束は絶対に守るからね」

　いつのまにか背後に立っていたヤナキムに、クアイが目を剝むいた。

「貴様っ、俺の前に顔を出すな。殺してやりたくなるだろう！」

「まあまあ、クアイ。そんなに怒おこるな。トフカフ達は全員捕まえたし、ランプは戻ってきたし」

　ヤナキムが、ランプを手にしているジャリスに目をやった。

「すいません、ヤナキム皇子。勝手に呪文を唱えてしまって」

　ジャリスが頭を下げると、ヤナキムは肩かたを竦すくめた。

「仕方ないさ。ルーレルが暴走したんだし。今まで散々願いを叶かなえて貰もらったから、もういいよ」

　あっさりとヤナキムが答えた。新しいご主人様ができると、前のご主人様は精霊ジヤーンに頼たのみ事ができなくなる。しかも再び呪文を唱えても、もうご主人様には戻れないのだ。

「それよりクアイ、トフカフを取り調べたんだろう？　何か聞きだせたのかい」

　ヤナキムが聞くと、腕うで組ぐみしたクアイが頷いた。

「ああ、トフカフは鉱山に出入りしていた時、金こん剛ごう石せきを調べに来ていた学者と親しくなったそうだ。半はん月つきほど前、サウルナ国でその男と再会した。そいつは研究の為ためにどうしても必要だからと、多額の報ほう酬しゆうと引きかえにランプを盗んできて欲しいと頼んだそうだ。うさんくさい話だとは思ったらしいが、男の目を見ていたら、なぜか断れなくなったと言っている。……ジャリスの話も合わせると、その男がシャイ悪ターン魔である可能性は高いな。男はうたかたの宮殿にランプがあると知っていて、ご丁てい寧ねいに真しん鍮ちゆうの箱と、在処ありかを示す道具まで渡わたした」

　クアイが懐ふところから取り出したのは、小さな方位磁石だ。普ふ通つうは北を示すはずだが、針が示しているのは、ジャリスが手にしていたランプだった。クアイが話を続ける。

「引きうけたはいいが、魔ま法ほうのランプなんて本当に存在するのかと、トフカフも半信半疑だったそうだ。だが一応確かめようと、タバラン国に戻ってすぐに、うたかたの宮殿を訪おとずれた。そこでマレーターからランプが宮殿にある事を聞いて、磁石を頼たよりに探してみたそうだ。そうしたら、本当にランプをみつけてしまった。ヤナキムの贅ぜい沢たくを知っていたトフカフは、本物の魔法のランプだと確信して盗み出したそうだ。キャラバン隊の商人になりすまして、仲間達とミハーシャに行き、そこから国外へ脱だつ出しゆつするつもりだったらしい」

「サウルナ国の、どこに届けるつもりだったのかしら？」

　ジャリスが聞くと、クアイが鋭するどい視線を向けた。

「サウルナ国まで行けば、むこうから連絡が来るはずだったと言っている。エオージュに連行してじっくり取り調べるが、噓うそではないだろう。あいつ、ぶるぶる震ふるえて何でも素直に答えるから、ルーレルから守ってくれって泣なき叫さけんでいる。……一体、何があったんだ？」

　クアイの質問に、ジャリスは頰ほおを引きつらせた。

「うん、まあ色々と……」

「うわぁーんっ。ご主人様ぁ！　助けてぇぇぇぇ」

　アブウの悲鳴が庭中に響ひびいて、ジャリスは思わずため息をつく。

「アブウ、怪け我がの手当てしてあげるって言ってるだろっ」

　続いて女性にしては低い声が響く。ジャリスが振ふり向くと、ふわふわ飛びながら現れたのはアブウだ。その後ろから筋きん骨こつ逞たくましいルーレルが飛びついた。二人は音を立てて地上に落下する。

「怪我はもう治りましたぁ！　は、放してくださいぃぃ。ほ、骨がボキボキ鳴ってますぅぅぅ」

「ああ、ごめんね。すぐに治してあげるよ。ほら、脱ぬいで脱いで。よーく見せてごらん」

　ルーレルが、無理矢理アブウの服を脱がせようとする。クアイが顔を引きつらせた。

「ヤナキム……お前は本当に守しゆ備び範はん囲いが広い。女なら誰だれでもいいのか？」

「うーん。さすがに、ちょっと引いちゃうかな。だって彼女は僕よりも好きな人がいるからね」

（も、問題はそこ？）

　ジャリスは思わず心の中で呟つぶやいた。ヤナキムがにっこり笑ってルーレルを指す。

「クアイ、彼女はルーレルだよ。なかなか奇き抜ばつでいいだろう？　カトゥーナ国で初めて会った時、あの筋肉に見とれて声をかけたんだ。僕の周りにいない感じの人だったし」

　にこにこしているヤナキムに、ルーレルが嬉うれしそうにぱっと顔をあげた。

「そうだろう、ヤナキム。この筋肉の良さが判わかるなんて、お前はなかなか見所がある」

　ふふふと笑いあう二人に、ジャリスとクアイは頰を引きつらせる。

「わたし、ついていけないかも」

「ああ、俺もだ」

　クアイと初めて意見が一いつ致ちした気がする。ジャリスは気を取り直すと、クアイを見上げた。

「と、とにかく、トフカフの背後にシャイターンがいる可能性が高いわ。クアイ皇子、引き続き取り調べをお願いします」

「ああ、任せておけ。それより、この女がランプの精霊だというのなら、君の腕うで輪わの修理をしてもらわないといけないだろう？」

　ジャリスは頷うなずくと、アブウに抱だきついているルーレルに向き直った。

「ルーレル、わたしの腕輪の修理の事だけど……」

　だがルーレルはみなまで言わせず、そっぽを向く。

「嫌いやだね！　あたし、あんたが大だい嫌きらい。だってアブウはあんたと結けつ婚こんするっていうんだよっ。あたしが一番アブウを愛しているのに！」

　はっきりと断られ、ジャリスは思わず面めん食くらう。目を瞬またたかせているとヤナキムが肩を竦めた。

「命令すればいいよ、ジャリス。ルーレルはご主人様には逆らえない」

　きっとヤナキムを睨にらんだルーレルが、すぐにジャリスに視線を移すと、ふんっと鼻を鳴らす。

「ああ、確かに逆らえないさ。だけどあたしだって意地がある。死んでも命令には従わない」

「ル、ルーレルゥ。そんな事したら、本当に死んじゃいますよぅ。アブウ達精霊は人間の為に作られた物に宿っているんですぅ。持ち主の命令に逆らうと、最悪消しよう滅めつしますよぅ」

　アブウが銀色の瞳ひとみでルーレルを見つめる。ルーレルがにんまりと笑った。

「心配してくれるの？　アブウ。さすがあたしの旦だん那な様だね」

　ぎゅっと抱きつかれて、アブウが悲鳴を上げる。ボキボキと音がしているのは、きっと気のせいではないだろう。もがくアブウから離はなれないルーレルに、ジャリスはゆっくりと歩み寄った。気づいたルーレルが、ジャリスを睨みつける。

「な、何さ。言いたい事があるなら、はっきりいいな。たとえランプを壊こわされたって、あたしは言う事を聞かないよっ」

　ジャリスが手に持ったランプを見つめ、ルーレルが強気に言い放つ。精霊は本体が壊れれば生きていけないという。ジャリスが握にぎっているランプは、ルーレルにとって命だった。

「……そんな事しないわ」

　ジャリスはルーレルに近付き、ランプを差しだした。ルーレルが驚おどろいたように目を丸くする。

「ランプを調べさせてもらったの。底にもう一つ呪じゆ文もんがあった。アブウに聞いてみたら、それは解放の呪文だって言われたわ。その呪文を唱えれば、精霊ジヤーンをご主人様から解放出来るって」

　ルーレルが戸と惑まどうように、ジャリスを見つめた。ジャリスはそっと微笑ほほえむ。

「約束したでしょう、あなたを自由にするって。だから呪文を唱えて、あなたを解放するわ」

　目を見開いたルーレルがアブウから手を放し立ち上がる。ルーレルは見上げる程ほど大きかった。

「で、でもあたしがいれば、いくらでも贅沢できるんだよ。この宮殿をごらん。あたしはもっと大きな宮殿を造る事だってできる。金銀財宝も思いのままだよ」

　ジャリスは首を振って、ルーレルの紫むらさきの瞳をまっすぐに見上げた。

「贅沢したい訳じゃないわ。わたしは腕輪を修理して、オシリスを倒たおす為に必要な指輪を捜さがしたいの。そうしなければ、たくさんの人が苦しむ。あなた言ってたじゃない。オシリスが本来の力を取り戻したら、アラバーナ大陸を砂に変えてしまうって。川も緑も枯かれて人の住めない土地になるって。そんな事は絶対にさせない。わたしの命にかけても。……これは取引よ、ルーレル。わたしは腕輪を修理してほしい。あなたは自由を手に入れる。悪くないと思うけど？」

　ジャリスの話を聞いていたヤナキムが、腕組みしたまま眉まゆ根ねを寄せた。

「そんな事する必要はないよ、ジャリス。ルーレルだって命令されれば言う事をきくさ。ご主人様に逆らうのは、精霊にとって死を意味するんだから」

　だがジャリスは、ルーレルの瞳を見上げたままゆっくりと首を振った。

「いいえ、わたしは約束したの。ランプを捜して自由にするって。ルーレルはランプを取り戻もどしたら望みを叶かなえてくれるって言ったわ。……あなたは約束を破らないわよね。ルーレル？」

　ジャリスのまっすぐな視線から、ルーレルが顔をそらす。考えこむように目を伏ふせていたが、やがて大きく息をつくと再びジャリスを見つめた。

「しょうがないねっ。命令ならはね除のけるけど、約束破った卑ひ怯きよう者なんて言われたくないしね」

　ジャリスの手からランプを奪うばい取ったルーレルが、強気に言い放った。ジャリスが腕輪を外して渡すと、ルーレルはふんっと鼻を鳴らし、肩かたを怒いからせて宮きゆう殿でんへと足を向けたのだった。
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　湖から朝日が顔を出す。ひんやりとした朝の空気に、ジャリスは身が引き締しまるような気がした。庭にうっすらと日が差し始め、花々が太陽を歓かん迎げいするように顔を上げ始めている

　ジャリスはそっと、庭にある東あずま屋やに近付く。椅い子すに座すわって朝日を眺ながめているのはヤナキムだ。

「おや、ジャリス。どうしたんだい？」

　ヤナキムがゆっくりと微笑んだ。隣となりに座るよう促うながされ、ジャリスは腰こしを下ろす。

「旅に出る前に、もう一度ここから朝日を見てみたくて」

　腕輪の修理にとりかかったルーレルが、部屋に閉じこもって三日経たつ。修理が終わるまではあと二、三日かかるらしい。ジャリス達は腕輪を受け取ったらすぐにタバラン国を出る予定だ。

「クアイが悲しむね。でもあいつは父に出国をとめられている。逃にげるなら今のうちだよ」

　片目を瞑つぶったヤナキムが湖に視線を戻した。しばらく二人で無言のまま朝日を見つめる。

　すっかり辺りが明るくなった頃ころ、ジャリスはヤナキムに話しかけた。

「ヤナキム皇子、前にわたしに謎なぞかけをされたでしょう？」

「ああ、あれね。まだ覚えてたんだ」

「ええ、〝生まれる前からあって、逃のがれられない物〟。わたしの答えを言ってもいいですか？」

　ジャリスを見つめたヤナキムが、ふっと微笑んで頷いた。

「わたしの答えは、〝宿命〟です」

　姿勢を正して答えたジャリスに、ヤナキムがぴくんと眉まゆを跳はね上げた。

「……なるほどね」

「違ちがうとは仰おつしやらないんですか？」

　首を傾かしげたジャリスに、ヤナキムが驚いたように目を丸くした。

「どうして？」

「だって、これってきっと、人によって色々な答えがあると思うんです。わたしは宿命だと思ったけど、恋こいだと答える人もいるでしょう。……実はちょっとずるをして、ハーレムの女性達に同じ謎かけをしてみたんです。そうしたら、彼女たちは身分だと答えました」

　ヤナキムに救われて宮殿に来たという女性達。生まれる前から身分を決められた彼女たちにとっては、質問の答えはそれだろう。ジャリスは青い目をヤナキムに向けた。

「答えを決めるのはヤナキム皇子なんでしょう？　わたしの答えはお気に召めしましたか？」

　ヤナキムがふっと苦く笑しようした。ジャリスを見つめ、ゆっくりと口を開く。

「君の宿命とは何だい？」

「……わたしの先祖は魔王マリードオシリスを封ふうじる力を持っていたそうです。代々女性にしか使えない力を。サウルナ国でその事を初めて知りました。……まだ見習いですが、アラバーナ大陸と海を守る〝海かい賊ぞく〟として、魔王マリードオシリスと戦うことが、わたしの宿命だと思っています」

「……きっとその道は、辛つらくて苦しくて険しいだろうね。逃れたいとは思わないのかい？」

　更さらに問いかけたヤナキムの表情が、真しん剣けんなものになっている。ジャリスはいつもとは違ちがう理知的なヤナキムの顔を見て、自分の考えに確信を持った。やはり彼は、軽いだけの男ではない。

「……正直に言うと、思います。怖こわくて怖くて仕方ない時があるんです」

　ジャリスは青い瞳を揺ゆらめかせる。だが一度目を閉じると、毅然としてヤナキムを見つめた。

「でも、逃げたりしません。大切な人達を守りたいから」

「……君は相変わらずだね」

　ヤナキムの呟つぶやきにジャリスは首を傾げる。だがそれ以上ヤナキムは何も言わなかった。朝日に目をやったヤナキムに、ジャリスはふうっと息をつくと、口を開いた。

「わたしは合格ですか？　ヤナキム皇子」

「どういう意味だい？」

「わたしの事を試ためしておられたのでしょう？　大切な弟君をたぶらかした女はどんな奴やつだって」

　苦笑したジャリスに、ヤナキムが目を丸くした。

「何を言っているんだい、ジャリス。僕は君が気に入ったから……」

「噓うそです。わたしずっと変だなって思ってたんです。だって言ってる事とやってる事がばらばらですよ。クアイ皇子が嫌きらいだといいながら彼を世よ継つぎにと国王スルタンを説得し、女達と自由に暮らしたいといいながら、しょっちゅう王宮の様子を見に帰っている」

「誰だれにそんな事を……。そうか、ミリアルに聞いたんだな」

　憮ぶ然ぜんとして呟いたヤナキムに、ジャリスがそっと笑えみを浮うかべた。

「……ミリアル様が仰ってましたよ。クアイ皇子を世継ぎとして国王スルタンに認めさせたけど、第一皇子である自分が王宮にいれば、王位争いの種になる。だからわざと放ほう蕩とう息子むすこの振ふりをして王宮を飛び出し、うたかたの宮殿に住んでいるんだって。クアイ皇子を嫌いな振りをしているだけで、本当は弟思いの優やさしいお兄さんだって」

「ミリアルめ、口が堅かたいのが取り柄えだと思ってたのに」

　ぶつぶつと言うヤナキムに、ジャリスは苦笑した。

「何て、実は半分噓です。ミリアル様から聞いたのは、ヤナキム皇子が時々魔ま法ほうの絨じゆう毯たんを使ってエオージュの王宮の様子を見に行ってるって事だけで、後はわたしの想像です。でも間違ってなかったみたいですね。あなたはわたしをハーレムに入れて、どんな人物か見み極きわめようとしていたんでしょ？　イクバルとかハトゥーンだとか言って女性達をけしかけて、わたしがどう対応するか観察していた。クアイ皇子の花はな嫁よめとして、わたしがふさわしいかどうか調べようと」

　ヤナキムが無言のまま、すっと目を伏せる。ジャリスはゆっくりと立ち上がった。

「……ですがヤナキム皇子、わたしはクアイ皇子の花嫁になるつもりはありません。わたしには宿命があります。逃れられないし、逃れるつもりもありません。今のわたしには他ほかの事を考えている余よ裕ゆうはない。クアイ皇子の求きゆう婚こんも常にお断りしています。腕うで輪わの修理が終われば、すぐにこの国を出ます。クアイ皇子には内密で。あなたが心配しているような事にはなりません」

　毅然とした態度のジャリスに、ヤナキムが小さく息をついた。

「さすがだね。どうやら君には敵かなわないようだ……」

　ジャリスは深々と一礼すると、湖から昇のぼった太陽を背に受けて、その場を後にした。
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　エオージュの王宮に戻ったクアイは、すぐさま父である国王スルタンフクサルの許もとを訪おとずれた。広間の壇だん上じように座ったフクサルの前で跪ひざまずき、クアイは今回の事件について説明をした。

「……では、魔法のランプを盗ぬすむよう指示したのは、シャイ悪ターン魔だというのだな」

　フクサルが、クアイとよく似た切れ長の目を眇すがめる。

「はい、ほぼ間違いないかと」

「ランプを盗んで、どうするつもりだったのだ？」

　眉根を寄せたフクサルに、クアイは顔を上げた。

「ジャリス達が指輪を捜さがす事を、邪じや魔ましようとしたのではないかと思われます。もしくは、シャイ悪ターン魔達も指輪を捜しているはずなので、まずはルーレルを仲間にし、次にジャリスが持つ腕輪を手に入れるつもりだったのではないかと」

　フクサルがすっと立ち上がった。握にぎった拳こぶしを震ふるわせ、鋭するどい視線をクアイに向ける。

「魔王マリードオシリスは大地を砂に変えるのだというな。そんな事になったらアラバーナ大陸は……」

「父上、俺にシャイターンの討とう伐ばつを命じてください。ジャリス達と協力して……」

　真剣な眼まな差ざしを向けたクアイに、フクサルがかっと目を剝むいた。

「ならん！　お前に何ができる。人間相手ならまだしも、シャイターンなど我々が敵うはずもない。お前は世継ぎなのだぞ。こんな時こそ国内の政治を安定させ、海賊同盟と協力し対策を練らねばならん。お前はジャリスと一いつ緒しよにいたいだけだろうっ」

　指し摘てきの鋭さに、クアイはぐっと言葉に詰つまる。

「しかし父上……」

「ならんといったら、ならんっ。お前に何かあったらどうする。わしにもしもの事があった時、誰がこの国をまとめるのだ！」

　フクサルの声が響ひびいた時、ぎぃぃと広間の扉とびらが開いた。クアイは何事かと振り向く。

「父上、お久しぶりでございます」

　穏おん和わな笑みを浮かべて入ってきたのはヤナキムだ。フクサルが目を見開いた。

「ヤナキム……お前どうしたのだ？　王宮で何をしておる」

　驚おどろいているフクサルに一礼したヤナキムは、クアイの隣に進み出て膝ひざを折った。

「お話があって参りました。実はうたかたの宮きゆう殿でんを造ったランプの精が、僕の手元から離はなれてしまいまして。子こ猫ねこちゃ……あ、いやいや、女の子達と王宮に戻もどろうかなぁと」

　にっこり笑ったヤナキムに、フクサルが頰ほおを引きつらせた。

「お前、そんな勝手な……」

「そうですか？　僕は役に立ちますよ。子供の頃から世継ぎとしての教育を受けています。アラバーナ大陸とこの国に危険が迫せまっているなら、僕にできる事をお手伝いしようと思います」

　クアイは思わず目を見張る。ヤナキムは政治に興味を示さない男だ。自分から王位を放ほう棄きして、王宮を離れたぐらいなのだから。

「しかし、世継ぎはクアイだぞ」

「判わかっています、父上。クアイはいい国王スルタンになるでしょう」

　クアイは更に耳を疑った。ヤナキムが自分の事を誉ほめるなんて、絶対にありえない。

「ヤ、ヤナキム、お前熱でもあるんじゃないか？」

「嫌いやだな、クアイ。気は確かだよ。本当は僕だって王宮に戻るつもりはなかった。折角クアイが世継ぎだと王宮の人間も世間も認めているし、僕が帰ってきたら、王位争いの種になるかもしれない。だからうたかたの宮殿で遊んでくらそうと思っていたんだ。政治なんて面めん倒どうだし」

　しれっと答えたヤナキムが、ふいに真剣な表情になってフクサルを見上げる。

「ですが、どうやら今はそんな状じよう況きようではないようです。……父上、クアイの出国禁止を解いてください。こんな状況だからこそ、クアイは次期国王スルタンとして各国と協力し、シャイターン達の陰いん謀ぼうをくい止めなければなりません。クアイはきっといい結果をもたらしてくれるでしょう」

　ヤナキムの瞳ひとみに強い意志が宿っていた。フクサルが戸と惑まどうように、ヤナキムを見つめる。

「だが、我が国の事はどうする。わし一人では……」

「だから僕が王宮に戻るのです。あなたの補ほ佐さは僕がします。こんな時こそ家族で協力しなければ。……父上、タバラン国の次期国王スルタンであるクアイが、アラバーナ大陸を救う英えい雄ゆうの一人になれば、あなたも鼻が高いでしょう？　それに海かい賊ぞく同盟と協力して、クアイが魔王マリードを倒たおせば、タバラン国は各国に〝貸し〟ができます。……悪い事だとは思えませんが」

　ほくそ笑んだヤナキムの目に、わずかな光が宿った。クアイは知っている。ヤナキムは本当は頭の切れる男だ。物もの腰ごしの柔やわらかさに騙だまされると痛い目に遭あう。

「……しかし、シャイターンなど、本当に倒せるのか？　クアイに何かあってはならんのだぞ」

　フクサルが心配そうに呟くと、ヤナキムはにっこり笑う。

「それについては、僕に考えがあります。クアイを守る最強の部下をつけますから」

　自信たっぷりのヤナキムに、フクサルが考え込むように目を伏ふせた。




「どういう事なんだ？　ヤナキム」

　広間を出たクアイは、開口一番叫さけんだ。ヤナキムの説得により、危険な事は重々慎つつしむようにとの条件付きで出国禁止は解かれた。だがクアイは、ヤナキムの言動がまだ信じられない。

「ジャリスを追いかけるんだろう？　お前が旅に出やすいようにしてやったんだ。感謝しろ」

　ヤナキムが王宮の庭へとすたすた歩いていく。クアイは慌あわてて追いかけた。

「だから、急に協力する気になったのは何でだ！」

　ヤナキムは肩かたを竦すくめると、振り向いてクアイと向かい合った。

「……クアイ、必ずジャリスを花嫁にしろ」

　クアイは思わず目を瞬またたかせた。ヤナキムの表情は真しん剣けんで、冗じよう談だんを言っているとは思えない。

「な、何を言って……」

「彼女は王おう妃ひとしてふさわしい女性だ。あの前向きな姿勢。人々を思いやる心。何より自分の進むべき道を知り、それがどんなに困難だろうと走り続けようとする強い意志がある。僕も色んな女性を知っているが、あれだけの強さを持った女性は初めてだ。……お前の妻にふさわしい。お前と彼女なら、タバラン国をもっと素す晴ばらしい国にできるだろう」

　優やさしい笑えみは、幼い頃ころクアイに向けられていたものと同じだった。クアイはぐっと唇くちびるを嚙かむ。

「……お前、やっぱり俺のせいで王宮を出たんだな。王位争いを避さけようとして……」

　幼い頃からクアイは父の相談に乗り、政治に関かかわってきた。だがそれをよく思わない人間もいた。それでもクアイは気にしなかった。世よ継つぎは兄であるヤナキムであり、それを補佐するのが自分の役目だとわきまえていた。だが五年前父が世継ぎはクアイだと命じた時、ヤナキムを担かつぎ出してクアイに反はん抗こうしようとするやからが現れた。そんな彼らにヤナキムは言ったのだ。

〝僕が父に頼たのんでクアイを世継ぎにしてもらったんだ。王座に興味はないよ。僕は運命の人を探すために王宮を出る。政治なんて、チョー面倒だよ〟

　そのまま王宮を飛び出したヤナキムに、クアイを含ふくめた全員が啞あ然ぜんとした。

　ヤナキムは、俯うつむいているクアイを見つめ、ふっと笑った。

「違ちがうよ。僕は女の子達と、楽しく暮らしたかっただけだ」

「噓うそだ。お前は噓をつくと、右みぎ眉まゆが少し上がるんだ」

　クアイの指摘に、ヤナキムが慌てたように顔に手を当てる。

「ヤナキム、お前は第一皇子だ。俺は別に国王スルタンになりたいわけじゃない。今からでも遅おそくないから、お前を世継ぎにするよう父に……」

「駄だ目めだよ。お前を世継ぎにするのに、僕がどれだけ根回ししたと思ってるんだ」

　ため息をついたヤナキムに、クアイはぐっと口を尖とがらせた。

「だから何でそんな事したんだ！　お前が世継ぎでいいじゃないか。なんで俺を……」

　問いつめるクアイから視線をそらし、ヤナキムが王宮に面した庭に目を向ける。

「……なぁ、クアイ、覚えているか？　昔、まだ僕もお前も子供だった時、王宮に賊ぞくが入った」

　急に昔話を始めたヤナキムに、クアイは戸惑いつつも頷うなずいた。

「ああ、確か……王宮の宝物庫に忍しのび込んだ奴やつらだろう」

「あいつらを最初に見付けたのは、僕たち二人だった。僕が人ひと質じちにされて、お前はこういった。〝ヤナキムは世継ぎだ。人質にするなら俺にしろ〟と」

　ヤナキムが懐なつかしそうに笑んだ。クアイは首を傾かしげる。

「……言ったかな？」

「言ったんだよ。結局賊は、すぐに兵士に捕とらえられたけどね。僕達に危害を加えようとしたと、父はすぐに処しよ刑けいを命じた。だけど、お前は盗ぬすみに入った理由を聞くよう父に進言した」

　クアイはああと声を上げ、小さく頷いた。

「……確かに父に頼んだ。賊にしてはびくびくしてたし、俺達が皇子だと聞いて、驚いて降参するような奴らだった。何の理由で王宮に盗みに入ったんだと気になってな」

「賊は、身分の低い男達だった。どんなに働いても生活が楽にならない。このままじゃ飢うえ死にするだけ。どうせ盗みに入るならと、死を覚かく悟ごで王宮に忍び込んだと言った。それを聞いたお前は、父に彼らを許してやるよう訴うつたえた。彼らも生きていくのに必死なのだと。彼らを盗みに走らせたのは、政治の問題だと。それを解決出来ない自分達も悪いのだからとな」

　ヤナキムは、真剣な瞳でクアイを見つめ、話を続けた。

「彼らは結局処刑を免まぬかれた。牢ろうには入れられたが、食事がでるだけでもありがたいと言った」

　クアイは深く頷いた。驚いたことに賊の男達は、できれば長い間牢に入れてくれと頼んだのだ。牢にいれば、とりあえず食べることには困らないからと。

「ああ、その事件があってから俺はずっと考えていた。牢に入っている方が外よりもずっとマシだなんておかしいとな。だから俺は二年前ジャリスに協力したんだ。奴ど隷れい達は食料すら満足に与あたえられていなかった。王宮にいるだけでは判らなかった事を、ジャリスは教えてくれた」

　クアイにとっても、長い間続いていた身分制度を撤てつ回かいすることは、並なみ大たい抵ていのことではなかった。だが真実を知った以上、彼らを放ってはおけなかった。

「そうやって他人の事を考えられるお前だから、国王スルタンとしてふさわしいんだよ。……僕は賊が処刑されるのは、当然だと思っていた。どんな事情があろうともね。どうしてお前が賊に情けをかけるのか理解できなかった。でも成長するにつれ、お前がした事は正しい事だと判るようになってきた。……僕よりお前が国王スルタンになる方が、この国に住む人達の為ためになる。国とは〝人〟でできている。人々の事を思いやれる人間が、上に立つべきなんだ。たった数年早く生まれただけで、僕が国王スルタンになるよりも、お前がなる方がいいんだ」

「だからお前は王宮を出たのか？」

　クアイがはっとして呟つぶやいた言葉に、ヤナキムは肩を竦めた。

「違うよ。それは二つ目の理由。一つ目の理由は、女の子達と楽しく暮らしたいからさ」

　にっこり笑ったヤナキムに、クアイが目を眇すがめる。

「お前、まだ言うか」

「ふふっ、あっ、そうだ。クアイ。一いつ緒しよにうたかたの宮きゆう殿でんに来てくれないか？　ルーレルの魔ま法ほうの絨じゆう毯たんを借りてきたから、ひとっ飛びだよ。……実はね、お前に贈おくり物があるんだ」

　庭に吹ふくそよ風が、意味深に呟いたヤナキムと、眉まゆ根ねを寄せたクアイの頰ほおを撫なでていた。
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「みんなー、集まって集まって」

　太陽は真上で輝かがやき、潮の匂においのするそよ風が、バルク号の甲かん板ぱんに吹いていた。ジャリスは、出発の準備をしている乗組員達に呼びかける。腕うで輪わの修理は明日にも終わるらしい。指輪の位置が判ったらすぐに旅立つ予定だ。食料を積んでいたコダートとリク、船室から出てきたリンドとナッシルが集まった。ジャリスは背後にいるシャルマに微笑ほほえむと、みんなに声をかけた。

「すっごくお待たせしましたっ。お給料でーす！」

　隣となりに来たシャルマが、七つの小さな布ぬの袋ぶくろを両手で差しだした。

「うわっ、やったーっ。チョー久しぶりだ！」

　万歳して叫んだのはリクだ。コダートも目を丸くしていた。

「本当に貰もらえるんだな。俺、初めてだよ」

「出所がクアイ皇子だというのが、少々気にはなりますが、お金はお金です」

　シャルマの呟きに、ジャリスは苦く笑しようして頷いた。

「クアイ皇子から貰った運賃だけど、かなりの金額だったの。旅の用意をして、生活費に当ててもまだ残ったわ。今まで船が故障したりとかして出費が多かったから、ずっとお給料が払はらえなかったの。ごめんなさい」

　ジャリスが頭を下げると乗組員達が微笑んだ。ジャリスはシャルマから布袋を一つ受け取る。

「じゃあ、まずはナッシル。今回は留守番ご苦労さま」

「おう、お前達が留守の間に、帆ほの修理はしといたぜ」

　ナッシルが布袋を受け取ると、片目を瞑つぶる。

「それと、リク。いつもありがとう。……あ、それと、女の子の恰かつ好こうさせてごめんね」

「もうやらないよっ」

　リクが顔を真っ赤にして、さっと布袋を受け取った。

「コダート、ご苦労様。お給料初めてよね。今まで払えなくてごめんなさい。それからシャルマと相談して、残ったお金をあなたに預けることにしたわ。商品を仕入れてくれる？」

「ああ、任せておけ。何倍にもしてやる」

　自信満々なコダートに、ジャリスは笑みを浮うかべた。

「それから……アブウ。あなたにもあるわよ」

　ジャリスの言葉に、腰こしの水差しから姿を現したアブウが、目をきらきらとさせた。

「ええっ、本当ですかぁ？」

「うん、いつもありがとう。あなたの魔法で凄すごく助かってるわ」

　ジャリスが布袋を渡わたすと、アブウが目に嬉うれし涙なみだを浮かべる。

「うわぁぁぁ。何百年も生きてるけど、お給料なんて初めてですぅ」

　ふわふわと浮いたままアブウが万ばん歳ざいした。床ゆかに座り込んで布袋を開けているリクの隣に行って、わいわいと嬉しそうに話し出す。二人して甲板に銅貨を並べ始めた。

「それから……リンド。あなたにも」

　ジャリスが声をかけると、乗組員達の一番後ろにいたリンドが目を丸くする。

「俺？　俺はいいよ」

「どうして？　あなたも乗組員だもの。ちゃんとお給料払はらうわよ。あなたのおかげで、トフカフの部下達も全員捕つかまえられたし」

　倉庫から閉め出したトフカフの部下達を、無傷で捕らえられたのはリンドのおかげだった。多少魔法を使ったらしいが、ジャリスとの約束を守って怪け我が一つさせずに捕まえてくれた。

「これは働いた事への正当な報ほう酬しゆうなの。胸を張ってもらえばいいのよ」

　ジャリスが布袋を差しだすと、リンドが戸と惑まどうように瞳ひとみを揺ゆらめかせた。

「いらないんなら、俺がもらってやる」

　ナッシルが軽い調子で手を伸のばすと、リンドがさっと布袋を摑つかんで懐ふところに入れた。

「馬ば鹿か言えっ。くれるっていうならもらうさっ」

　そっぽを向いたリンドに、ジャリスは苦笑した。そして隣にいたシャルマに目を向ける。

「最後にシャルマ。いつも船の事を任せっぱなしでごめんなさい。これからもよろしくね」

　ジャリスがシャルマから布袋を受け取り、再び彼に渡した。シャルマがゆっくりと微笑む。

「ええ、これからもあなたの旅が円えん滑かつに進むよう努力します」

　にっこり笑ったジャリスは、青い空を見上げて握にぎった拳こぶしを上げた。

「さあ、明日ルーレルから腕輪を貰ったら、早さつ速そく出発するわよーっ」

　ジャリスが元気良く声を上げると、みんなが頷いた。だがジャリスは目の端はしで、リンドが考え込むように俯うつむいた事に気付いていた。
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　バルク号の食堂にはリンド以外誰だれもいない。既すでに夜はとっぷりと更ふけている。明かりも点けていない為真っ暗だ。リンドは暗くら闇やみの中で唯ゆい一いつ光を放っている、机に置いた水すい晶しようを睨にらみつける。

「何で人間なんか雇やとったんだよ」

　椅い子すに座ったまま視線を鋭するどくすると、水晶から低い声が響ひびいた。

『ちょっとした気まぐれだ。オシリス様が人間の身体からだに慣れるまで、しばらくかかりそうだからな。私も今はサウルナ国を出る訳にはいかない。本当は魔物ジン達に命じようと思ったんだ。だが折せつ角かくお前がバルク号に潜せん入にゆうしたのに、魔物が現れてはお前の裏切りがばれてしまうだろう？』

　水晶に映っているのは、赤い唇くちびるをつり上げたラシッドだ。リンドは水晶に詰つめ寄った。

「はっ、残念だが、ジャリスにはお前が関かかわってたってもうばれてるよ。……俺が情報を流しているのを知られたらどうする。このままルーレルに腕輪を修理させて、ジャリス達に指輪をみつけさせればいいんだ。二つともみつけたら俺が奪うばう。それが一番手っ取り早い」

『悪い奴やつだな。リンド。仲間になった振ふりをして、ジャリスをまた騙だますなんて』

　ふふっと笑ったラシッドに、リンドはぐっと唇を嚙かみしめる。懐の中には、先さき程ほどジャリスに貰った給料が入っていた。ほんの少しの金額だが、リンドには重く感じられた。

「お前が命じたんだろう。カッサラを助けたければ、ジャリスの仲間になって情報を流せって」

『ああ、だがこんなにうまくいくとはな。しかしジャリスも、お前みたいな奴を信用するなんてどうかしている。私は最初、マイダラにランプの精霊ジヤーンがいるというお前の情報すら疑っていた。だからあの間ま抜ぬけな商人に行かせたんだ。本当にランプがあって、盗ぬすみ出せればそれでよし。だが、たとえ失敗したとしても、お前の情報が正しいかぐらいは判わかると思ってな』

　ぎろっと水晶を睨みつけたが、ラシッドは少しも気にした様子はなく、涼すずしい顔で見返した。

『そんな顔をしても無む駄だだ。今回の情報は正しかったようだが、私はまだお前を信用した訳ではないぞ。お前の魔ま力りよくの大半は、オシリス様の力で封ふうじてある。私達に逆らう力は今のお前にはない。……リンド、オシリス様がご自分の肉体を取り戻もどせば、カッサラの身体は用済みだ。お前に返してやってもいい。だがそのためには、指輪が必要なんだ。判っているな？』

　リンドはガタッと椅子から立ち上がった。思わず声を荒あららげる。

「ああっ、判っているさ！　だからお前はもう邪じや魔まをするな。余計に時間がかかるんだよ。早く見付けたいのは、こっちだって同じだからな！」

　リンドの吐はき捨てるような言葉に、ラシッドが苦笑した。

『……いいだろう。しばらくはお前達の様子をみることにしよう。だが連れん絡らくは怠おこたるな』

　リンドが頷うなずくと、水晶の中のラシッドがふっと消えた。途と端たんに食堂は真っ暗になってしまう。

　再び椅子に腰こし掛かけたリンドは、顔に両手を当ててふうっと息をついた。

　同時に、ぱあっと食堂が明るくなる。壁かべ際ぎわのランプに火を灯ともしたのは、眉まゆ根ねを寄せたコダートだ。横には憮ぶ然ぜんとしたシャルマと、青い目を見開いているジャリスがいた。

　ジャリス達を見つめたリンドは、そのまま目を伏ふせると、すっと口元をつり上げた。
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「どういう事です？」

　呟つぶやいたのはシャルマだ。ジャリスは明るくなった食堂に足を踏ふみ入れると、リンドの傍かたわらに立った。リンドがそっとほくそ笑えむ。

「聞いてたんだろ？」

　ジャリスはリンドの正面に座ると、ゆっくりと微笑んだ。

「ええ、ようするに……時間を稼かせいでくれたのよね？」

　リンドが小さく頷いた。実はジャリス達はリンドに呼びだされたのだ。食堂の外にいろといわれ何事かと待っていると、リンドは水晶を取り出しラシッドと会話を始めた。わざと聞かせているのだとすぐに気付いた。だから聞き耳を立てながら、じっと食堂の外で待っていたのだ。

「ああ、これで二つの指輪が揃そろうまで、あいつらは邪魔して来ないだろう。指輪の位置が判ったらあいつらにも情報は流す。もし噓うそをついてばれれば、あいつらは力ずくで邪魔してくる。それじゃ危険も増すし時間もかかる。それよりは本当の事を言って、安心させる方がいい」

　何も映っていない水晶に目をやったシャルマが、静かに問いかけた。

「情報を流せと言われていたのに、どうして私達に真実を話す気になったのですか？」

「……火山の遺い跡せきでラシッドに殺されそうになった時、あいつはこう言ったんだ。最後の機会をやるって。俺にバルク号に潜入しろってな。断るなんてできなかった。そんな事したら確実に殺される。死んだら何もできなくなるだろ……」

　俯いたリンドの声が、わずかに震ふるえていた。

「でも、ラシッドが俺を信用してないように、俺もラシッドを信用してない。前もカッサラだけは助けるって約束したのに、平気で破りやがった。あいつの口約束はもう信じない」

　はっきりと言い切ると、リンドはコダートに目をやった。

「それに火山の遺跡で、コダートに言われた事がずっと頭に残ってた。〝カッサラは自分だけが助かりたいと思うかな〟って。……このままうまくカッサラを助け出せたとしても、オシリスが完全に蘇よみがえってアラバーナ大陸を制圧してしまったら、きっとあいつは俺を許さないだろう。アクラブ号の乗組員達もだ。……他ほかの人間なんてどうでもいいけど、あいつらには幸せになってほしい。俺はもう一度アクラブ号に乗って、みんなと旅がしたいんだ。わいわいうるさいけど、あいつらは俺の事を初めて認めてくれた人間だから。……お前達が先に指輪を手に入れられれば、カッサラを救う手段が見つかるかもしれない。だから俺は、それに賭かける事にした」

　リンドはすっと顔を上げる。ジャリスを見つめる瞳に、強い意志が込められていた。

「〝もう裏切らない〟って、お前と約束したしな」

　呟いたリンドに、ジャリスはゆっくりと頷いた。

「ええ、信じていたわ。リンド」

　机にあるリンドの手をそっと握る。わずかに震える温かい手が、ジャリスの手を握り返した。

「だが、何で今まで黙だまってたんだ？」

　コダートの問いに、リンドはジャリスから手を放して、肩かたを竦すくめた。

「あいつらの出方が判るまでは様子を見ようと思ってた。正直お前達が、本当に指輪を捜さがせるだけの力があるのか判らなかったし。だが、ルーレルを説得して腕うで輪わを修理させた。ただの甘ちゃん集団だと思ってたけど、少しはやるなって思ってさ。……それに給料ももらっちまったし。その分の働きはしないとまずいだろ。そろそろ本当の事を言ってもいいかと思ってさ」

　ふっと笑みを浮うかべたリンドに、ジャリスもゆっくりと微笑ほほえんだ。

「一いつ緒しよに頑がん張ばりましょう。あなたはわたし達の仲間よ」

　ジャリスの言葉に、隣となりにいたシャルマとコダートが大きく頷いた。リンドが慌あわてたようにそっぽを向く。その顔が少しだけ赤くなっているのに、ジャリスは気付いていた。
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　ルーレルから腕輪の修理ができたと連絡をもらい、ジャリスはコダートとリンドと一緒にうたかたの宮きゆう殿でんを訪おとずれていた。湖が見み渡わたせる東あずま屋やにいたルーレルが、にっこりと笑う。

「終わりましたわ、ジャリス。これでちゃんと地図を見られるはずです」

　ばら色の頰ほおに大きな紫むらさきの瞳ひとみ。華きや奢しやな姿のルーレルに、ジャリスは笑みを引きつらせた。

（か、可愛かわいい。やっぱり可愛い。でも正体はムキムキなのよね……）

　心の中で思わず呟く。本当の姿を知ってしまった今、正反対の姿をしているルーレルにはどうしても違い和わ感かんがある。今ならアブウの気持ちも判る気がした。筋肉ムキムキのルーレルは、直視するのも怖こわいのだ。しかもいくらすぐ治るとはいえ、骨が折れる程抱だきしめられるのは、相当辛つらいし痛いだろう。どうりでルーレルに抱きつかれるたび、アブウが悲鳴をあげるはずだ。

　一つ深呼吸して気を取り直したジャリスは、ルーレルが手にしていた腕輪を受け取った。腕輪はまるで新品のように輝かがやいていた。太陽にかざしてみても、傷一つない。

「ありがとう、ルーレル」

「いいえ、あなたが解放の呪じゆ文もんを唱えてくれたおかげで、自由になれましたもの。これでいつでもアブウを追いかけられますわ」

　にっこり笑ったルーレルに、水差しからアブウが飛び出した。

「もうかんべんしてくださいよぅ、ルーレル。アブウはご主人様と……」

「駄だ目めですわ。あなたなんて、どうせ大した役に立たないでしょう。私と一緒にいましょう。ずーっとずーっと面めん倒どう見てあげますわ」

「いやぁぁぁぁ。たすけてぇ！」

　背後でアブウとルーレルの追いかけっこが始まったが、今は止めている暇ひまはなかった。ジャリスは早さつ速そく腕輪をはめると、コダートを見上げる。

「コダート、準備は？」

「ああ、最近少しは思い通りにできるようになったからな」

　コダートの瞳が一いつ瞬しゆんで赤く染まったのを見て、ジャリスは素す早ばやく背中を向けた。ジャリスの背中には、指輪を示す地図が隠かくされている。地図は元々、コダートの母親であるアーヤの魔力を宿した物だ。オシリスの魔力を凝ぎよう縮しゆくした指輪を捜し出せるのは、妹であるアーヤだけ。だが既すでにアーヤはこの世にはおらず、指輪を捜すにはジャリスとコダートが協力する必要があった。

「いいわよっ」

　コダートがジャリスの背中にそっと触ふれた。途端に身体からだがびりびりとしびれる。金色の光がジャリスの身体から溢あふれ、空に七色に光り輝かがやく不死鳥ベルヌの絵を描えがき出す。大きな翼つばさと鋭するどい爪つめを持つベルヌの姿はいつみても神こう々ごうしい。ジャリスは空を見上げて感かん嘆たんの声を上げた。

　ベルヌの姿はゆっくりと変化を始め、見慣れたアラバーナ大陸の地図へと変わっていく。そこに赤と緑の光が輝いているのを、ジャリスは見付けた。

「緑の光は、北西……ウルネティス国だわ！」

　ジャリスが叫さけぶと、リンドが空を指した。

「もう一つの赤い光は……あれ、海じゃないか？　島かどっかにあるって事か？」

　リンドの指さした方をみると、北東の方角に赤の光が輝いていた。よく確かめようと目を凝こらした時、すっと音もなく地図が消えてしまう。

「ああっ、もう一回……」

　慌ててコダートに目を向けたジャリスは、くらりとめまいを覚えた。立っていられなくて、思わず倒たおれ込む。コダートがさっと両手を差しだして、ジャリスの身体を支えてくれた。

「大だい丈じよう夫ぶか！　ジャリスッ」

「ご、ごめんなさい……気分が……」

　ひどい吐はき気とめまいが、ジャリスの身体を襲おそった。コダートがそっと、ジャリスの身体を横たえる。上着を素早く脱ぬいで丸め、ジャリスの頭の下に置いてくれた。

（うっ……気持ち悪い。健康だけが取り柄えなのに、こんな大事な時に……！）

　言葉は声にならなかった。口元に手を当て呻うめいているジャリスに、リンドが息をついた。

「……多分一時的なものだな。地図はアーヤの魔ま力りよくを凝縮したものだ。半魔物ジンのコダートはともかく、ジャリスはただの人間だ。完成された地図を見るには、身体に負担がかかるんだろう」

　ジャリスはそっと目を開けた。心配そうにコダートが覗のぞき込んでいる。

「へ、平気よ、わたし……。もう一回やりましょう。もっと確実な場所が判わからないと……」

　だがコダートが、ジャリスの頰に手を当て首を振ふる。

「駄目だ。お前がこんなに具合が悪くなるなら、地図を見るのは最小限にしないと。今日はもう止めた方がいい。一つはウルネティス国にあるのが判ったんだ。まずはそこに向かおう」

　ジャリスに駆かけ寄ろうとしているアブウを押さえ込んだまま、ルーレルが声を上げた。

「指輪の近くにいけば、細かい地図が見られるはずですわ。でもジャリスは人間だし、無理しない方がいいと思います。地図を見るのは、一ひと月つきに一回とかにしないと身体がもちません」

「そんな、わたしは大丈夫よ……」

　ゆっくりと身体を起こすと、再び目の前が真っ暗になった。倒れこもうとしたジャリスの身体を、コダートが受けとめる。

「無理はするな」

　心配そうなコダートを見て、リンドが何か思いついたようにポンッと手を打った。

「そうだ。コダート、今度地図を見る時は魔力を分けてやれよ。ジャリスの背中の地図は、お前の母親の魔力でできてるんだ。お前が魔力を分けてやれば、ジャリスの負担が少なくてすむ」

　にんまりと笑ったリンドに、ジャリスは横になったまま首を傾かしげた。

「できるの？　そんなこと」

「ああ、しかもすんごい簡単だ」

　なぜか楽しそうなリンドの声に、ジャリスははっとした。

（ま、まってよ。確か、前にルーレルがアブウの魔力を分けて欲しいって言った時……！）

　ジャリスが思い当たった事に、コダートも気付いたようだ。かっと顔を赤くする。

「それはもしかして……」

　呟つぶやいたコダートに、リンドが大きく頷うなずいた。

「そう、魔力を分ける時は口付けするんだ。よかったな。お前ら婚こん約やく者同士だし、バッチリだ」

「駄目よーっ。そんな事できないわーっ」

　冷やかすような口調のリンドに、真っ青になったジャリスは思わず叫んでいた。
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　自室の窓から外を見ていたヤナキムは、突とつ然ぜん空に浮かんだ不死鳥ベルヌの光り輝く姿に、驚おどろきの声を上げた。

「これは素す晴ばらしい……。僕の収集品に加えたいくらいだ」

　美しいものが大好きなヤナキムは、目をきらきらとさせ、空に浮かぶ不死鳥を見つめていた。だが、やがて不死鳥は地図となり、跡あと形かたもなく消えてしまう。ヤナキムが落らく胆たんしてため息をつくと、扉とびらを叩たたく音がした。返事して振り返ると、しずしずと入ってきたのはミリアルだ。

「ヤナキム様。王宮へはいつお帰りに？」

　ミリアルが柔やわらかい笑えみを浮かべる。ヤナキムは肩を竦めた。

「僕はすぐにでも帰らないといけないんだ。子こ猫ねこちゃん達には宮殿を出る事は伝えた？」

「みんなには近い内引っ越こすとだけ話してあります。たとえどんな所だろうと、ヤナキム様と一いつ緒しよにいられるならとみんな申しております」

「そう、僕が皇子だと知らない子達は、王宮に連れて来られてびっくりするだろうね」

　子猫ちゃん達が驚く姿を想像して、ヤナキムはふふっと笑った。だがミリアルは顔を曇くもらせている。ヤナキムが首を傾げると、ミリアルがおずおずと口を開いた。

「実は……マレーターがこの間の事があってから、ずっと部屋に閉じこもっているんです。父親の所へ帰りたいと申しまして」

「ああ、帰ったらいいよ。僕は来る者は拒こばまず、去る者は追わない主義だ」

　あっさりと答えると、ミリアルがほっとしたように息をついた。ハーレムに一度入った女性は、自分の意志で実家に帰ることなどできない。女性の方からそんな事を言い出せば、罪に問われてしまうこともある。主人の許可があるのとないのとでは、雲うん泥でいの差だった。

「マレーターも心根はいい子なんです。ただまだ若いから自分を抑おさえきれないだけで……」

　胸をなで下ろしているミリアルに、ヤナキムはにっこりと笑う。

「相変わらず、ミリアルは優やさしいね。……ねぇ、そろそろ結けつ婚こんしようか？」

　突然の言葉にミリアルが目をぱちくりとした。だがすぐに穏おだやかな笑みを浮うかべる。

「ご冗じよう談だんを。本当に結婚したいのは私ではないでしょう。……諦あきらめてしまっていいのですか？」

　ミリアルがそっと近付き、窓から外を見つめた。ヤナキムもゆっくりと目を向けると、地面にジャリスが座り込み、コダートと話をしていた。

「……何のことだい？」

「惚とぼけないでください。私は何でもお見通しですよ。二年前一緒に王宮を訪おとずれた時、偶ぐう然ぜんクアイ皇子とあの子が一緒にいる所をみかけたでしょう？　私、ヤナキム様を幼い頃ころより存じておりますが、あの時のあなたの表情は初めてみるものでした」

　ヤナキムはぴくんと眉まゆをつり上げた。相変わらずミリアルは鋭いと、心の中で舌を巻く。

「……あの子って誰だれのことだい？　僕にはさっぱり判らないよ」

　驚きを顔には出さず、わざと子供のように口を尖とがらせると、ミリアルは苦く笑しようして再び窓の外に目を向けた。ジャリスがコダートの手を借りて立ち上がっている所だった。

「では、そういう事にしておきましょう。でもあの子は二年前と変わらず、強い意志とまっすぐな心を持ち続けているようです。……ああ、相手がクアイ皇子でさえなければ、あなたのハトゥーンとしてハーレムにいてほしかったのに」

　ミリアルがため息をついた。ヤナキムが外を見つめたままそっと微笑ほほえむ。

「……外にいてこそ、太陽は輝かがやくものだよ」

　眩まぶしい程ほどの日差しが、庭を後にするジャリスの金きん髪ぱつを照らしていた。







[image: ]　終章　[image: ]










　太陽は燦さん々さんと輝き、バルク号の甲かん板ぱんには優しい潮風が吹ふいている。準備も万ばん端たんに整い、絶好の出航日和びよりだ。だがコダートの気持ちは沈しずんでいた。穏やかな波間を見つめてため息をつく。

　魔力を分けるには口付けすればいいといわれ、ジャリスは拒きよ絶ぜつの叫さけびを上げた。一晩経たった今でも、それが耳に残って離はなれない。

（あ、あんなに嫌いやがる事ないだろう。それは俺だって、くくく口付けなんてどんな顔してすればいいのか判らないが、どうしても必要なら……）

「コダート」

　手すりにもたれたコダートに、背後から声がかかる。慌あわててふり向くと、俯うつむきがちのジャリスが両手を後ろに回して立っていた。

「あ、ああ、ジャリス。何だ？　どうかしたのか」

　コダートは平静を装った。本当はジャリスの拒絶に衝しよう撃げきを受け、落ち込んでしまっている。だがそれを顔にも態度にも出さない。それがせめてもの意地だった。

「あ、あのね。昨日はごめんね。驚いちゃって……」

　俯いたまま謝るジャリスに、コダートは肩かたを竦すくめた。

「ああ、別に大した事じゃない。すっかり忘れてたよ。気にするな。指輪がウルネティス国にあるのは判ったんだ。到とう着ちやくするまでには一月ほどかかるだろう。その頃にはもう一度地図を見られるだろうし。……お前は無理しなくていいんだ」

　しゅんとしたジャリスの金髪を、くしゃっとコダートが手で撫なでた。ジャリスの顔が、かっと赤らむ。微笑んだコダートは、そのままその場を後にしようとした。

「あっ、待って！　コダート」

　ジャリスが慌てて近寄ると、後ろに回していた手を出す。持っていたのは、よれよれの緑の布だ。コダートは思わず首を傾げる。細長い布の先せん端たんに鮮あざやかな糸で刺し繡しゆうがしてあるようだが、何が縫ぬってあるのかさっぱり判らない。がたがたの縫い目に、ゆるんで飛び出た糸。同じ所を何度も縫ったのか、妙みように厚い所がいくつもある。

「なんだ、このぞうき……」

　言いかけたコダートは、ジャリスの背後でリンドが怪あやしい動きをしているのに気付いた。リンドは船室の扉からこちらを窺うかがい、必死の形相で自分の腰こし帯おびを指さしている。勘かんのいいコダートは、すぐにその意味に気付いた。

「いやっ、腰帯だな！　そうだろ？」

　コダートが慌てて言い直すと、顔を上げたジャリスが嬉うれしそうに頷く。

「そうなの！　あのね、下手へたなんだけど、刺繡してみたの。よかったらもらって」

　頰ほおを染めたジャリスに、コダートはほっとしつつも目を見張った。

「いいのか？　でもなんで俺に……」

　戸と惑まどいつつ聞くと、ジャリスは恥はずかしそうに俯いた。

「何度も助けてもらってるから、お礼がしたくて。いつもいつも魔物ジンやシャイターン達から守ってくれてありがとう。すごく感謝してるの。あなたが仲間になってくれてよかった」

　ジャリスの言葉に、コダートの心がふんわりと温かくなる。自然と笑みが浮かんだ。

　差しだされた腰帯を受け取り、目の前で広げてみる。するとジャリスが慌てて手を振ふる。

「あ、それ、裏表逆よ」

　コダートは慌てて腰帯をひっくり返した。正面から見ても横から見ても、やっぱり何を縫ってあるのか判わからない。だがコダートは嬉しくてたまらなかった。きっとこれを縫っている間、ジャリスは自分の事を考えてくれていたはずだ。

「……ありがとう。でも俺が勝手にやっている事だから、気にしなくていいんだぞ」

　コダートは初めて素す直なおな気持ちをジャリスに言えた気がした。ジャリスがゆっくりと微笑む。

「無理はしないでね。あなたがネイレス国で、わたしを庇かばって怪け我がをした時、わたし……」

　ジャリスが口ごもった。先を早く聞きたかったが、コダートは焦あせらずじっと待った。

「わたし……すごく心配で、夜も眠ねむれなかった。このままコダートがいなくなったらどうしよう。会えなくなったらどうしようって。ずっとぐるぐる考えてた。あなたの目が覚めたとき、神様に感謝したわ。こうして一緒に旅ができるのが凄すごく嬉しい」

　ジャリスの笑みは、見ていて心ここ地ちいい。こっちまで優しい気持ちになれる。

「ああ、俺もお前と旅ができて嬉しいよ」

　自然と出た言葉にコダートも驚く。今まで皮肉しか言えなかったのに。だが素直になったのは、いい結果を招いたようだ。ジャリスが見たこともないほど、嬉しそうな顔をした。

「あのね、この国では……えっと、女性が手作りした物を身につけていると、怪我をしないって言われてるんだって。これ以上あなたが傷つかないように……祈いのりながら作ったの」

　口ごもりながら話すジャリスの顔が、かっと赤くなった。

（ジャリスはちゃんと見てる。変な小細工して機き嫌げんをとるよりも、俺は俺のやり方で接した方がいいのかもな……）

　コダートはふっと微笑むと、肩を竦めて腰帯をまじまじと見つめる。

「お前の祈りは効くらしいしな。少々見た目が悪くても、効果があるんだったら使うとするか」

「もうっ、コダートったら。そんな憎にくまれ口ばっかり！」

　口を尖らせたジャリスだったが、表情は嬉しそうだ。コダートはすっと肩の力が抜ぬけた気がした。ジャリスの事を思うあまり、自分らしさというものを忘れていた気がする。誰かの真似まねをして好きになって貰もらっても仕方ないのだ。

　しばらく二人で笑いあっていると、リクがジャリスを呼ぶ声がした。

「あっ、呼んでるから行かなくっちゃ！　ちゃんと使ってよ、コダート」

　言い残したジャリスが、帆ほを揚あげる準備をしていたリクとシャルマの方へ慌てて駆かけていく。

　コダートが苦く笑しようしながら見送ると、リンドが冷や汗あせを拭ぬぐいつつ近寄ってきた。

「あー。危ねぇ、危ねぇ」

「助かったよ、リンド。危あやうく雑ぞう巾きんって言う所だった」

　小声で囁ささやくと、リンドはコダートが握にぎっている腰帯に目をやった。

「ああ、その腰帯はどう見たって細長い雑巾だ。あいつ力ちから一いつ杯ぱい握りしめて縫うから、布もよれよれだし。でもジャリスはハーレムにいる間、寝ねる間も惜おしんで作ってた。見た目はアレだが、すっげぇ気合い入れて縫ってたんだ。誰だれにやるつもりだと思ってたけど、お前だったんだな」

　冷やかすように、リンドがにやりと笑う。

「俺に感謝しろよ、コダート。刺繡が目立たないように小さな図案を考えたの俺なんだぞ。それなら腰こしに巻いちまえば、刺繡は目立たねぇしな」

「お前いい奴やつだな。リンド。おかげで、ジャリスを傷つけずにすんだ」

「ば、馬ば鹿か言うなっ。俺はいい奴なんかじゃねぇよっ。ただジャリスが一いつ生しよう懸けん命めい作ってたから、雑巾なんて言われちゃ可哀かわい想そうだし……っ」

　慌てふためいたリンドの肩に、コダートはぽんっと手を置いた。

「知ってるか？　人間の間ではそういうのを〝いい奴〟って言うんだ」

　顔を赤らめたリンドが、口を尖らせてぷいっとそっぽを向いた。

　　　　[image: ]

　コダートと離れ、船首に向かっていたジャリスは、どきどきと高鳴る胸に手を当てた。

（よ、よかった。ちゃんと渡わたせて。最近コダート変だったけど、今日は普ふ通つうに話せたし。ちゃんとお礼も言えたし、これですっきり……しないのは何で～？）

　最近コダートを見ると、胸が苦しくなる時がある。きっと何度も助けてもらったお礼を、ちゃんと言ってないからだろうと思っていた。だからコダートが気になるのだと。腰帯を渡してお礼を言えば、もうそんな事はなくなるはずだった。だが不思議な事に、腰帯を渡した今の方が余計心臓が早はや鐘がねを打つのだ。船せん尾びにいるコダートを見るのも、何だか恥ずかしかった。

（うーん、何でこんな気持ちになるのっ？　苦しいっていうか、恥ずかしいっていうか、ご飯食べすぎちゃったみたいに、お腹なか一いつ杯ぱいって言うか。一体どうしちゃったのよ、わたし！）

「ジャリス、早く来てってば！」

　考えこもうとしたジャリスの耳に、リクがせかす声が聞こえた。何事かと顔を上げると、帆ほ柱ばしらに登っていたリクが海を指さしている。ジャリスは、慌ててそちらに目を向けた。

「な、何？　一体どうしたのよ……あっ！」

　リクの指さした方から、見覚えのある船がゆっくりと近付いてきていた。

「あれはクアイ皇子のイスタカ号じゃないか!?　何でここに……。出国禁止のはずだろ！」

　船尾から、リンドと一いつ緒しよに駆け寄ったコダートが声をあげた。隣となりには目を眇すがめたシャルマがいる。木造船が主流のアラバーナ大陸では珍しい、鈍にび色いろに光る鉄船イスタカ号は、バルク号のすぐ側そばまで近付くと、錨いかりを降ろした。甲板に姿を現したのは、腰に手を当てたクアイだ。

「やあ、ジャリス。ウルネティス国に行くそうだな。俺も君の警護の為ため同行しよう」

「ど、どうして知ってるの？　あなたには知らせていないはずよ。それに出国禁止でしょ！」

　ジャリスが驚おどろいて叫さけぶと、クアイが腰に手を当てたまま、ふっふっふっと笑う。

「実はな、ヤナキムが王宮に戻もどり、宰さい相しようとして父の補ほ佐さをする事になった。俺は世よ継つぎとして各国を回り、シャイ悪ターン魔達の陰いん謀ぼうをくい止める……という口実で君の後を追う」

　きっぱりと言い切ったクアイに、ジャリスは頰を引きつらせた。

「な、何を言っているのっ。クアイ皇子！」

「シャイターン達は指輪を捜さがしている君達を狙ねらってくるだろう。君を追うことがシャイターン達の動向を知る早道だ。どうだ、この論理は完かん璧ぺきだろう」

「危険です。クアイ皇子。何かあったら……」

「心配してくれるのか？　ジャリス。だが大だい丈じよう夫ぶ。ヤナキムのおかげで新しい力を手に入れた」

　自信満々な表情を浮うかべたクアイが、クマーシュの下から何かを取り出した。

「ああーっ、何でランプを持ってるのよっ」

　ジャリスは思わず指さして叫んだ。クアイが取り出したのは、間ま違ちがいなくルーレルの魔ま法ほうのランプだ。ジャリスの声に反応したのか、アブウが水差しから飛び出てきた。

「ああ、本当だっ。ルーレルゥ」

　クアイはふっと微笑ほほえむと、ランプをこすった。

「いでよ、ルーレルッ」

　ぽわんと煙けむりが上がって姿を現した筋肉隆りゆう々りゆうのルーレルが、憎にく々にくしげにクアイを睨にらみつけた。

「なんだ、その顔は。お前のご主人様は誰だ？」

　にんまり笑ったクアイに、顔を歪ゆがめたルーレルが、宙に浮いたまま膝ひざを折る。

「……あなた様でございます」

「俺の命令は絶対だな」

「くっ、うぅぅぅぅ。……はい」

　ルーレルが、悔くやしそうにうめき声を上げつつ返事する。

「ど、どういう事なの？」

　訳が判わからずジャリスが呟つぶやくと、クアイがこちらに目を向けた。

「ヤナキムがルーレルのご主人様になる方法を教えてくれたんだ。ルーレルに、お別れの挨あい拶さつをしたいと言ってヤナキムが誘さそい出し、二人が話をしている隙すきをついて、俺がランプをこすって表面の文字を読んで呪じゆ文もんを唱えた。そして見事新しいご主人様になったというわけだ」

　クアイの傍かたわらで浮いているルーレルが、ふんっと鼻を鳴らした。

「まったくこの皇子様は素す早ばやいったらありゃしない。ヤナキムもヤナキムだよ。こいつがランプを奪うばいやすいように手助けしやがった。この兄弟はどっちもどっちだねっ」

　吐はき捨てるように叫んだルーレルに、クアイが眉まゆ根ねを寄せた。

「ルーレル、俺はご主人様だぞ。それにどうせお前もアブウを追いかけるつもりだろう？　だったらお互たがい協力した方がいい。ジャリスが俺の花はな嫁よめになれば、アブウもきっと諦あきらめがつくさ」

　ルーレルが腕うで組ぐみしたままアブウを見つめる。しばらく考えこむと、にやりと笑った。

「なるほど……目的は一いつ致ちしてるね」

「ああ、お前はジャリスの居所を教えてくれればいい。アブウがいれば判るんだろう？」

「そうさ、アブウには魔ま法ほうをかけてあるんだ。魔力を使えばどこにいても居場所は判る」

　にんまりとしたルーレルに、アブウが悲鳴を上げた。

「た、たすけてぇぇぇ」

　慌あわててアブウが水差しに逃にげ込んだ。ルーレルが海の果てまで響ひびくような大声を上げる。

「逃げたって無む駄だだからねっ。どこに行ったってすぐに判るんだからーっ」

　クアイがジャリスを愛いとおしそうに見つめて、甘く艶つややかに微笑んだ。

「ジャリス、君がシャイターン達と戦うのなら俺も協力する。晴れてシャイターン達を倒たおした時こそ、本当に結けつ婚こん式をあげるのだ！　俺は必ず君を花嫁にしてみせる」

　拳こぶしを握りしめ、はっはっはっと高笑いしたクアイに、ジャリスはめまいすら覚えた。傍らに立つシャルマがため息をつく。

「……クアイ皇子。少し見直すとすぐこれです。あんな目立つ鉄船で付いてこられたら、すぐにシャイターン達に見つかってしまいます。本当になんて迷めい惑わくな人なんでしょう」

「ああ、ここはさっさと逃げるに限るぞ」

　コダートの声に、ジャリスははっとした。幸い帆は張り終えている。

「錨を上げてーっ、すぐに出航するわよ！」

　ジャリスの叫びが、どこまでも続く青い海に木こ霊だましていた。







　あとがき







　こんにちは。伊藤たつきです。

『アラバーナの海賊たち　旋風はハーレムに捕われる』いかがだったでしょうか？

　速いペースで六巻目を出して頂けました。これも読んで下さるみなさんのおかげです！

　今回はタバラン国編です。書く機会がないのでは？　と内心思っていた、シャルマ達の過去なども入れつつお送りしました。ずっと書きたいと思っていたので、チャンスを貰もらえて本当に嬉うれしかったです。




　そういえば先日、帆はん船せんが集まるお祭りを見に行ってきました。十人乗りの小さな物から、数百人乗れる帆船まで、十隻せきほど港に集まっていて、なかなか爽そう快かいな眺ながめでした。

　船内も公開されていて、ジャリス達はこんな感じで生活しているんだなぁと思いつつ、写真を撮とりまくりました。実際に帆船に乗って、一時間ほど航海を楽しむこともできたみたいですが、時間がなくて乗れなかったのが残念です。でも本物の舵かじに触さわって、ちょっとだけ船長気分を味わってみたり、帆船の模型を手に入れたりと、大満足の小旅行でした。




　イラストを描かいて下さった七海様。お忙いそがしいのに、いつもありがとうございます！

　アブウが表紙を飾かざれる日が来るとは……。親ばかですが、涙なみだが出るくらい嬉しいです。ルーレルもイメージぴったりで、イラストを見た瞬しゆん間かん、か、可愛かわいいっ、と声を上げてしまいました。

　いつも迷めい走そうしている伊藤を、こっちですよーと、優やさしく厳しく導いて下さる担当さま。体調を崩くずしたり、家の事情でばたばたしていたりと、ご迷めい惑わくをおかけしてすいませんでした。

　時々（いつも？）変なことを口走る伊藤ですが、これからもよろしくお願いします！




　私事ですが、新刊が出るとお祝いをしてくれるお友達にも、この場を借りて感謝を。

　いつもありがとう。酔よって訳の判わからない話ばかりするけど、呆あきれずにまた遊んで下さいませ。




　そして最後に読んで下さったみなさま。

　本当にありがとうございました！　新しい仲間も増えて、第二章に入ったアラバーナを、これからもよろしくお願いします。よかったら、感想のお手紙なども頂けると嬉しいです。

　それでは、またお会いできることを祈いのって。





伊藤たつき　　
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